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平成28年7月14日㈭
時間 行事内容 場所（会場）

13：30〜
14：00

◆オープニング
アミューズメント佐渡

大ホール　新潟県立羽茂高等学校郷土芸能部　芸能発表
　佐渡市立金井小学校児童合唱

14：00〜
14：30

◆開会式

アミューズメント佐渡
大ホール

14：30〜
14：50

◆事例発表　新潟県立佐渡総合高等学校

14：50〜
15：50

◆基調講演　㈱日本総合研究所 
　　　　　　主席研究員　藻谷　浩介　氏

16：30〜
18：00

◆
分
科
会

第1分科会
アミューズメント佐渡

大ホール棚田には米がある！
〜棚田の米を活かせば、たくさんの夢が広がる〜
第2分科会

サンテラ佐渡
スーパーアリーナ

柔剣道場

棚田には命がある！
〜棚田が支える命と共生し活かせば、たくさんの夢
が広がる〜
第3分科会

アミューズメント佐渡
小ホール

棚田には温（ぬくもり）がある！
〜棚田の温（ぬくもり）を活かせば、たくさんの夢
が広がる〜

◆棚田のまもりびとミーティング アミューズメント佐渡
研修室

◆首長会議 佐渡中央会館　集会室

◆U30棚田サミット アミューズメント佐渡
文弥人形室

18：30〜
20：30

◆全体交流会 サンテラ佐渡
スーパーアリーナ

第22回 全国棚田（千枚田）サミット　開催日程
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平成28年7月15日㈮
時間 行事内容 場所（会場）

8：30〜
12：00

◆棚田現地視察

・岩首棚田コース
・北片辺棚田コース
・小倉千枚田コース
・バスで巡る佐渡の里山里海コース

13：00〜
13：30

◆分科会まとめ アミューズメント佐渡
大ホール

13：30〜
14：00

◆閉会式 アミューズメント佐渡
大ホール

時間 行事内容

14：30〜
17：30

◆交流プログラム
相川中学校ガイドと佐渡金山近代化遺産
尖閣湾見学と民話語り
行谷小学校トキガイドとトキ野生復帰
高千中学校文弥人形と天然杉ハイキング（16日と2日間通し）

平成28年7月16日㈯
時間 行事内容

9：00〜
15：00

◆交流プログラム
名物！漁師町姫津のイカイカ祭り見学

佐渡棚田フォトコンテスト入選作品　「棚田の夜明け」金子　大一（岩首棚田）
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第 22 回全国棚田（千枚田）サミット　共同宣言
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私たち全国の農産物生産者、消費者、棚田保全団体、行政職員など、
さまざまな立場から棚田に関わる人々は、今回、新潟県佐渡市に集い、
第22回全国棚田（千枚田）サミットを開催しました。
棚田は、先人たちが多大な労力と長い年月をかけて築き上げてきた、
農業的・環境的・文化的な価値を持つ、私たちのかけがえのない財産です。
しかし、高齢化、農業の担い手不足などにより、
全国の棚田は危機的な状況に直面しています。
そこで、今回のサミットでは、棚田の魅力や可能性を再発見し、
夢を持ってどう未来に継承していくか、議論を深めました。
ここに、私たちの議論の成果を共同で宣言します。



佐渡棚田フォトコンテスト入選作品　「守る～小倉千枚田」大澤　正行（小倉千枚田）
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１．私たちは、かけがえのない里山の農業を支えるため、棚田米の価値を消費者と共有
し、交流活動を積極的に進めます。

２．私たちは、豊かな命をはぐくむ里山を舞台に食と農の原体験の機会をつくり、棚田の
多様な可能性と夢を追求しながら、果敢に挑戦し続ける姿勢を通して、｢共感｣と「協
働」のスパイラルを生み出します。

３．私たちは、過去から受け継いできた棚田地域の環境とコミュニティを次世代につなぐ
ため、外部との交流を通じて、自分たちが誇りと楽しみを持てる地域資源の発掘・発
信に努めます。

４．私たちは、棚田保全活動を持続的に続けていくため、取組みの事業化を行い、新た
な地域資源を発見･創造することにより、内外から担い手が集まるような仕組みづく
りに取組みます。

５．私たちは、棚田が発信する自然共生社会という価値観を世の中に広め、地域外から
の“外貨”獲得に向けた仕組みづくりや、学校教育を通じた人材育成に積極的に取
組みます。

６．私たち棚田の未来を担う若手は、棚田を｢日常｣｢学び｣｢イベント交流｣の３つの場と
捉え、地域の特性にあった３つのバランスを考えながら、自らの考えた「棚田の未来
予想図」の実現に取組みます。

平成28年7月15日
第22回全国棚田（千枚田）サミット　参加者一同



「棚田を守る」渡辺　昭子（小倉千枚田）

佐渡棚田フォトコンテスト入選作品

「親子」渡辺　治（岩首棚田）
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「泥んこバレー応援隊」引野　晃（北片辺棚田）

「車田植え」渡辺　トシエ（北鵜島棚田）

「棚田シルエット」中野　金吾（岩首棚田）
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◆開催風景

開会式

オープニング
佐渡市立金井小学校による「おそすぎないうちに」の合唱とオープニングメッセージ

新潟県立羽茂高等学校郷土芸能部による佐渡民謡と踊りの芸能発表
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◆開催風景 7 月 14 日
事例発表　新潟県立佐渡総合高等学校

基調講演　㈱日本総合研究所　主席研究員　藻谷浩介氏

第 1 分科会　「棚田には米がある！」

第 3 分科会　「棚田には温（ぬくもり）がある！」 棚田のまもりびとミーティング

第 2 分科会　「棚田には命がある！」

U30 棚田サミット首長会議
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◆開催風景
全体交流会

写真提供　押川　毅

佐渡の地酒

特産品抽選会（佐賀県玄海町）

小倉物部神社鬼太鼓披露

なぎさ会おけさ披露
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◆開催風景 7 月 14 日

写真提供　押川　毅

写真提供　押川　毅佐渡棚田米提供

地元食材を活用した郷土料理
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◆開催風景　
棚田現地視察	 岩首棚田コース

北片辺棚田コース

地元の子どもによるおもてなし

地元の子ども達によるお見送り
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◆開催風景　
小倉千枚田コース

バスで巡る佐渡の里山里海コース

長谷寺

丸山の棚田 小倉千枚田遠景

7 月 15 日
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◆開催風景　

次期開催地あいさつ

7月15日

分科会まとめ

共同宣言

閉会式

長崎県波佐見町

波佐見町のゆるキャラ
「はちゃまる」
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◆開催風景　 交流プログラム
相川中学校ガイドと佐渡金山近代化遺産

尖閣湾見学と民話語り 行谷小学校トキガイドとトキ野生復帰

名物！漁師町姫津のイカイカ祭り見学高千中学校文弥人形と天然杉ハイキング

尖閣湾

民話語り
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◆開催風景　 会場内
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   開│会│式   

皆さんこんにちは。ようこそ佐渡へ、来ていた
だきましてありがとうございました。

実は去年、私は佐賀県玄海町で同じことを申し
上げました。でも今回佐渡におじゃまして、本当に
佐渡の皆さんの熱意を感じて今日は感激しました。
本当はいっぱい考えていたのですが、さっきの羽茂
高校さんの郷土芸能部の演舞を見て、それから小学
生の歌を聞いて、完全に頭が真っ白になってしまい
ました。子供の教育は大事だなということを本当に
しみじみと感じたところでございます。

全国棚田サミットは、もう 22 回目を迎えていま
す。日本において、この棚田というのがいかに価値
のあるものなのか、これをぜひ私は地域の人間だけ
がそれを持っていてもダメなのではないかと感じて
います。都会の人も地方の人もみんなが棚田の本当
の良さを知ってもらえる作業を、私達、連絡協議会
ではやっていきたいと思っております。それをやら
ないと、本当の意味での日本という国の食糧自体の
維持が出来なくなっていくのではないかとも思って
おります。皆さんご承知かと思いますが、アメリカ
にしてもフランスにしても、ドイツにしてもイギリ
スにしても、食糧自給率は非常に高い数値を示して
います。こんなに食糧自給率が低いのは日本だけで
す。これで本当に日本という国が未来に成り立って
いけるのかどうか、大変心配をしております。

その中でこれだけ日本全国から棚田をお持ちの
皆さんがこの佐渡に結集していただいて、棚田を
ずっと続けていこうという会合が開けるということ
は、食糧自給率をもっと上げていかなければならな
いという事も含めて、日本人はまだまだ十分に頑張
れるぞという気概を与えてくれているような気がし
ます。ぜひ皆さん方の力をお借りしながら、今後も
この棚田サミットを毎年、毎年継続をしていって、

さらに大きな大会にして日本人みんなが、棚田って
本当に夢があるなあと、棚田ってすごいなと思って
いただけるように今後目指してやっていきたいと
思っております。

今日は幸いなことに、泉田知事の代わりに寺田
副知事さん、細田衆議院議員さん、北陸農政局長の
小林さんが来ていただいています。それから鷲尾さ
んも、武内先生も来ていただいていますので、そう
いったところは国にも投げ掛けをしながら、県にも 
投げ掛けをして、本当の地方の維持を、これから我々
で考えていける今回の会合になりますことを心から
祈念を申し上げて私からのご挨拶にさせていただき
たいと思います。どうぞ明日まで皆さんよろしくお
願いいたします。
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棚田には夢がある！

連絡協議会会長 
あいさつ

全国棚田（千枚田） 
連絡協議会会長（佐賀県玄海町長）

岸　本　英　雄



   開│会│式   

皆様、ようこそ佐渡へお出でくださいました。
オープニングの羽茂高校生徒の芸能発表及び金井小
学校児童の合唱をお楽しみいただけましたでしょう
か。私も特に羽茂高校の芸能発表はいつ見ても涙が
潤んでしまい、自分らの後輩を頼もしく思っており
ます。彼らが今日のパフォーマンスをきっちりと
やっていただいた後で、私が挨拶をとちるわけにい
きませんが第 22 回全国棚田（千枚田）サミットの
開催にあたりまして、一言ご挨拶させていただきま
す。

まず、先般４月の熊本地震でお亡くなりになら
れた方々に冥福と、被災された多くの皆様に心より
お見舞い申し上げ、１日も早い復興をお祈りいたし
ます。

今回で 22 回を迎える棚田サミットは、離島とし
ては初めてこの佐渡市を会場として開催されます事
を誇りに思うとともに、全国の棚田地域をはじめ、
世界農業遺産認定地域で活動されている生産者、団
体、自治体など関係者の皆様、さらには研究機関、
企業、消費者など本当に多くの皆様から佐渡市にお
越しいただけましたことを心より歓迎申し上げま
す。この佐渡は雄大な島の成り立ちや、佐渡金銀山
の影響を大きく受け、この島独特の棚田風景や生物
多様性豊かな里山環境が作られ継承されてきたこと
などが評価され、2011 年に世界農業遺産に認定さ
れました。世界農業遺産は効率化・近代化が進む農
業において、農村地域で引き継がれてきた伝統的農
業や小規模農業の価値を見直し、社会情勢が大きく
変化していく中においても、進化しながら引き継い
でいく「知恵の遺産」とも言われております。この
知恵の遺産は、認定されている佐渡や能登地域をは
じめ他の６地域のことだけでなく、日本全国の棚田・
里山地域も同様で、歴史があり人々の知恵や活動で

これまで受け継がれてきています。しかしながら、
依然として棚田地域をはじめ地方を取り巻く環境は
厳しく、少子高齢化により担い手不足をはじめ、そ
の持続可能性が危ぶまれています。また、急激な社
会情勢の変化や、このたびの熊本地震などの自然災
害などにも対応できる、強く、持続可能な地域づく
りが急務となっております。

今回のサミットでは、棚田地域の持続可能性を
高めるため「棚田には夢がある！　棚田の価値を知
り・活かし・継承するために」をテーマとして、基
調講演では里山資本主義の藻谷浩介さんから、日本
を変えることが出来る里山と棚田の価値や持つ力を
中心にご講演いただきます。その棚田や里山の価値
を見直し、農業の持続可能性を高めることを目的と
して、2011 年に認定されました世界農業遺産を地
元の佐渡総合高校の生徒が分りやすく発表をしてく
れます。さらに、棚田の夢を実現するため、若い担
い手を中心とした「Ｕ 30 棚田サミット」を企画す
るなど、その内容にこだわった６つの分科会で議論
を深め、現地視察では、それぞれの特徴のある棚田
を見て・歩いて・感じていただけるだけでなく、現
地の人と触れ合って、棚田地域での暮しの価値を再
認識していただければと思っております。

ここにお集まりいただきました参加者全員が、棚
田の夢に気付き、その夢を実現するために、それぞ
れの棚田地域に帰ってからなにがしかの具体的な行
動に移せるようなヒントをこのサミットで見つけて
いただけることを祈念申し上げ開会の挨拶といたし
ます。本日ありがとうございました。
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実行委員会会長 
あいさつ

第22回全国棚田（千枚田）サミット 
佐渡市実行委員会 

会長（新潟県佐渡市長）

三　浦　基　裕



皆さんこんにちは。22 回目の全国棚田（千枚田）
サミットの開催を本当におめでとうございます。今
日は泉田知事がどうしても参る事が出来ませんでし
たので、私副知事の寺田が代わりに、皆さんに歓迎
とお祝いのご挨拶をさせていただきたいと思いま
す。

棚田の魅力についてもう申し上げるまでもあり
ませんけれども、先ほどの羽茂高校郷土芸能部の皆
さんの踊りと唄、そして金井小学校の皆さんの歌と
言葉を聞いているだけで、棚田や棚田が育んできた
文化が素晴らしくてジーンとする思いがしました。
本当に人の心に染み入るというか、人の心を揺り動
かす素晴らしい存在だなというふうに思います。是
非この日本の原風景と言いますか、佐渡の原風景、
新潟の原風景である棚田と棚田をめぐる様々な文
化、これを後の世代にしっかりと守り・引き継いで
いかないといけないということが私達の世代の指命
なのかなと改めて感じました。

今回のサミットのテーマで「棚田には夢がある！　
米がある・命がある・ 温

　ぬくもり

 がある」、こういう素晴

らしいテーマを掲げられてご議論いただくと伺って
おります。ちょうど今、佐渡と新潟県も一緒になっ
てやっておりますけども、佐渡の方では金銀山の世
界文化遺産の登録を目指しております。すでに世界
農業遺産の認定はされておりますけれども、こうし
た取り組みを進めていくにあたって、この全国サ
ミットの意義というのはすごく深いものだなと思い
ますし、更に取り組みを発展させるためにも、今回
の全国棚田（千枚田）サミットが大きな弾みになる
のではないかなと期待をしております。

また今日お集まりの全国の皆さんも、是非この
佐渡での盛り上がりが、佐渡・新潟だけに留まらず、
更に全国へ大きなうねりとなって、より勢いが付い
ていく事を期待したいと考えております。

最後になりますが、今日・明日の今回のサミッ
トが例年にも増して充実したものとなること、それ
からお集まりの皆様方のさらなるご活躍を祈念いた
しまして私からのご挨拶とさせていただきたいと存
じます。本日は本当におめでとうございました。

開催地歓迎 
あいさつ

新潟県知事　泉田裕彦 
代理　新潟県副知事　

寺　田　吉　道
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棚田には夢がある！



   開│会│式   

皆さんこんにちは。ようこそ佐渡へいらっしゃ
いました。ただ今ご紹介をいただきました佐渡を含
む地元新潟２区選出の衆議院議員細田健一でござい
ます。よろしくお願いいたします。改めまして棚田

（千枚田）サミットの開催を心からお喜びを申し上
げますとともに、全国各地から皆様方にご来島いた
だいたことに、心から御礼を申し上げます。棚田と
いうのは農民・農家のピラミッドであると承ってお
りますが、その維持・管理・補修というのは本当に
誠に気が遠くなるような労力を要する作業だろうと
考えております。皆様方が、本当に大変なご努力を
日々されて棚田・千枚田の維持・管理に尽しておら
れることに心から敬意を表します。棚田・千枚田が
本当に様々な価値を提供していると思います。農業
で言いますと、良質の水の供給を通じて非常に食味
の良いお米がとれるのではないかと思いますし、ま
た、環境保全・治水・景観、その他色々な、あるい
は地域の絆の形成といった様々な多面的な価値を棚
田・千枚田が提供していると考えております。

今回のこのサミットの開催を契機として、これ
らの価値が再認識されて、さらに棚田・千枚田の維

持・保全・活性化の活動がさらに活発になることを
改めて心から祈念をしております。

なお、先ほどお話がございましたこの佐渡、棚田・
千枚田の非常に重要な景観ではございますが、佐渡
の魅力はそれだけではございません。先程お話がご
ざいました世界遺産登録を目指している佐渡の金銀
山でありますとか、あるいはトキの保護施設といっ
たものもございます。あるいは佐渡には新潟有数の
酒蔵もたくさんございますし、またその中の多くは
観光客の皆様方を受け入れております。あるいは小
木や宿根木といったような独特の景観のある街並み
もございます。ぜひ皆様方この機会に、この佐渡の
魅力を十二分に味わい尽していただければと考えて
おります。

改めまして今回のサミットを契機に、棚田・千枚
田の保全をめぐる活動がさらに活性化することと、
そして全国各地からご来島いただいた皆様方と佐渡
の友情が新しく育まれることを改めて心から祈念を
いたしまして私の簡単な挨拶の結びとさせていただ
きます。本日ご来島をいただきまして本当にありが
とうございました。
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来賓祝辞
自由民主党衆議院議員

細　田　健　一 氏



第 22 回全国棚田（千枚田）サミットのご開催お
めでとうございます。鷲尾英一郎の代理で参りまし
た鷲尾英一郎事務所仲川殖子と申します。鷲尾本人
お招きにあずかりこの日を心待ちに致しておりまし
たが、急遽出席が叶わず大変申し訳なく思っている
次第でございます。本人よりメッセージを預って参
りましたので代読させていただきます。

第 22 回全国棚田（千枚田）サミットが開催され
ますことをお喜び申し上げます。日頃より格別のご
厚情を賜り厚く御礼申し上げます。昨今の棚田を取
り巻く環境は時代の流れにより一層厳しさを増して
おります。棚田の文化と景観保全を守るため、積極
的に真摯なご活動を続けておられます関係各位の皆
様の並々ならぬ日々のご努力に、衷心より誠意を表
し深く感謝申し上げます。本日は棚田の保全と継承
へ向け、ぜひ活発なご議論を交していただき、地域
で自分らしく暮らすうえで真に必要なものの実現の
ため、私も微力ではございますが皆様のご指導とご
鞭撻を賜りながら国政の場から努めてまいります。

結びに、本年の棚田サミットが子供たちに地域
の宝を残すためにも、素晴らしいものとなりますよ
う、そして本日ご参集の皆様方のご健勝とご多幸を
心から祈念申し上げメッセージといたします。

　　平成 28 年７月 14 日
　　衆議院議員　鷲尾英一郎　代読

本日は誠におめでとうございました。

来賓祝辞
民進党衆議院議員

鷲　尾　英一郎　氏

代理　仲　川　殖　子 氏
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棚田には夢がある！



   開│会│式   

皆さんこんにちは。ただ今ご紹介をいただきま
した北陸農政局の小林でございます。第 22 回全国
棚田（千枚田）サミットが世界農業遺産の島佐渡で、
このように多くの皆さんご出席のもとに盛大に開催
されますことを心からお喜び申し上げます。またサ
ミットの開催にあたり、佐渡市そして新潟県、また
関係者の多くの皆さんのご尽力により開催されます
ことを心から深く敬意を表しますとともに、感謝を
申し上げる次第です。特に先ほどの羽茂高校の生徒
さん方の踊り、私も前に新潟におりましたが、「佐
渡おけさ」以外知らなかったのですが、その「佐渡
おけさ」のバージョンアップや、素晴らしい踊りを
見せていただきました。そして金井小学校の生徒 
さん方、こういう子供さん方が棚田をこれから守っ
ていってくれたら、決して暗いばかりでなく、先が
非常に明るい面が出てきたということを改めて感じ
た次第でございます。

さて、今日は 14 日ですけれども、３カ月前、熊
本地方で震度７、２回も立て続けに起き大変な被害
が出ております。犠牲になられた方に対し心からお
悔やみを申し上げますとともに、被災された皆さん
にお見舞いを申し上げる次第でございます。

今回、第 22 回の棚田サミットを迎えるわけです
が、北陸管内では過去に新潟県の上越市・元安塚町、
そして石川県の輪島市、そして新潟県の十日町市に
続きまして今回が４回目でございます。新潟県では
3回目の開催ということになります。私事ではあり
ますが、私もこの棚田（千枚田）サミットに今回出
席が３回目でございます。こうして皆様方にまたお
会い出来ますことを本当に感謝申し上げる次第でご
ざいます。

今回のサミットテーマが「棚田には夢がある！　
棚田の価値を知り・活かし・継承するために」とい

うことであります。棚田をめぐる情勢は大変厳しい
ものがありますけれども、棚田の価値は農業生産に
限らず、国土の保全あるいは自然環境の保全、歴史
文化といった観点からも大変重要な役割を担ってお
ると考えております。農林水産省でも「棚田百選」
であったり「棚田基金」の創設、あるいは中山間地
域の直接支払制度などによりまして、これまで支援
の取り組みをさせていただいてきましたが、今後と
も棚田を含む中山間地域の振興に全力を尽したいと
考えております。

そういった中で、最近、棚田を中心に多くの人の
つながりが出てきていると感じています。また、集
落の境界なども越えて、地域全体で新たな地域づく
りというものが始まっていると感じています。例え
ば、棚田米などの生産、あるいは販売といったこと
で、農業生産だけでなく、それを加工し、またそれ
を販売する６次産業化といったような取り組みも各
地で広がってきております。こうした人のつながり
の経緯もありまして、熊本県の被災地域に対し、こ
の棚田連絡協議会の皆様方とのご縁もあろうかと思
いますが、全国からの応援や支援物資が届いている
と伺っています。まさに支援の輪が広がっていると
いうことだと思います。

また管内の事例で申し上げますと、石川県の能
登で白

しろ

米
よね

千枚田というところがありますが、ここで
地元の大学生のサークルメンバーが中心となりまし
て、田んぼの畦塗りや、田植え、草取りそして収穫
まで、棚田の保全活動に一生懸命やっていただく事
例が出てきています。この輪が全国に広がってきて
いると思っております。今日ここにお集まりの皆さ
んもずっと棚田に関わってきている皆さんだと思い
ますが、先人から引き継いだこの棚田の新しい形で、
新しい活性化の道が開かれてきていると感じていま
す。サミットに集う皆様方が今日・明日ともに語り
合い、そして励まし合い、明日に向って新たな勇気
と力を育まれて、これからの棚田の活動に活かして
いただければ幸いです。

結びになりますが、このサミットの成功とそし
て美しい日本の棚田が新しい価値を創造しながら、
後世に引き継いでいかれる事を祈念申し上げ、また
ご参集の皆様方のご健勝、益々のご活躍を併せて祈
念申し上げましてお祝いの言葉とさせていただきま
す。本日はおめでとうございます。
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来賓祝辞
農林水産省北陸農政局局長

小　林　厚　司 氏



皆さんこんにちは。ご紹介いただきました武内で
ございます。本日、第 22 回全国棚田（千枚田）サミッ
トがこの佐渡で開催されますこと、心よりお慶びと
お祝いを申し上げます。私ども東京大学と、私が先
月まで上級副学長を務めておりました国連大学は、
2010 年ごろから佐渡市さんと密接な関わりを持た
せていただいております。特に何人かの方からお話
のあった世界農業遺産、これが先進国で初めて佐渡
と能登が認定されたわけですが、その認定に際しま
しても、私ども協力をさせていただきました。そう
した結果として、このようなサミットの場で世界農
業遺産を皆さんに語っていただけるのは大変嬉しく
思っております。後ほど佐渡総合高校の生徒さんか
ら世界農業遺産についての発表があると聞いており
まして、これも私ども大変嬉しく思っているところ
でございます。

私ども東京大学はそれ以外にも、持続可能な再

生可能エネルギーと地域の地場産業や農林水産業を
うまく組み合わせて相乗効果が発揮できないかとい
うプロジェクトを佐渡の各地で展開させていただい
ております。また今年度からは、環境省のご支援を
得まして、地域の自然資本・生態系サービスを最大
限活用した地域振興のあり方についての研究を、今
後５年間推進していくこととなっております。そう
したことから、本日三浦佐渡市長と私で、双方のこ
れからの連携に関する覚え書きを締結させていただ
いたところでございます。

言うまでもなく、棚田や千枚田というのは、日
本のみならず世界各地で、とりわけアジア各地で注
目される農業遺産でございます。しかしこの遺産は、
決して過去のものではありません。「棚田には夢が
ある！」という今回のテーマのように、まさに未来
にどう継承していくかが大きな課題であり、これか
ら私達が未来志向で取り組むべき課題だと認識して
おります。そういう意味で、この棚田（千枚田）サ
ミットを通して、これからの自然豊かで文化溢れる、
しかも人々が経済的にも自立出来るような、新しい
農業のモデルにつながっていくことが大いに期待で
きます。そうした期待も含めまして、このサミット
の成功を心よりお祈り申し上げたいと思います。そ
して全国各地から本日ご参列の皆さん方の地域にお
かれましても、またそれ以外の地域におきましても、
こうした取り組みがさらに発展することを祈念いた
しまして、そしてまたご参列の皆様方のご健勝も祈
念いたしまして、私からの挨拶とさせていただきた
いと思います。本日は誠におめでとうございます。
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棚田には夢がある！

来賓祝辞
東京大学サステイナビリティ学 

連携研究機構長

武　内　和　彦 氏



   事│例│発│表  

「世界農業遺産を通じて考える 
　　　　　島の成り立ちとこれから」

発表者　新潟県立佐渡総合高等学校

○　ジアスってなあに？世界農業遺産ってなあに？
　佐渡の人ならば言葉はどこかで聞いたことがある

のではないでしょうか。しかし、内容について
はよく分らない人の方が多いと思います。また
このことが、佐渡の農村の歴史や暮らしに大き
く関わり、現在も残っている鬼太鼓などのお祭
りや、佐渡が最後のトキの生息地だったことに
大きく関わっていたことなど、私たちも知らな
かったことがたくさんあるのです。勿論学校で
は教えてもらえなかった内容ですし、このこと
を書いた本も無いのですから、無理もないでしょ
う。それではこれから私たちが一つずつ絡み合っ
た歴史の糸を解いていきましょう。

○　 正 式 に は Globally Important Agricultural 
Heritage Systems と言い、頭文字をとってジアス

（GIAHS）と名付けられました。国際連合食糧農
業機関が 2002 年に初めて創設しました。伝統的
な農業や文化を守ること、土地景観の保全と持続
的な利用を図ることを目的としています。2016
年までに 15 カ国 36 サイトが認定を受けていま
す。それらの地域のほとんどは田舎や貧しい地域

の農業の形を保存しようというものですが、佐
渡の場合は、トキと共生する佐渡の里山という、
これからの農業の形を問うものです。佐渡には
不思議なことが幾つもあります。

○　佐渡にはなぜ能舞台がたくさんあるのでしょう
か？こんな小さな島に能に代表されている芸能
や、農業に関わる神事が数多く残されています。
中でも能舞台の数は 36 舞台も残っています。な
ぜなのでしょうか？

○　そのルーツは 17 世紀初頭に発見された金銀山
にありました。江戸幕府は 300 年間という長き
にわたって金銀山を掘り続け、国の財政を支えて
きました。このゴールドラッシュにより、全国
各地から 300 年の間、人々が押し寄せ、島の人
口は爆発的に増加しました。その数は金銀山が
ある相川地域だけで５万人も住んでいたそうで
す。現在の佐渡全体の人口が約６万人ですから、
当時はこの佐渡に想像できないくらい多くの人
たちが住んでいたことがうかがえます。このこ
とは当然 300 年間島に住む農民たちの生活にも
大きく影響を及ぼすことになりました。
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　食料確保のために、次々と水田が作られ、海沿い
や山奥にも棚田を作りました。食料となる米や農
産物は勿論のこと、暮らしに必要な薪・炭や藁
製品・竹細工など、お金に換えられる商品の需
要も多かったことがうかがえます。このことか
ら、当時の農家は小規模のわりには極めて豊かな
生活を送ることができたのではないでしょうか。
そして佐渡には、当時の日本でも類の無いくら
いの貨幣社会・消費社会が存在したと思われて
います。

○　金銀山がもたらす豊かな農業生活が農村を支
え、豊かになった農民はゆとりを手に入れまし
た。そして様々な文化や芸能を取り入れていく
こととなりました。農民にとって豊作は、豊か
な生活をもたらせてくれることであり、豊作が
これからも長く続くようにと神様に願ったので
した。能は農民が神社への奉納を神事として楽
しみ、村々に能舞台が建てられたのです。今で
も春から秋にかけて、多くの住民や観光客が野
外で上演を楽しんでいます。

　　鬼太鼓などの伝統芸能も集落を単位とした豊作
を願う神事として継承され、日本のどこにも無
い独特の農村文化ができ上がったと考えられて
います。

○　佐渡のトキはなぜ最後まで生息できたのでしょ
うか？

　　日本で初めてトキという名前が登場したのは
奈良時代です。「日本書記」に桃

とう

花
か

鳥
ちょう

として登場
し「ツキ」「トキトリ」と読み仮名がふられてい
ます。平安時代には、刀の柄の飾りとして使わ
れ、鎌倉時代には、弓の矢羽に使われていました。
また当時の食料の記録にも、トキの名前が出て
います。８代将軍吉宗の時代に各地の大名から
集められた産物帳の記録から、トキの名前が全
国に広く分布していたことが分っています。明
治時代に入り、狩猟が庶民に解禁されると、狩
猟人口が増えるのと引き替えに、トキの数は減
少していきます。明治 41 年に保護鳥に加えられ
ましたが、大正時代に入っても狩猟は続き、個
体数はさらに減少し、一時絶滅したと考えられ
ていました。1930 年に佐渡島でトキが再発見さ
れ、その後 1960 年には国際保護鳥に指定されま
した。そして 2003 年、キンと名付けられた国内
最後の野生のトキが死亡し、遂に日本で生れた
トキは１羽もいなくなってしまったのです。

○　さて、お話を最初に戻しましょう。なぜ佐渡が

トキの最後の生息地だったのでしょうか。江戸時
代も終り明治時代に入ると金山は次第に衰退し、
農業収入も減少することとなります。しかし島
であることもあり、他にこれといった産業の無
い佐渡では、農地は大切に残されました。高度
経済成長を経験し大規模農業の時代になっても、
山間の農地は規模が小さいため耕地整理をする
ことができずに、今に至っています。効率的な
土地改良が進まなかったことが、かえって今で
は土側溝やため池などを残すこととなり、多くの
生きものが生息できる環境をそのまま残すこと
となりました。また、農薬の使用も控えたことで、
豊かな生物多様性が守られ、トキが日本において
最後まで生息できる環境が維持されてきたので
す。トキはその後の研究で、中国のトキと遺伝
的に同じ種の一つの群であることが分かり、改
めて中国のトキを借りて人工増殖し、野生復帰
を目指すこととなりました。1999 年、中国から
譲り受けたつがいに初めてヒナが誕生。現在ト
キの生存数は、2016 年時点で 147 羽です。

○　トキと共生するにはどうしたら良いのでしょう
か？

　　放鳥されたトキととも に暮らしていくには課
題がいくつもあります。トキが生き続けられる自
然条件を整えることです。過去に生き続けてい
た本来の生態系を復元することです。具体的に
は、トキを守るために餌となるドジョウやタニ
シ、カエルを守らなくてはなりません。そのド
ジョウを守るためには、餌となるユスリカとい
う蚊の幼虫や藻類や植物類を守り、動物性・植
物性プランクトンを守るというように、トキを頂
点とする生態系全てを守らなくてはなりません。
いわゆる生物多様性を保全・再生する必要があ
るのです。

○　有機農法で酒米やトキ認証米を作り、冬は酒造
会社でお酒を造っておられる佐々木さんが生態
系の重要性を教えてくださいました。トキが餌
にしているカエルやドジョウのほとんどは田ん
ぼの畦際を住処にしている。畦草は除草剤を使
わず草刈り機を使って、生きものたちが暮らせ
る環境を作ってあげることが大切。人間が田ん
ぼを使わなくなったら、虫もいなくなりトキも
住めない島になってしまう。お米を作ることは、
人間の食料も作るけれど、たくさんの生きもの
と環境を守る役割もしているのです。私たちも
参加した生きもの調査では、有機無農薬米を作っ
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ておられる林さんの水田の江で、数多くの生き
ものを確認することができました。

○　環境に配慮した農業を紹介しましょう。佐渡市
ではこれらの生きものが生きられるように農薬
の成分を慣行栽培の半分に減らした栽培方法や、
多くの微生物が育つようにと化学肥料成分を半
分に減らし、有機質で補う栽培方法が行われて
います。この他にも「江の設置」、田んぼが乾い
た時に生きものが避難できる場所を確保します。

「魚道の設置」、水田を魚の産卵場所や生育場所に
するために、小川と水田を人工の魚道でつないで
います。メダカは水田で産卵し、川に返っていき
ます。「ふゆみずたんぼ」、冬期間の生きものの越
冬場所や早春のヤマアカガエルなどの産卵場所
として、冬の間も水を張っておきます。「ビオトー
プの設置」、休耕田を利用し、１年を通して水を
溜め、生きものの生育場所を確保しています。

○　このように、生きものを育む農法で作られたお
米は、特別なお米としてブランド化され、付加
価値を付けて販売できることから、生産者にとっ
ても農業収入が増え、棚田などの比較的小規模
な水田の維持が可能になると考えられています。

　　加茂湖のカキ殻を使い、有機質の質にこだわっ
た米づくりをしておられる相田さんが、私たち
に教えてくださいました。微生物を増やし、生
きものを増やし、トキを守ることができる稲作
技術こそが人を守ることにつながり、地域や集
落を守ることにつながるのだよ、という貴重な
お話を聞くことができました。

○　手付かずの自然環境の中ではトキは生きていな
いのではないでしょうか。人が田んぼを作り、畦
草に除草剤を使わず機械で刈ることで、生きもの
が生れてくるのです。古い時代からトキと人間
は寄り添って生きてきたのではないでしょうか。
農家と生きものと環境を守る取り組みが必要な
のではないでしょうか。

　　私たちがその地域で作られたお米を食べること
こそが、日本のトキを守ることにつながっていく
のではないでしょうか。トキが安心して暮らせる
環境こそが、私たち人間にとっても安全で安心な
環境となり、共生することが私たちに本当の豊
かさをもたらしてくれるのではないでしょうか。
これが私たちの感想です。

○　佐渡での生活に惚れ込み、移住してきた東京生
まれの新田さんは、佐渡の魅力について語ってく
ださいました。世界中のいろんな国で生活をし日

本に帰ってきた時、東京が灰色に見えたそうで
す。みんなが何も会話をせずスマホばかりして
いたそうです。佐渡には島だからこそ残された
ものがたくさんあると言います。青々とした緑、
人と人との付き合いが残っていることだそうで
す。棚田があったからみんなで仕事をする、コ
ミュニケーションが生まれ、集落ができ、人と人
をつないでくれる芸能が生まれる。その芸能を
みんなでつないでいこうとして地域が作られる。
その集落ごとに違う芸能を自慢気に話せること
が佐渡のすごさだと言います。また新田さんは、
人が飲める湧き水でお米を作っているそうです。
小さなお米だけれど、山の全てが凝縮されてい
るように感じ、とても美味しいとのこと。人が
ちょっと手をかけただけでお米ができ、山を渡
る心地良い風は生活の中に一息つける時間を与
えてくれる、それが佐渡の魅力だと言います。

○　トキと共生する佐渡の里山とは、金銀山がもた
らす経済効果が農村生活にゆとりを与え、先人
たちはさまざまな文化を取り入れ、心豊かに暮
らしていたことでしょう。また、各農村集落に
伝わる鬼太鼓などの伝統芸能や神事は、集落の
結束を高め、共同作業等により農地や農業を守っ
てきたのです。

　　その農地は現在でも豊富な生物多様性を保ち、
私たちに安全で安心な環境や食料を育んでくれ
ています。そのような自然と大地、文化が一体と
なって織り成す佐渡だからこそ、トキと共生で
きる唯一の住処といえるのではないでしょうか。

　　私たちにできることってなあに？
　　直接トキの保護活動に関わることは、直ぐに

はできません。しかし、トキと一緒に住める島
にするために、まずは一個の空き缶を拾うこと、
住んでいる地域のお米を食べること。小さな一
歩から始めてみませんか。

　　ご清聴ありがとうございました。
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   基│調│講│演  

「日本を変える里山のチカラ」
㈱日本総合研究所　主席研究員　藻　谷　浩　介 氏

講師紹介
山口県生まれの 51 歳。平成合併前 3,200 市町村

のすべて、海外 7 ２ヶ国をほぼ私費で訪問し、地
域特性を多面的に把握。2000 年頃より､ 地域振興
や人口成熟問題に関し精力的に研究 ･ 著作 ･ 講演を
行う。2012 年より現職。近著にデフレの正体､ 第
七回新書大賞を受賞した里山資本主義 ( 共に角川
One ﾃｰﾏ 21)､ 金融緩和の罠 ( 集英社新書 )､ しなや
かな日本列島のつくりかた ( 新潮社､ 7名の方との
対談集 )。

講演概要
今回は「日本を変える里山のチカラ」と題して

講演。日本や中国の人口の年代別構成をグラフで分
かりやすく表し、時代の変容を鮮やかに見せつつ、
都市（東京）や佐渡などの里山地域のみならず、世
界的におこっている問題の本質や、未来予想を示し
た。

更に、日本の国際収支の状況を分かり易く解説
し、未来があるのは、これまでの石油を大量に消費

する社会やハイテク、経済成長を重視する価値観で
はなく、里山が持つチカラ、そして、ローカルなも
のを大事にする生き方であると説き、安さでは勝負
せず高品質の地域ブランド商品や生活文化観光で少
しの外貨を獲得し、お金と遊休資産を徹底的に地域
内で循環させることが最も大切で、更には、省エネ・
新エネを推進し、エネルギー代を大幅に削減してい
くことが、「里山資本主義」的な地域活性化の方向
性であり、里山や棚田地域再生への提言とした。
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   第│1│分│科│会   

◆テーマ

「棚田には米がある！ 
  ～棚田の米を活かせば、たくさんの夢が広がる～」

座 長：板　垣　　　徹 氏（㈱ＪＡファーム佐渡　代表取締役社長）

コメンテーター：齋　藤　真一郎 氏（佐渡トキの田んぼを守る会、佐渡農家）

パネリスト：金　子　真　人 氏（㈱金子商店　専務取締役） 
	 坂　本　孝　明 氏（農事組合法人　達者農産） 
	 山　本　　　亮 氏（輪島市　地域おこし協力隊） 
	 西　山　京　子 氏（料理研究家、食育アドバイザー）

板垣氏　これから分科会を開始いたしたいと思いま
す。座長を務めます板垣徹と申します。まず私で
ございますが、当地佐渡で JA 佐渡が設立いたし
ました農業生産法人「株式会社 JA ファーム佐渡」
の代表をいたしております。法人として、水稲・
柿・採種・加工柿などに取り組んでおります。

　　第１分科会のテーマは「棚田には米がある！　
～棚田の米を活かせば、たくさんの夢が広がる
～」となっております。棚田というのは、言う
までもなく水田で、稲を植えて米を収穫すると
いう営みがずっと続けられてきました。そして、
棚田は米を作る場所として考えますと、生産条件

は非常に厳しいです。１枚の圃場面積が小さいこ
と、水利の確保、その維持がきわめて大変である
こと、畦

けい

畔
はん

（畦や土手）の面積が非常に大きくて、
維持管理、特に草刈りの労力が大変です。しかも、
これだけの労力をかけながらも、地力があまり
無いところが多いわけで、単位面積当たりの収
量はそんなに多くない、むしろ少ないところが
多いです。

　　平場の穀倉地帯を基準として考えてみた時に
は、棚田はまさに条件不利農業の集大成と言って
もいいかと思います。しかし、今日ここにお集ま
りの皆さんをはじめとして、全国各地の棚田地域
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では、多くの皆さん方が棚田地域こそ日本の原
風景である景観の保持をしている貴重な土地で
あり、そして、里山で暮らす人の暮らしを含めて、
地域を活かしていくことに多くの努力を傾け、
情熱を注いで取り組んでいます。棚田の元気を、
どうやって日本の各地の消費者の皆さんに、国
民の皆さんと共有することができるのか。その
時に中心的な課題となるのが、棚田の目的生産
物でありますお米、これをどのように評価をし、
あるいはその評価を実現していくのかという課
題であると思います。

　　棚田米は、いったいどのような価値をもってい
るのか。それは誰にとっての価値なのか。そして、
その価値はこの国の人々から十分に理解され、受
け止められているのでしょうか。さらに、棚田米
の価値と考えられるものを経済的にはどう実現
をしているのでしょうか。あるいは、実現して
いくことが可能なのでしょうか。そのようなこ
とを課題として、色々な立場の方々から話し合っ
ていただき、できれば議論の集約として、実践的
な取り組み方向を見出していきたいというのが、
この分科会のねらいとするところだと思います。

　　また、棚田サミットという催し物の性格上、今
日の参加者のほとんどの方は、棚田地域で活動
している皆さん方で、棚田米との関係で言うと、
作る側であり、情報発信をする側であります。そ
こで、作り手が「棚田には夢があるんだ、そして
棚田米にはかけがえのない価値があるんだ。」と
言っていても、果たしてそのメッセージが届い
ているのだろうか。誰のところに届いているの
だろうか。という問題があります。

　　本日は、棚田関係の方だけではなく、米の消費
者との接点におられる方にもパネリストとして
お出でいただいて、棚田米の価値をどう伝える
かについても話し合っていただこうと思います。

　　それでは、最初にパネリストの皆さんお一人ず
つ自己紹介を含めて、棚田あるいは棚田米に関
わる思いなどを語っていただきたいと思います。

　　最初に金子さんからお願いします。
金子氏　埼玉県川越市から来ました五ツ星お米マイ

スターの金子真人と申します。私はお米マイス
ターとして、全国津々浦々の生産地に行ったり、
消費者の声も聞けるので、両方の目から棚田米
の話ができればと思います。

　　お米の普及活動を学校やメディアでも色々やっ
ているのですが、棚田米を米屋から発信するの

は限られた人数しかできません。そこで、多く
の方に発信するために、企業のキャンペーンで
お米を提案しました。初めて取り組んだ旅行会
社で、佐賀県の玄海・肥前の棚田米を使い、パッ
ケージも産地の写真を取り入れ企業のメッセー
ジも添えてパッケージを作りました。その後は、
里山を応援しようとお菓子メーカー、食品メー
カーのキャンペーンでも実施しました。最近は、
神社で縁結び米というような形で棚田米を販売
しています。

　　私がなぜこんなに棚田米に思いがあるかといっ
たら、景観はもちろんですが、棚田米は米づく
りだけではないというところです。お客様に棚
田米の良さを説明するとき、分かりやすいのは、

「山奥・里山・里」という３つを示します。
　①山奥というのは人が住んでいないところ。
　②里山というのは、薪を取ったり棚田があったり

という人間の匂いがくっついているところ。
　③里というのは人が住んでいるところ。
　　最近たくさんの鳥害獣がやってきて、大変な苦

労をされながら続けられています。「野生動物と
人里の緩衝帯がこういう棚田なんですよ、お米だ
けなく多くの多面的な機能を備えているんです
よ。」とお伝えしています。せっかく長年続いて
きた棚田を次世代につなぎたい。その思いを消費
者にどんどん伝えていきたいと思っております。

板垣氏　それでは、当地佐渡の里山側として、坂本
さんからお願いします。

坂本氏　農事組合法人達者農産の坂本孝明と申しま
す。達者集落および達者農産について少し紹介
をさせていただきます。

　　達者という集落は、この会場から海岸線を
15km ほど北へ走った旧相川町の金泉地区という
ところにあります。田んぼは、集落より 30m ほ
どの崖の上にほぼ３つの団地に別れており、その
他にも山際に点在しております。稲作中心でやっ
ていますが、本当に山際の方は作業が大変で、ど
んどん耕作放棄地が出ている状態です。

　　３つの団地のうち、一番大きな団地で 24ha あ
ります。平成５年ごろ 20a 区画で整備し、この
団地を中心に稲を作っています。昭和 10 年代に
土地改良をした団地は５a 区画です。今の生産調
整の対象がほとんどこの辺に集中していて、７
ha の田んぼがあるのですがこの団地ではもう稲
は作っておりません。その奥のため池の周囲に
昭和 30 年代に５a 区画で整備をした６ha、120
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   第│1│分│科│会   

枚ほどの田んぼがありますが、ここでも米を作っ
ているのは１ha を割り込みました。このような
３つの団地、あるいは団地周辺の山際の田んぼ
を含めて、先輩たちが維持・管理してきたもの
を今後どのようにして守っていくかというのが、
地域にとって大変難しい問題になってきていま
す。

　　昨年９月にようやく農業法人を立ち上げ、設立
総会を開きました。法人化しよう、あるいは受け
皿を作ろうという話は、平成 17、18 年頃から出
てきて人口がどんどん減って農業を離れる人も
増えていく中で、もう個人で受託をするのも限
界という状況になりました。この状況の中から、
やれるだけやってみようかと立ち上げた法人で
あります。

　　平成 25 年に佐渡市のはからいで、集落の中で
これからの集落を考えてみようという場を設け
ていただきました。そこで出てきた案の一つに、

「お達者米」を作って売り出したらどうかという
ことでした。昨年法人を作る段取りができたの
で、試しに山際の田んぼを 20a ほど共同で作っ
てみました。話合いではざ掛けをしてみようと
いうことになり、浜辺のはざを借りて作業をし
ました。はざ掛けが終わった時は夕日を浴びて
大変輝いていました。

　　昭和 40 年代には浜にたくさんのはざが並んで
いました。時化になればそれぞれ個々の方々が
稲を取り込んだり、また掛けたりと色々な苦労
をしながらはざ掛けをしていました。

　　今年から法人が立ち上がったということで、受
託地８ha のうち 2.5 ha を共同で稲作することに
なりました。地域おこし協力隊の女性の方も手
伝ってくれました。

　　今年も無事田植えが終わりました。ここ２年ほ
ど、台風で達者地域やもっと北の方の地域も大
きな被害を受けました。今年は無事に収穫でき
ることを願っています。

　　地域の 50 ha の田んぼをこれからどのように
して維持していくのか、切実な問題で皆さんと
よく相談をしながら進めていきたいと考えてい
ます。

板垣氏　これからの取り組みということで色々と課
題や可能性もある話だと思います。

　　それでは、能登輪島の山本さん、よろしくお願
いいたします。

山本氏　輪島市から来ました地域おこし協力隊の山
本亮と申します。私からは主催者から「多業ラ
イフのすすめ」とのことで話をして欲しいとお
話をいただきましたので、一つの里山資源の活
かし方、そして生き方の参考に、収入の上げ方
にもつながるお話を実践と反省という形で、ま
だまだ実践中のお話になるのですが、ご紹介さ
せていただければと思います。

　　私自身、地域おこし協力隊で他所から来た人間
になります。生まれは神奈川県、育ちは東京で、
ご縁があって２年前に輪島市三

み

井
い

町
まち

という集落
に移住をしました。人口が約２千人の集落にな
ります。

　　能登も佐渡も本当に美しい里山景観がありま
す。私自身は大学で農村景観の勉強をしていて、
そのご縁で三井町で夏合宿をしたことがきっか
けで移住に至りました。里山であったり、美味し
い食事であったり。ただ水が美味しい、景色がき
れい、米がうまい、そのようなところは全国た
くさんあり、なぜ移住を考えるきっかけがここ
で生まれたかというと、合宿の時にお世話になっ
た方が、「都会の人はお金が無いと何もできない
よね、でもうちらは里山があるから食う物には困
らなくて、だからたとえ貧乏でも人に優しくでき
るんだよ。」という話をされました。それまで学
生時代はアルバイトをしては飲んだり、服を買っ
たり、貨幣社会に本当にどっぷり浸かっていた人
間としては、そのような生き方があるのかという
ことが一つ衝撃的なことで、そうした生き方を
したいということ。皆様がやってきたことは百
年後も続いていく。私が学生時代にお世話になっ
た方が亡くなり、お線香をあげに行ったときに、
お墓から見えた田んぼの風景がすばらしく、お
世話になった方が耕していた田んぼが見え、ずっ
と続いていくのだと思うと、本当にその方の死が
無駄じゃなく、そんな死に方をしたいと思ったこ
とがきっかけでした。そのような意味で里山は宝
の山、本当に夢があるところだと思っています。
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　　里山を活かした一つのライフスタイルとして、
今「多業ライフ」に取り組んでおります。多業
ライフは、いくつかの職業を組み合わせた生き方
とされております。里山系でいうと、京都の塩
見さんがやっておられる「半農半Ｘ」、農業プラ
ス自分の好きな仕事であったり、栃木の藤村さ
んがやっておられる「月３万円ビジネス」、３万
円の仕事を６つ組み合わせたら 18 万円になると
いう著書もあります。複数の仕事を組み合わせ
ることで豊かにしようということです。私はま
だ実践中なのですが、一つの仕事がコケてもリ
スクの分散が図れることがメリットであります。
もう一つの仕事との組み合わせによっては、出
会いであったりアイデアであったり、相乗効果
が生まれる。また、無理して稼ぐ必要がないから、
やりたいことができたり、環境負荷が低いとか、
諸々書かれておりました。

　　「百
ひゃく

笑
しょう

の里山づくり」をやっておりまして、そ
の一つの形を紹介したいと思います。「百笑の里
山づくり」は、輪島市の三井町で多業ライフを前
提とした地域づくりを行っていこうということ
を地域の方々とやっています。「うちの地域は米
がうまいですよ、そういう良いとこなんですよ。」
という売り方ではなく、「こんな生き方ができる
地域なんですよ。」ということを売り出していけ
ばいいのではないかという話です。やるにあたっ
て作ったものが「生

なり

業
わい

カレンダー」で、お米以外
にも地域の里山資源はたくさんあります。例え
ば、葉っぱを料理の彩りとして添えるツマもの、
そして茅葺き屋根に使う茅、山菜、キノコ、色々
なものが三井町にはあります。「あの婆ちゃんあ
んなことをやっているんだよね、あの爺ちゃん
はこんなことをやっているらしいよ。」というレ
ベルで地域の方たちが話していることがあった
のですが、実はどのように行われているか、い
くらぐらいになっているか、どのような需要が

あるのか、そういったことは地域の中では全然
共有されていなかったのです。大学生のインター
ンの女の子と、その実施している人一人一人にヒ
アリングをかけてカレンダー化することで、地
域のどのような時期に、どのような仕事がある
のかをリスト化していきました。商品名、収穫
作業時期、およその販売額、販売ルートと、葉っ
ぱビジネスをはじめ、59 種類ありますが、これ
には野菜や米も入ってない状態でやっています。

　　今まで三井町には「仕事が無い、だから都会に
行った方がいいよ。」と言っていた地域の方たち
の一部がこのように変わってきています。季節
に応じた生業がたくさんあり、若者や高齢者の
年金プラスアルファの収入を埋める形ができる
のではないかと今取り組んでいるところです。

板垣氏　多彩な活動で、棚田に限らない里山の資源
をどう活用するか、あるいはどう発信をしてい
くかというお話でございました。

　　それでは最後になりますが、西山さん、これま
では作る側、あるいは伝えていく側ということ
ですが、どちらかというと消費者の側の目線か
らということになろうかと思います。自己紹介
を含めてお願いします。

西山氏　本日は島外の一消費者としてこのような大
きな分科会に参加させていただきます。

　　私のプロフィールと活動内容を少しご紹介させ
ていただきます。私には小学校の娘と幼稚園の
息子がおります。活動場所は、主に 2007 年に開
設した「ちょりまめ日和」という料理ブログで
して、こちらで「子どもも大人も一緒のごはん」
をコンセプトに、ご飯の日記やレシピを配信し
ています。このブログの投稿から派生しまして、
現在はレシピ本を出版したり、企業様のレシピ開
発だったり、テーマパークのメニュー開発、メ
ディア等の出演の仕事を主にしております。日
本各地の農産地を訪れてレポートを通して、農
家さんの声を届ける食育活動等もしております。
今回こちらの方で参加させていただいたのには、
佐渡のお米と深く関わりがあります。2013 年に
佐渡に初めて来まして、それから 2014 年の翌
年から２年ほど佐渡産のお米の応援大使として
訪問したり、米づくりの農業体験をこのブログ
を通じたり、イベントで発信することによって、
より身近な消費者の方々の生活に浸透するよう
に呼び掛ける活動をしております。

　　生きものを育む農法で作られたお米の生産に携
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わることにより、毎日いただくお米を多くの人
の手や時間、そして苦労を得ていることを日々
ブログで綴ることによって、お米の価値という
ものを読者の方に伝えています。

板垣氏　消費者目線で棚田米、あるいはお米自体を
どう伝えていくか、また色々お話を伺いたいと
思います。

　　ここでコメンテーターとして齋藤さんに、今の
皆さんのお話へのコメントと、このあとの話し合
いの課題を整理していただければと思いますが、
自己紹介を含めてお願いします。

齋藤氏　ただ今紹介いただきました齋藤真一郎で
す。今日は私も実際農家でありますし、「佐渡ト
キの田んぼを守る会」という立場でここに座ら
せていただいております。

　　今私は田んぼを約 25ha 作っています。その田
んぼは全部良い田んぼではありません。棚田も
一部１ha ぐらい作っています。平場で効率的な
農業ばかりやっていると、どうも方向性が間違っ
てしまう。その中で条件不利地とか、人との触
れ合いができるような農業をやることによって、
真っ当な農業ができるのではないかという思い
で農業をやっています。

　　今回お米屋さんや農家の方々、地域を盛り上げ
ようとする地域おこし協力隊の方、また消費者の
方など、多彩な顔ぶれでありますけれど、この分
科会のテーマはお米をどうするかという話だと
思います。ただ、お米の状況というのは、ご承知
のように非常に厳しいものがあります。年間８万
トンの消費量が人口減によって減っているとい
う話、また各産地から色々な品種が出てきており
ます。そのような意味で、産地間競争が非常に
激しくなってきている。また食味を良くしよう
とか、特異産地を目指そうという形での品質的
なレベルアップの競争も今始まってきています。
その中で、平場のお米でさえ売りにくいところ
で、棚田米という特殊なお米をこれからどのよ
うに売っていくのか、どのように選んでもらう
のかということが大きな課題だと思っています。

　　全体を通した中で、最近ショッキングだったの
が、農水省の調査の中で、大学生の中で１カ月以
上お米を食べていない方が２割位いる発表があ
りました。若者のお米離れが非常に進んでいる状
況で、国民全体の消費量をどう上げていくかとい
う議論において、棚田のお米をどう選んでもら
うのかということが大事なのかと思っています。

　　棚田で暮らすことは、その地域で持続可能な生
活ができるぐらいの収入が無いとやはりできな
い。佐渡の現状をあまりよく知っているわけで
はありませんが、わりと米１本の農業、中山間
地農業の方が非常に多いのだと思います。いか
に他の作物とか、今流行りの農家民宿とかも組
み合わせながら、その土地における収入をどう
上げていくかということが大きな課題かと思い
ます。消費者との交流とか、観光客をいかに呼
び込んでくるか、その中で棚田米をどう食べさ
せて、持続可能なリピーターになってもらうか、
そういった手法にはどのようなものがあるかが
大事なポイントかと思っています。

　　「お達者米」のお米の名前は、非常にイメージ
が良いと思います。これを食べると健康で長生
きできる、そういうお米のイメージが非常に強
いと思います。そのイメージを消費者に向けて
どう構築をしていくのか、それを販売するため
にどのような取り組みをしていくのかを、今日
のパネリストにはプロの方々が来ていますので、
一つの事例として作り上げていただけるとおも
しろいのかと思っています。

　　今回参加名簿を見せていただきましたが、ほと
んどが生産者や行政の方々で、個々の消費者や
生協の方々など、消費者の側からの参加が非常
に少ないことが問題かと思っています。このあ
ともサミットを続けていくのであれば、消費者
も巻き込んでのサミット作りが大事になってく
ると思います。消費者にどう棚田米の価値、お
米の価値を伝えて、消費者にどのような視点で
棚田米やお米を選んでもらっているのか、その
ために生産者はどのような取り組みをしなけれ
ばいけないのかというところを議論していただ
けるとおもしろいかと思っています。

　　私自身は棚田にお米を食べる方が来ていただい
て、生産者の思いを聞いたり、また作られる環境
を見たりして、頭の中にインプットしてもらい、
家に帰って棚田米を食べるときに、「このお米は
あの人が作ったお米だね、この田んぼにはトン
ボやカエルだとかたくさんいたね。」というよう
な話をしながらご飯を食べられる世界ができる
とお米の消費も伸び、楽しい豊かな生活もでき
るのかと思っています。

板垣氏　齋藤さんから整理がありましたが、基本的
にはこの棚田サミットの中で、従来あまりお米
に焦点を当てた分科会は、バックナンバーをざっ
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と見てあまりなかったように思います。それか
ら消費者の参加も今まで少なかったと感じてお
ります。そういう意味では新たな視点の導入と
いう面もあるかと思います。その中で、このあ
と消費者と棚田を守り作る側とどう結び付けて
いくかということが、基本的にはテーマになっ
てくると思っています。

　　その話に入る前提として、棚田米の価値につい
て、パネリストの皆さんのご意見を伺いたいと
思っています。今お話の中でも色々と棚田米の価
値について、それぞれの皆さんのとらえ方、認識
があったと思いますが、簡単にもう一度振り返っ
て、私どもは棚田米に価値があると思っていま
すが、価値っていったい何だろうか、というこ
とを、少し議論の糸口として話し合っていただ
けたらと思います。一番手として金子さんが色々
な米を取り扱っていますが、棚田米についてはど
ういった点が価値と位置付けることができるか、
その辺のところから切り口としてお話をいただ
ければと思います。

金子氏　お客様がお米を買う時は、たくさんのお米
が並んでいて、その中から選ばれます。ショッ
キングな話かもしれませんが、棚田米というだ
けでは売れません。それはお客様に価値が伝わっ
ていないからです。我々は分かっています。何
度も何度も産地に出かけたり、どんな思いで作
られているのか、どんな苦労して作られている
のか、棚田の価値を理解しているからです。プ
ライスカードに棚田米と書いてあるだけでは絶
対に売れません。お客様は、「棚田米だから買わ
なくちゃ。」という気にはならないです。棚田米
の価値をお客様に伝えて、買っていただいた方
にはよく伝わるかもしれませんが、今度そのお客
様が家族に食事の提供をした時に、旦那さんや
子供たちにどのように簡単に伝えられるか、こ
こが棚田の価値を議論するときの問題提起にな
るのかと思っております。

板垣氏　作る側として坂本さん、これは棚田米とい
うコンセプトと少し違うと思いますが、「お達者
米」は、どのような価値を訴えていこうとして
いるのか、その辺をお願いします。

坂本氏　申し訳ありませんが、おっしゃる里山・棚
田の価値というものを考えたことはありません。
本当にどのような価値があるのかは、これから勉
強していきたいと思います。ただ、やはり課題は
たくさんあります。例えば通常はコンバインで刈

り取って、コンテナでカントリーやライスセン
ターへ運べば作業は終わります。ところが実際は
ざ掛け米をやろうとすれば大変手間が掛ります。
それだけの価格で買ってもらえるのかどうかと
いうのが、私たちが一番気になるところです。

板垣氏　作る側からすると、価値よりは苦労・努力・
コストが非常にかかっていて、そのことが一番
大きな要素だと思います。

　　西山さん、作る側の思いも含めて、消費者側か
ら棚田米の価値っていったいどういうことなの
か、コメントいただけますか。

西山氏　景観を見たり、実際に食したことがある立
場からすると、とても分かりやすく良いお米で、
環境などを通じてでき上がるまでの過程を知る
と入り込めるのですが、その歴史を知らないと
なかなか入り込めないということがあると思い
ます。そもそも棚田米の歴史の深くが、それを
今独自の方法で守られて継続されていることは、
現代において一番の価値であると思うので、稀
少価値のあるお米を知ってもらえるような機会
がもっと欲しいと思っています。

板垣氏　作る側の苦労だけではなくて、消費者目線
から見たときに明らかに価値がある。それは、物
自体の価値というよりは、それが生み出される
歴史的な背景あるいは風土といったものの価値、
それがどう伝わっていくかというお話だと思い
ますが、その点で話をどう伝えていくかという
方に少しずつ入っていくのかと思うのです。里
山の価値を消費者に伝える、それを里山の側か
らどう発信をしていくのかということについて、
山本さんの方からもう少し米の価値に絞ってお
話をいただければありがたいと思います。

山本氏　輪島のお米のブランド化も私は携わってお
ります。どの地域のお米も本当に美味しいと思
うのです。しかし、「美味しいんです、佐渡産です、
能登産です。」ということだけでは、売れないと
感じています。その価値、景観的な意味であった
り、そのものがあるのですけれども、それだけ
ではない。なぜそのお米を買いたいと思うのか、
買いたいと思わせる動機付け、里山の価値を伝
えていく一方で発信していくものが必要ではな
いかなと感じています。

板垣氏　買いたいと思う動機付けの中で重要な要素
といいますか、具体的にどんなことが考えられ
るか、金子さんから買うのはどういう人で、そ
れはどういう動機なのかについて、棚田米との
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関連ではいかがでしょうか。
金子氏　プライスカードで棚田米というだけではお

客様をキャッチするのは難しいと思います。今販
売しているのは、10 年以来、佐賀の玄海・肥前
の棚田米を扱っています。パッケージには、棚
田の美しい景観写真がどんとあります。こんな
きれいなところなのだと、そういうところでま
ず惹き付けられます。１回目は、きれいなとこ
ろだと思って買ってくれます。けれど、１回だ
けではなく、２回、３回、４回、５回と末永く買っ
ていただきたい。そうすると先ほど課題も申し
上げましたが、美味しくて、品質もある程度高く
ないと２回目、３回目と買ってくれません。毎
月買ってくれるのだったら、毎月情報が発信で
きるものをお米と一緒にセットしてお渡しする
ことも大切です。

板垣氏　１度だけでなく、２度、３度。そしてずっ
と買っていただく。それを家でお父さんやお母さ
んが食べて、子供が一緒に食べて、その食卓の
中で棚田の風景が見えたら、これは素晴らしい
ことだと思います。そのようなお米として棚田
米がどうすれば消費者から受け取っていただけ
るのか、関係づくりをどうするのかと思います。

　　齋藤さん先ほど交流とかを具体的に指摘された
わけですが、それについてはいかがですか。

齋藤氏　私たちは「佐渡トキの田んぼを守る会」と
いう会なのですが、2001 年からトキの野生復帰
をするために田んぼに生きものをたくさん増や
す取り組みを、農家と首都圏の消費者の方々と一
緒になってやってきました。ただ今は面積も少な
くて、そのようなイベント的なものはあまりやっ
ていないのですが、ずっと続いてきているのは、
消費者の方々が佐渡に来ていただいて、トキが
いる環境を見てもらい、お米を作っている農家
の顔を見て、一緒にお酒を飲んで、一緒に語って、
そのような関係をずっと 15 年ぐらい行ってきま
した。やはりそういう佐渡に来てくれる方々は、
全員ではありませんが、10 年間で 10 回も 20 回
も毎年来てくれる方もいます。そのような方が
年間を通して安定的に、継続的に買っていただ
ける方です。

　　棚田米は生産量からみれば少ない種類のお米だ
と思います。大量に作られるお米と稀少価値のあ
る少ないお米とは、販売方法を変えなくてはな
らないのだと思っています。そのような意味で、
稀少なお米は、いかに消費者とコラボしながら、

生産者が消費地に行ったり、消費者の方々が生
産地に来たりという交流を深めていく中で、販
売をきちんとしていけるお米だと思っています。
農家の生産者の場合は、消費者の前に出向いて
行って自分の思いを発することがなかなかしづ
らい性質の人が、私自身をはじめ多いと思いま
す。そこをどうぶち破っていくかということを続
けていくことが慣れになって色々な広がりが出
てくると思います。そのような意味で、相互の
交流も含めて、JA さんだとかが中に入ってその
場を広げていく仕組みが必要かと思っています。

　　今までやってきた中では、米を買ってくれる要
素として、やはりお米の美味しさが一番だと思
います。「トキ米」を売っても、安全、安心であっ
ても不味いお米はいらないと何回も言われてい
ますので、棚田にも通じていると思います。美
味しいお米をいかに作ることが大事だと思いま
すし、「作り手を見てもらえる、分かってもらえ
る、作っている環境を知ってもらえる、そして一
緒に汗を流すことで親密性を増すことによって、
第２、第３のふるさとづくりのようなお米にす
ることが、お米の販売方法かな。」と思っていま
す。

板垣氏　齋藤さんたちの実践を踏まえて今のお話を
いただきました。棚田という景観は、とりわけ
人が関わって美しい、そして日本の原風景とし
て誰の心にも染み入るような景観で、それを守
ることの大切さというのは誰しも、「そうだね。」
というところだと思います。そして棚田が維持
されるために、お米が継続的に生産されていく、
このあとも未来に向かって生産されていくこと
が大切だということも分かりますが、それが実際
に棚田で米を生産している皆さん方を支えられ
るほどの販売になっていくのか、消費者とのコ
ラボができるのか。そのことがおそらく棚田米に
とっての重要な課題になってくるのではないか。
そのようなコメントをいただきました。

　　特に、今消費者との結び付きというお話になり
ますが、消費者側として、生産地へ行って見る、
ということを消費者はどの程度欲しているのか
ということを、西山さんからお聞かせいただき
たいと思います。

西山氏　消費者がお米自体を今どこから買っている
かというと、断然スーパーが多くて、その時に見
ているお米しか手が出しにくいというのが実状
なのです。棚田米はお米屋さんで売られているこ
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とが多いので、極力消費者の目に付くようなとこ
ろにあると嬉しいというのと、今は働いていらっ
しゃるお母様がすごく多くて、食材や日々のご
飯ですらネットで買われている方が多いのです。
そのような意味では、インターネットを通じた
物の販売の力というのも、知るきっかけの一つ
になると思います。

　　娘が去年食育をテーマにお米の生産の取り組み
を一緒にしたのですが、一度棚田を見ると、ここ
でできているお米は私たちが知っているお米と
は違うのだと一目瞭然で分かるのです。そこか
ら、ここのお米ってどんな味がするのだろうとい
う興味になっていき、そこから食べてみたいと
いう気持ちと行動に変わる。それがすごく大事
なステップであって、それがどんどん増えていっ
て欲しいという意味でも、母親というか家族全
体がお米に対してだったり、食生活に対して少
しずつでも向き合っていかなければいけないと
日々思っています。

　　小学校で農業の授業などで、もっと農家さんの
声が聞きたいという声が出ています。「もっとお
米の新しい食べ方の提案をしましょうとか、和
食を広めよう。」というあまり考えていないと思
われる小さな子供たちも、そのような気持ちが
あります。実際消費者側からすると農家さん、生
産者の方にその事実を知っていただきたいです。

板垣氏　特に娘さんと一緒に佐渡へ来て、娘さんの
興味をもつ大きなきっかけになっている。子供さ
んに来ていただくのは、とても未来に向かって
良いことだと思います。どうすれば子供に来て
もらえるのか。今、農山漁村子ども交流プロジェ
クトなどのプログラムがあったりします。その
ような意味では都市と農村との交流を地域とし
て進めていく取り組みもまた重要になってくる
と思います。

　　坂本さんのところでは民宿でしょうか、民泊で
しょうか、そのような取り組みもしながら、ある
いは有数の海のきれいな観光地でもありますか
ら、海に来る人たちとのつながりもあるのだと
思いますが、その辺のことでの構想や夢などを、
あるいは語っていることがあったらお願いしま
す。

坂本氏　かつては遊覧船が運航していまして、多い
時で年間 18 万人程の方からお出でいただきまし
た。しかし、年々減少を重ね、平成 25 年ごろに
は４万人くらいにまで減って、廃止したという

経過があります。
　　そのような中で色々なアドバイスをいただい

て、昨年から小学生を対象とした民泊も始めま
した。まだまだニーズは少ないのですが、子供
に来ていただく中で、つながりを深めていけれ
ばいいという気がします。また、海水浴場は毎
年時期になると開設しますので、今年から、そ
の場所で達者の産品を紹介し、販売もできない
だろうかと相談しています。

板垣氏　達者集落からは田んぼは見えないのです
が、綺麗な海が見えるところです。田んぼは上
へ行かないと見えないのですが、山があって、田
んぼがあって、海があってという一体となって
いるところで、海ともコラボしながら、海も山も、
田んぼも全て活かしていく地域の取り組みなの
だろう思います。地域には色々な宝があるのだ
と思いますが、山本さんのところは海は遠いの
でしょうか。

山本氏　海までは 10km ～ 15km ぐらいですね。
板垣氏　どちらかというと里山の宝を売り出してい

こうということなのですね。
山本氏　お米に関しては三井町の枠にとらわれず、

海側の生産者ともつながる取り組みをしていま
す。輪島市内の９軒の生産者と連携をして今取り
組みをしている「能登輪島米物語」は、２合の
お米をそれぞれの農家さんが混ぜないで、自分
の顔やお奨めのおかず、自分の生産地の近くの
観光資源をパッケージにしながら行っています。
地域連携の中でも異業種連携、農業だけで連携
するのではなく、多業種で連携することも一つ
の重要なことなのかと思っています。

　　輪島の９軒の生産者さんは、お米を売りたいの
ではなくてお米を通して輪島を売りたい、その
ような意志がはっきりしていたのです。輪島と
いえば輪島塗、観光地であり、海のものもあり、
山のものもある地域、本当に飯の友もたくさん
ある地域なので、「おかずで旅する輪島のお米」
というコンセプトを設定し、「お米×おかず×旅」
と、さらには器、そのようなことをやっており
ます。旅といった観光資源であるパッケージで
あり、「おかずを入れていこう、生産者を売って
いこう。」ということをやっております。

　　次の９月に、たくさんある旅のプランの中から、
どのように輪島に来てもらい、生産者と交流して
もらうのか、どう売り出すかということで、能
登空港に着いたら輪島塗のお茶碗が貸し出され
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ており、このお茶碗を持って農家さんのところに
突撃し、新米を食べる。さらにお米だけではなく、
その器の作られているところや、その農家さん
の奨める飯の友の作られているところを見に行
くことを、これから実験的に始めていこうとす
ることで、結果的にお米のファンになっていく、
地域のファンになっていくことを目指した取り
組みをしております。

板垣氏　お米の販売で、どう消費者と結び付いてい
くかが棚田米にとって重要な課題だと色々なお
話をいただいているところでございます。

　　ここで会場の皆さん方にも参加をいただければ
と思います。特に米の販売、あるいは棚田へ消
費者に来ていただく取り組みとか、オーナー制
度とか含めて、何か取り組みの事例等も含めて
ご発言いただける方がいらっしゃいませんか。

会場（伝統文化と環境福祉の専門学校　校長　本間
氏）

　　私は佐渡の者なのですが、佐渡の棚田米を買っ
ています。大変美味しいです。その棚田米を食べ
たら他の米は食べられません。ではそのうまい米
をどうして作るのかというとこれには色々棚田
という気象条件・土壌条件・管理条件などが揃っ
ていないとダメです。まず土壌分析をして、土
壌の塩基置換容量がどうであるか、あるいは窒
素含量がどうであるか、その辺のことを踏まえ
ながら、中干しはきちんとやる。それと開花期
の温度。コシヒカリの場合は、だいたい 26℃前
後に開花期を求めないとうまい米は作れません。
だから棚田といっても、開花期の温度がどのぐ
らいであるかは、品質によっても違いますけど、
きちんとしなければいけない。もっと科学的な
検討をしないと、美味しい棚田米もあれば不味
いのもあります。棚田米だから売れるのではな
いのです。美味しい米を作るから売れるのです。

　この棚田サミットも夢があるとか、命があるのは
ロマンがあっていいのですが、夢や命があるこ
との基本は、棚田の農家の人たちが生活できる
条件を作らなければいけないのです。若者が棚
田を作ることによって生活でき、結婚し、子供
を産める条件を作るには、美味しい米を作る技
術を研究しなければいけないと思います。

　　その中で夢や命と言っても、基礎が成り立たな
い限り、夢や命は保証できません。それを保証
するためには、その基礎がなければいけません。

　　要するに美味しい米を作る、そのためには、沖

縄や北海道や色々な地域によって気象条件も違
うわけですから、自分たちの住んでいるところ
で美味しい米を作るためにはどうしたらよいの
かを、地域の大学に農学部もありますし、関心
のある学者もいるでしょう。それらと連絡をと
りながら、それぞれの地域で美味しい米を作る、
そうすれば絶対売れますよ。そのような美味しい
米を作らない限り、棚田地域の農業は崩壊して
いくので崩壊させないように頑張ってください。

板垣氏　科学的に美味しい米をきちんと作っていく
ことが大事だというご指摘だと思います。特に
棚田米は、やはりきちんとした品質を確保して
いくための努力を、それぞれの地域でされてい
ると思いますが、さらに科学的な裏付けを、と
いうお話をいただきました。

　　他に、特に販売とか、結び付きの関係でご発言
いただけるとありがたいのですが、いかがでしょ
うか。

会場（小倉千枚田管理組合　品川氏）　
　　金子商店様にお伺いしたいのですが、佐賀の玄

海の棚田米を販売されているとおっしゃってい
ましたが、どういったコンセプト、例えば、これ
は美味しいという付加価値がどのように付くの
かを教えていただきたいと思います。私たちは棚
田米は、冷たい水で収量は少ないけれど美味し
いのだということで作っているわけなのですが、
その辺の PR の仕方、値段的にどのくらい差があ
るのか、販売される業者さんとして、値段がど
のぐらい違うのだということも含めて教えてい
ただきたいと思います。

金子氏　私が初めて玄海・肥前の棚田米に出会った
のは、もう十数年ぐらい前です。色々な所で棚
田米は作られているのですが、ここは一人の生
産者だけで完結しているのではない点です。精
米をしたら虫が食べた小さな点とか、小粒であっ
たりとか、品質があまり良くないものもあれば、
品質が高いものもあります。農家だけで全部や
ろうとすると、選別機を入れなくてはいけない、
フルイの編み目も大きくしなくてはいけないと、
米づくりで大変なのにさらに苦労もコストもか
かってしまいます。でも玄海では、共同乾燥施設

（籾出荷）があって、生産者と JA（施設調整・流
通）、行政がうまく連携し合っているところです。
そのようなお米でも、入荷したら玄米を選別機で
品質を高めています。どうしてかと言うと２回目
買ってもらいたいから、３回目買ってもらいた
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いから、思いっきり選別機で２％から３％ぐら
い整粒ではないお米を取り除いています。なぜ
なら、品質が悪いと見た目の問題もありますが、
今の消費者は、毎回炊きたてを食べる方はあま
りいらっしゃらないと思うからです。例えば炊
きたてを保存しておいて、あとで電子レンジで
チンした時に、品質が落ちていたり、未熟の白っ
ぽいお米がたくさんあったりすると、柔らかく
歯応えがなくなるのです。そのような部分で品
質を高めたいと思ってやっています。２％、３％
落ちた分、やはり値段も高くなってしまいます。
棚田米だけで高くしているのではなくて、棚田
米をより品質を高めようとした分、値段を上げ
させてもらい、ご理解をいただけるように取り
組んでいます。

板垣氏　品質をどう確保していくかというのが課題
だと思います。今小倉千枚田のお話を品川さん
からご発言いただいたのですが、小倉のオーナー
制度についてお話しいただけるとありがたいで
す。小倉の佐々木さんはいらっしゃいますか、お
願いします。

会場（小倉千枚田管理組合　佐々木氏）　
　　オーナー制度で運営しており、米作りを始め

まだ８年目だと思います。現在のところ非常に
小さい田んぼで 63 枚維持しております。各田ん
ぼに一人ずつのオーナーを全国から募集してお
り、今のオーナーの数でいいますと 63 人のうち
約 20％が佐渡の方、新潟県の方で 20％、あと
の 60％は関東がほとんどです。この方々が毎年
募集して毎回応募していただいているのですが、
そのうちの約 70％の方はリピーターという固定
した個人の方です。あと残りの 20％前後はやめ
ていったり毎年新しい方が入ってくるというこ
とです。募集すると口数をオーバーして応募い
ただいておりますので、何名かの方にはお断り
したり、またよく知っている人には譲って欲し
いというお願いをして、田んぼの管理はかなり
の皆さんのご協力を得てやっております。もう
少し増やしたらどうかという、田んぼはまだ広
げれば広げるだけの用地はあるのですが、ただ
実際維持するのは管理組合の方でして、管理組
合の人口構成がこの７～８年の間に老齢化して
何人かの方が実働が難しくなり、若い組合員の
方はそれぞれお仕事をもっていたり、自分の田
んぼがあったりするものですから、労働力に限
界があり、これ以上は増やせません。さらに最

近では、それを補うようなことで棚田サポーター
という県の組織があります。その方に草刈りと
か畦塗りという激しい労働にも来ていただいて、
やっと維持しているところです。

　　味については、私は組合でやっておりますが
オーナーでもあり、関東に何人かの知り合いが
いて、そこに米を分けています。オーナーの方
に年間 30 キロの玄米を渡すことになっている契
約です。それを東京の私の友人が、また友人に
分けたりしているのですが、その方たちも美味
しいから私もオーナーをやりたいと新しく参加
してくれる方もおられます。その方たちに渡し
ている米は、金子さんのお話じゃないのですが、
品質的にはそれ程均質なものを渡していない印
象がありまして、青い米があったり色々あるの
ですが、それでも少量稀少価値があるというこ
とで、美味しいという評価を得て、こちらが言
わなくても新たに応募してくれる方がいるのが
大変力強いところです。

板垣氏　オーナー制度は棚田米を支えていく上で、
非常に強力な仕組みだと思います。固定的なメ
ンバーで持続的に支えていく点で優れた制度だ
と思います。

　　米の販売といいますと色々な販売チャンネルが
あり、金子さんのようなお米屋さんのルートもあ
れば、先ほど西山さんがお話しになったように
スーパーは非常に大きなウエイトを占めている
わけで、そこの棚に並ぶか並ばないかが米の命
を決めたりするわけです。そんな大きな販売流
通の中で、棚田米についてどのような取り組み
が可能なのかを、今回棚田サミットではあまり
お話を聞けないのですが、JA の方が何人かいらっ
しゃっていますので、ぜひ米販売の中で棚田米
が果たして位置付けが可能なのかということも
含めて、どう位置付けているかを JA 佐渡の前田
理事長さん、その辺のコメントをいただければ
ありがたいです。

会場（JA 佐渡　前田代表理事理事長）
　私の方から JA 佐渡の棚田米の取り扱いについて

概要説明を申し上げたいと思います。棚田の海
岸部も 250km もあるわけですが、その中で中心
的には佐渡の地図を思い起こしてもらいたいの
ですが、どちらかというと南側の小佐渡と言っ
ております海側、新潟に近い方を前浜地区と言っ
ていますが、その一帯の中山間地で中心的に行っ
ております。北側の一部、それも海側でありま
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すが、その中山間地でも棚田米として取り扱い
しております。

　　お取引先から当然産地指定とともに、地域を指
定していただいておりますので、JA はそれぞれ
の地域に応じて区分集荷をしております。全体
の取扱量は 230 ｔぐらいですから、まだ 10％に
も満たないわけですが、27 年産で取り扱い実績
はそのぐらいであります。

　　産地指定をいただいている場合、加算付きで販
売をさせていただきたいとお願いをしておりま
す。

　　本来ですと反収や作業コストを考えるともっと
加算金付きで販売したいのですが、なかなか取
引先との関係もあり、生産者の皆さんの手取り
でいくと 60㎏（１俵）で 500 円から 1,500 円
ぐらいの加算を付けて販売ができているという
ことです。

　　お取引先ですが、生活協同組合が最も多く、さ
らには佐渡のこだわりの米、さらには棚田の米
ということで情報発信をしやすいお米屋さんも
かなり取り扱いをしていただいており、高級料
亭にお米の産地としての佐渡、さらにはお米そ
のものの価値を理解してくれる、さらには棚田
であるということについて共感をしていただい
ている皆さんに販売しています。

　　特に代表的なのは、生活協同組合の中でパルシ
ステムさんがございます。ここは非常に長い歴史
がありまして、条件不利地域を支援するのだと
明確に位置付けをしていただいて、生活協同組
合が生産者団体であるＪＡなり、生産者の皆さ
んと連携をして棚田を守る活動として位置付け
をいただいているところです。一部の地域では
交流会等なども非常に熱心に長い間をかけて継
続されています。ただ残念ながら、生産量は落
ちているというのが正直なところでありまして、
お取引先からは安定的に棚田米の量的な確保を
お願いしたいと逆に言われているが、生産が追
い付かないという状況があります。

　　消費のところではやはり高齢化等によって購入
ロットが小さくなっていきます。従来ですと５
㎏で買われたものが２㎏、もしくは３㎏という
ことで半分ぐらいのロットになってきておりま
す。そのことで佐渡米ですと、一般のところか
ら５㎏ですと 1,000 円ぐらい高くなるわけです
が、それが半分以下の量になるとワンコインで
価値の評価をしていただけるので、わりとこだ

わっている方が手応えとしては非常に多くなっ
てきていると感じます。ワンコインならこだわっ
ているものを常時食べたいというお客様も増え
ていると思っております。

　　はざ掛け米も実は卸しの皆さんから、こだわっ
たものについて、そのコストはきちんと払うの
で、ぜひはざ掛け米を量的に確保していただきた
いというありがたいお言葉をいただいておりま
す。ぜひ生産者の皆さんと一緒になってこだわり
の取り組みについてさらに情報発信をしていき、
消費者もしくは流通に関わっている皆さんと大
いに結び付きを強化していきたいと強く思って
いるところです。

板垣氏　JA という大きな流通を扱うところでの、
棚田米という特殊なアイテムになり、その取り
扱いに努力をされているというお話をいただき
ました。

　　今の会場の皆さんの発言も含めて、その前のパ
ネリストの皆さんのご議論も整理しながら、こ
こでコメンテーターの齋藤さんからまとめに入
るためにこれまでの議論の整理をお願いしたい
と思います。

　　それを受けて、それぞれパネリストの皆さん、
今日のディスカッションを通しての結論的な、特
に棚田を守る皆さんへのアドバイス、こんなこ
とをしたらいいのではないかという提言に絞っ
ていただけるとありがたいです。

　　それでは齋藤さん、お願いします。
齋藤氏　難しい課題ですけれども、今お米の美味し

さという話が出てきました。私たちは平場の米
も作っているわけですので、平場についてはこ
れから品質の強化の分野が激しくなっていくの
だと思います。ただ棚田とか条件不利地のお米
については、美味しさだけを追及していく米で
はその地域は生きていけない可能性もあるのだ
ろうと思っています。美味しければいいわけで
すが、特別というのはいらないのだと思います。
ある程度平均的な美味しさがあればいいと思い
ます。それよりもやはり大事なのは、その価値
や思いを消費者にどう伝えていくかという頑張
りだと思っています。私も棚田の方へ行って約
10 年作っていますが、棚田の米は水が冷たすぎ
てうまく作れません。でもそこへ行くと非常に
水がきれいなので、そこそこ平均的な米はとれ
るだろうと思っています。多少収量が下がって
も、安定的にとれるものを一つ武器にして販売を
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やっていこうかと思っています。棚田の方に行っ
て感じるのは、棚田の生産者の方々の仕事は非常
に丁寧できれいだということです。私は非常に雑
な作業をするのですが、そういう意味で細やか
な優しさをもつ人間が多いのだろうと思います。
人との交流をもっともっと続けていければいい
かと思っています。

　　私も中山間地の代表をしていますが、地域での
販売というところも手掛けていきたいと思って
おり、そこは八

はっちょうじ

王子という地域なのですが、そ
こは約４ha ぐらいあります。そのような米をな
んとか東京の八王子に向けて、八王子のふる里
という形で販売をしたいという構想をもってい
るのですが、なかなか一緒にやっている農家の
方々は、このような条件の悪い田んぼでそのよ
うな米ができるのかと元気がないというか、もっ
と前を向いた取り組みを一緒にしていきたいし、
そのようなことを引っ張っていきたいと思って
います。

　　そこで作っている生産者が元気を出して、自
分たちの地域、またお米がマイナスではなくて、
もっと良いものであり、良い地域であるという
ことを発信できるという元気をもつことが大事
なのかなと思っています。元気があれば消費者
の方々もあのお米は元気があって買ってみたい
なという思いになるのだと思っています。

板垣氏　それではまとめとして、このあとパネリス
トの皆さん方からそれぞれお話をいただきたい
と思います。米の美味しさ、それから景観やそ
の地域の素晴らしさ、これらを消費者に発信を
し、そしてつないでいく。それが持続可能な里山・
棚田を守っていくということが大きな流れにな
るわけですが、その中で提言やアドバイスを含め
てまとめとしてお話をいただければと思います。
それでは特に食べる側、消費者の側からとして
西山さんからお願いいたします。

西山氏　お米は本当に色々な種類があって、どれを
食べたらいいのかと悩むのは消費者にありがち
なことです。このお米がどんな味なのか、一回の
購入の量が多いので、試しで買ってみるという冒
険心が主婦にはなかなかなれないところがあり
ます。どんな味なのか、どんなおかずに合うのか
というのが買う前に一番知りたいところであり
ます。温かいと美味しいのはほとんどだと思う
のですが、冷めても美味しい、ならばお弁当にも
いいよね、だったらどんなおかずが合うのかな、

ご飯そのものの味はどうなのか、ということが一
番知りたいというところではあると思うのです。
それを知るのは作った方でないと分からないと
私は思っています。あと、土地のものと土地の
ものを合せるというのが一番美味しくいただく
方法だと思うのです。職業柄私はもっと発信し
ていかなければならないことだと思います。

　　私が聞きたいと思うことがあります。生産者の
方は作られたお米をどんなふうに召しあがって
いるのかというのが、とても興味深いところで
はあります。

　　情報というものに関して言えば、先日私のブロ
グで棚田サミットの動画を紹介させていただき
ました。ドローンを飛ばして棚田を画面いっぱ
い見て、その景観にも見とれ、そこでお米を生
産する農家さんたちの笑顔と私たちに向けられ
るメッセージというのが強く残りました。それ
を載せた時に読者の方が、「棚田の風景を見てい
ると感動しますね。」というコメントを残してく
ださって、こうした動画だとかネット上という
のは伝わりやすいです。動画は、子供も大人も
見る機会が今はとても多いです。学校の授業で
もパソコンを使うことも多いので、毎日見てい
て変わらない里山や棚田の風景というのは１年
を通すととても大きな情報に変ります。日本だ
けでなく、世界にも発信できる一つの手段であ
ると思います。この小さな種というのを、何ら
かの手段で発信するということをできればやっ
ていただけると、消費者の目に止り、そこから
お米に対する興味と、手に取る１つのきっかけ
になると思うので、見る努力も必要なのですが、
情報を発信するというその手段をしてもらえる
と私たちは嬉しいです。

板垣氏　それぞれの棚田米がどういうものなのか
をやはり消費者に明確に伝えていくということ、
棚田を取り巻く世界をできるだけ情報発信をし
ていく、そして消費者のところに届けていくと
いう努力が必要だとい思います。金子さんの方
からまとめとしてお願いします。

金子氏　私のとこでは十数年以来ずっと佐渡米を
取り扱っています。全国の中で、北海道、佐渡、
佐賀はものすごくうまく生産者・JA・行政が連
携し合いながら、情報発信をしている地域だと
肌身で感じております。棚田というと消費者の
皆さんは、おそらく景観がいい、原風景と言っ
てくれます。昨日店に佐渡の生産者の方が 20 名
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観光バスできてくれたのですが、そのときに出
た言葉が、「すごい大変なんだよ。」「苦労してい
るんだよ。」というお話もありました。それを逆
手にとるのではないですが、景観がいい、原風景、
プラス苦労している、これをどうやったら消費
者に伝えられるかというところです。

　　今会場の外にものすごくきれいな写真が掲示さ
れています。例えば「苦労」は、夕日をバック
にして水が張っているところで手作業している。
そのシーンを載せるリーフレットがあると伝わ
ります。リーフレットを毎年、もしくは２年に１
回、更新をしてもらいたいのです。お米と一緒
にそのリーフレットをお客様に渡せば、棚田の
価値を分かってくれると思います。佐渡には「ぼ
くはトキ」という冊子があるのですが、他の産
地よりも結構更新されています。小学生にも人
気があって、そのような情報発信をして、その
人がまた誰かに伝えてくれるような、リーフレッ
トの重要性を提案いたします。

　　もう一つは、まずはお米をもっと食べてもら
うことです。棚田米プラスお米を食べてもらう、
これを両輪で走らせないといけないと思います。
今全国のお米マイスターでも、たくさん食べても
らうためにはどうすべきか、取り組んでいます。
本来であれば１日だいたい２合食べてもらいた
いのです。まずは生産地でぜひ２合を食べてもら
いたい。これは大変なハードルじゃないのです。
1970 年代はみんな食べていたのです。今は１合
しか食べていないのです。１合しか食べていな
い人に「もっと食べてくれ。」と言ってもなかな
か難しいです。お客様にも生産・売上のためで
はなく、「あなたの幸せのためです、あなたの元
気のためです。」と、うまく伝え実践していただ
けるように取り組んでいかなければなりません。

　　日本の農業を変えるのは、４文字だと思うので
す。10 年ぐらい考えていたのですが、「おかわり」
これが浸透すると日本の農業が一気に様変わり
します。今 740 万ｔぐらいですか。皆さん、お
かわりしてみてください。1,400 万ｔですよ。大
変なことだと思います。この「おかわり」とい
う言葉を最後にお伝えします。

板垣氏　具体的にリーフレットというご提案をいた
だき、さらにはお米を食べてもらう。バックグ
ラウンドとして米を食べることがどんどん少な
くなっていますが、そこをくい止めることが必
要なのだと思います。そのような取り組みも併

せてやっていく必要があります。
　　それでは山本さん、今までの取り組みから特に

棚田の皆さんへ提言やアドバイスなりをお願い
します。

山本氏　私からは変化球といいますか、本題とは
ちょっと外れた部分になってしまうかもしれな
いのですが、「安心・安全・美味しいお米」は皆
さん作られていることとは思います。消費者に
とっても当たり前な時代になってきている中で、
どのようにお米離れしている中でお米に興味を
もってもらうのか、先月の初めから今月の初めま
で渋谷でイベントが行われていました。ご飯の
祭典である「ごはんフェス」というイベントです。

　　そのテーマが「お米も趣味になる」。やはり食
べてと言っても米離れが進んでいる中、どうお
米を楽しめるのか、どう自分たちの生活の中に
お米を取り入れるかということに重きをおいた
イベントでした。色々な商品が出ていて、食べ
方の提案、例えば「卵かけごはん専用米ですよ、
気分に合わせて食べられるブレンド米ですよ、ブ
レンドをすることによって朝に食べたいお米で
すよ、元気を出したいときに食べられるお米で
すよ。」など何を伝えるのか。やはりすごく申し
訳ない言い方になってしまうのですが、本当に
苦労していると思いますが、「苦労しているんで
す、分かってください、だから買ってください。」
というだけでは難しいと思います。ボランティア
精神で買ってしまうような状況になってしまい、
結果的にそれが美味しければ、もちろん美味し
い、さらに値段的にも買えるものであれば買い
続けますけが、ボランティア的に買ってしまう
と、なかなか続かない部分もあると思います。い
かに消費者の人たちに「美しい景色で育てたお
米であれば買いたい。このように使えるお米で
あれば買いたい、棚田は大事。日本のためにも
棚田米を買いたい。」と思ってもらえるかが大事
です。おそらくここに集まっている全国津々浦々
の棚田の方たちが集まってしまったら、結局そ
の中で取り合いになってしまうので、一定層を
増やしていく努力も必要です。そこまで熱くな
いユーザーの人たち、お米を食べる人たちも振
り向いてもらえる楽しさ、提案の仕方がこれか
らは求められているのではないかということを、
イベントを通して感じておりました。

板垣氏　棚田米だから買ってくださいということだ
けでは伝わっていかない。色々なものを切り口
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にしていくということでの発信をどうしていく
のか、そんな課題提起をいただいたと思います。

　　それでは坂本さん、棚田の側・生産側、代表と
してというわけにはいきませんが、坂本さんご
自身の、あるいはこのあとの達者の取り組みを
含めて思うところをお願いします。

坂本氏　私たちも法人を立ち上げて 10 カ月弱にな
りますが、まだまだ目の前のことを追いかける
のが精一杯で、なかなか相談というものがうま
くいっていません。

　　昨年収穫したお米を集落の皆さんに配り、試食
していただきました。味は大変良いという評判で
一安心したところです。また、東京の方で達者出
身の方の集まりに行って、少しずつ味をみてくだ
さいということでお配りしました。その中に近
くの米屋さんと懇意にしておられる方がいまし
て食べていただいたそうです。本当に味は良かっ
たということですが、「ただし」という言葉が付
きました。整粒歩合をもう少しということで、「や
はり精米をしてからもしっかりと仕上げなさい
よ。」というアドバイスもいただきました。

　　これからどうしていったらいいのか、皆で相談
していかなければいけないと思っています。

　　昨年も台風で白い米がたくさん混じりました。
色彩選別機に掛けてもらったのですが、完全に
は取り切れなくて、見た目も落ちる米になって
いました。それらの対応もこれから考えていか
なければならないと考えます。

　　今日たくさんのアドバイスをいただきましたの
で、それらのどこから手を付けていけばいいの
か、佐渡にも小倉や岩首など、先進地がありま
すので、それらの方に教わりなが
ら一つずつクリアしていけたらと
思っております。まだまだ始まっ
たばかりで、何をして、どれだけ
の労力をかけ、それがどう見返っ
てくるのかということもこれから
考えていかなければならないこと
と思っています。

板垣氏　それではこれまで皆さん方
とお話しを続けて、一定の方向が
おぼろげながら見えてきたのかな
と思います。

　　１つは、当然のことだと思いま
すが、消費者の皆さんとどのよう
につながっていくかということ

が、棚田・棚田米を守っていくうえできわめて
重要だと。その結び付きの作り方は色々であり
ますし、情報発信の仕方も色々ありますが、そ
こに棚田の側がかなりの力を注いでいく必要が
あると思います。特に山村であるとか、私たち
も含めて農村地帯全体が、自己表現・自己主張・
情報発信ということについては、かなり引っ込
み思案なのですが、やはり伝えようとする努力、
伝えようとする姿勢がまた伝わりますので、その
ことをぜひそれぞれの棚田の皆さんの中で、この
あとも取り組みをしていかなければならないし、
私たちも頑張っていきたいと思います。

　　棚田の価値は、もちろん日本の原風景であるこ
の棚田の景観を守ることは当然あるわけで、それ
と同時に買っていただけることは、また食べよう
ということですから、やはり味や品質について
は、私たちにはプロとしての心意気もあるので、
きちんとした食味品質を、それぞれの地域の特
色を活かしながら実現をしていくことがきわめ
て大事だと思います。

　　そのことに限らず、様々な提案や事例のお話も
いただいたわけでありますが、これらのことを活
かしながら、全国の棚田地域が元気に頑張って、
そして楽しく棚田の地域をより活性化させてい
くために、このあともそれぞれの地域の中で頑
張っていただければと思います。

　　今日の第１分科会、米を巡る話し合いについて
はこれをもって終了させていただきたいと思い
ます。
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◆テーマ

「棚田には命がある！ 
　～棚田が支える命と共生し活かせば、 
　　　　　　　　　　たくさんの夢が広がる～」

座 　 長：豊　田　光　世 氏（新潟大学　研究推進機構 朱鷺・自然再生学研究センター　准教授）

コメンテーター：佐々木　邦　基 氏（（一社）佐渡生きもの語り研究所 副理事長）
パネリスト：中　村　浩　二 氏（金沢大学 名誉教授、里山里海プロジェクト 代表）

	 本　間　太　郎 氏（海利用研究会、農家、漁業者）

	 竹　田　和　夫 氏（新潟県立新発田高等学校 教諭、棚田学会 理事）

	 大　野　広　幸 氏（社会福祉法人 未来保育会 理事長、ふじみ保育園 園長）

　　

豊田氏　第２分科会の座長を務めさせていただきま
す新潟大学、朱鷺・自然再生学研究センターの
豊田光世と申します。

　　私は 2007 年からずっと佐渡島で研究をしてい
るのですが、その時は東京や兵庫に住んでいて
毎月通って研究をしていました。あまりにも佐
渡が好きになり去年の９月に佐渡に移住をして、
今は佐渡を拠点に研究を進めています。色々な
人たちが集まって物事を決めていく合意形成の

研究をして、漁業、農業、行政の方、私たちの
ような研究者が佐渡をより良くするためにどう
したらいいのかと、アイディアを持ち寄りなが
ら考える場を作っています。今日の分科会もそ
のような場になればいいと思っています。

　　この分科会のテーマは「命」です。命って何かと、
漢字で命と書いてあったのですが、生命という言
葉もありますし、命

めい

のミッション、私たちが成し
遂げるべきこともこの漢字が表現するものです。
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また、英語に直して Life と考えると、暮らし方・
生き方といったものも含まれるのかと思います。
私たちが生きることや暮らすことと、棚田がいか
に関わっているのかについて話をしていくので
すが、特に今回お越しいただいているパネリス
トの方は、棚田を通じて人々の学びや成長を日々
考えていらっしゃる方ですし、色々な実践をさ
れている方々です。

　その活動の中で、私たちはいったい何を伝えよう
としているのか、何を後世に残そうとしているの
か、次世代に引き継いでいくべきものは何なの
か、自分たちは何を学ぼうとしているのかといっ
たところをお話しいただけるのではないかと思
います。

　　では、これからコメンテーター及び４名のパネ
リストの方に自己紹介をしていただきたいと思
います。

　　まず、心強いサポーターとしてコメンテーター
の佐々木邦基さんに自己紹介をしていただきま
す。

佐々木氏　地元佐渡でお米作りをしている、佐々木
邦基と申します。

　　この分科会と非常に関係の深い暮らしをしてい
て、佐渡の猿八地域の棚田を耕作したり、NPO（特
定非営利活動法人）の活動で小学生に対する環
境教育みたいなことをやっていたり、子育てを
していたり、日々悪戦苦闘しておりますが、こ
の時間を通じて、また明日からの元気をいただ
けたらと思っております。

豊田氏　早速パネリストの皆さんの発表に移りたい
と思います。

　　まず初めに大野さんから、保育園の取り組みに
ついてお話をいただきます。

大野氏　大野広幸と申します。
　　今もそうですが、元々写真家として色々な作品

活動をしています。15 年ほど育児向け雑誌で、
保育園・幼稚園での保育・教育、家庭での育児
を取材していた関係で、保育園の運営を任され、
もう１つの仕事が増えました。埼玉県狭山市で
２園、さいたま市で１園、園児全員で 370 名ほ
ど預かって保育園を運営しています。

　　うちの保育園は主食となるお米を、佐渡島の棚
田から年間 4.5 ｔをお願いしています。子供たち
に美味しい・安全・安心な給食を提供する形に
なったのですが、その経緯についてお話しした
いと思います。

　　

その後、子供たちに対する食育について保育園
での取り組みをご報告させていただきます。

　　なぜ、私が佐渡に来ることになったかというと、
今から 11 年前に「週刊朝日の桜と木造校舎」の
企画で、岩首棚田がある岩首地区に取材で伺い、
その時に子供たちの田植えと、ビオトープの授
業もありました。トキの活動をされている方が
来まして、かつては佐渡にトキがいた昭和の時代
に、そこが餌場になっていることを初めて知り、
トキの放鳥や人間とトキとの共生・共存事業に
入るきっかけになりました。

　　私は、お米を作るのに農薬をかなり使うという
ことは無知でした。トキが生息していくために
は、やはり主食としてかなりのドジョウや、サド
ガエルやミミズを１日中食べています。それで
農薬を使ってしまうと、日本のトキが絶滅した
ように餌が無くなってしまうということで、佐
渡島が５～８割減の低農薬でトキとの関係で農
法を始めていることを初めて知りました。その
ようなお米を子供たちに食べさせてあげたいと
いう思いで３～４年目になりました。

　　岩首小学校の体験の中からトキの取材になっ
て、生物多様性で農薬や化学肥料をかなり使っ
ているお米を私たちは食べているのかと疑問に
思いました。佐渡に行くときは、いつも水津地
域の民宿に泊まっています。その時に、「お米っ
てこんなに美味しいのか。」と初めて感じました。
そのお米は棚田米だったのです。本当にもちも
ちとしていて、家ではいつもご飯茶碗１杯ぐら
いしか食べなかった自分が、民宿ではいつも３
杯食べてしまいます。「こんなにお米って美味し
かったのか。」と、40 何年経って初めて知ったの
が佐渡島の棚田米でした。

　　今、岩首の棚田でお米を作っていただいている
のですが、その食育の一環ということで、毎年
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栄養士と保育士を連れて、棚田での田植え体験
をしています。うちの保育園に来ている栄養士
のうち、女子栄養大学の出身者が、10 人近く作
業に来ています。女子栄養大学の創立者の最初
のスローガンは「食は命なり」です。子供たち
の食べるものが肉になり、骨になり、血になり
成長していくことで、やはり安心なものを与え
てあげたいということが私の思いで、このよう
な活動を行っています。その先生たちが田植え
体験したことを子供たちに伝えています。

　　そうして、佐渡のお米を育ててみようというこ
とで稲を送っていただき、発泡スチロールで作っ
た田んぼですが、川越から田んぼの土をいただ
き、土作をしました。田植え、水やり、土用干し、
最後は稲刈り、脱穀、ペットボトルに入れて精米
をやり、「おにぎりパーティー」をして、１年間
を通じて保育園でもそういう活動をやっていま
す。今まで子供達は、食べ残したり、こぼしたり
したのですが、１粒１粒の大切さを知り、農家
の方が一生懸命作ったお米を毎日食べています。

　　また、もち米もお願いしているので、入間川部
屋の力士さんから来てもらい、餅つき大会など
もしています。

　　食育の一環で栄養士さんが、お米はどのように
育って、玄米で届き、給食室の中に精米器があ
るので、精米したお米を見せて、「こういう形で
お米になるんだよ。」ということも食育の一環で
やっており、主食の大切さを子供たちに伝えてい
く指導をうちの保育園はやっています。最終的
には、子供たちが毎日食べるものを、自然の中で、
低農薬で大切に育てられたお米が、子供たちの
成長には、棚田米が役に立っているのではない
かと思っています。

豊田氏　子供たちがお米を作っている表情や食べて
いるときの表情が生き生きとしていて、農家さ
んに伝わるといいかと思いました。

　　では、佐々木さんから一言お願いします。
佐々木氏　大変感銘を受けました。特に『食は命』

とおっしゃられた言葉が非常に印象に残りまし
た。田んぼがお米だけを作る場所ではなくて、
色々な生きものを生み出して、トキが食べに来
て、生きていることを、私も自分の田んぼで環
境教育をするときに一生懸命伝えようとしてい
ます。

　　ご質問させていただきたいのですが、特に「命」
という部分をどのように子供たちに伝え、それ

がどのように子供たちに伝わっているのかをお
伺いします。

大野氏　お米もそうですが、やはり食べるときに『美
味しく・楽しく食べる』ことが一番で、環境を
整えることが大切ではないかと思い、給食も栄
養士さんとの食育の指導を深めています。

　　私が来る前までは、冷凍食品や簡単に揚げられ
る揚げ物で済ませていたのですが、私は３園を運
営しています。普通保育園は栄養士１人、調理師
１人、調理員。本園は管理栄養士を含めて４人の
栄養士。姉妹園は3人の栄養士。もう１園は管
理栄養士を含めて4人の栄養士で、贅沢な栄養
士体制です。旬なものや、特に主食となるものを、
安全で安心なものを食べ、食べさせるという自
負もあります。私はいつも、親御さんには申し
訳ないのですが、「家のご飯は美味しくない。」っ
て言わせたいという思いがあります。

　　例えば、朝食を食べてこない子供たちや、ある
時、スーパーで子供連れのお母さんが、夕飯の
食材を買いに来ていました。私と話をしている
うちに、「今日の夜は面倒だから、ここのマクド
ナルドで夕飯済ましちゃおう。」という方や　育
児向け雑誌の取材をしているときに、『一流企業
に勤めている家の夕飯』という取材に行きまし
た。そうすると３軒のうち２軒が、お父さんたち
の帰りが毎日１２時過ぎで、お母さんも「一生
懸命作らなくていいや。」と思いまな板と包丁が
ありませんでした。全て、週末に大きなスーパー
に行って冷凍食品を買い、電子レンジでチンと
したものを、食べていました。私は驚いて、や
はり粗食という中で、昼だけでもいいから本当
の味、昔はおふくろの味があったと思うのです
が、子供たちに食べさせたいという思いがあり、
この棚田米を選びました。

豊田氏　衝撃的な話もありました。
　　では続きまして、青年の学びに関わっていらっ

しゃる竹田さんからお話をお伺いしたいと思い
ます。

竹田氏　竹田和夫と申します。
　　私の方からは本を２冊回覧させていただきたい

と思います。
　　まず１冊目は、『棚田はエラい』という農文協

から出た本で、学校教育と見事に連動した名著だ
と思うのですが、著者の石井里

り

津
つ

子
こ

様がちょうど
ここにいらっしゃいます。これは大学生に 16 年
間ずっと読ませているため、ボロボロになってき
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ているのですが、著者の石井様に敬意を表しま
して著者から皆様にご回覧をお願いいたします。

　　もう１冊は、昔文化庁が出した「月刊文化財」
という雑誌の棚田特集なのですが、初めて棚田
というものに文化的な価値付けをしました。こ
の中で、佐渡の小倉千枚田を私の論文で取り上
げました。小倉のすごいところは、傾斜地の水
田開発の記録が古文書記録でしっかり残ってい
るということです。このような場所は少ないの
ではないかと思います。どうぞ時間をかけて皆
様ご覧ください。

　　それでは私の話なのですが、教育分野、特に
若者と棚田という観点でお話をさせていただき
ます。「若者と棚田」というと、全然関係ないの
ではないかと思う方もいるかもしれません。今
日の開会式の来賓のあいさつにもありましたし、
何と言っても地元佐渡総合高校の皆さんの素晴
らしい事例発表を聞いたり見たりしているとこ
れからの農業、特に棚田の明日を担うのは、「やっ
ぱり若い人たちだよね。」と思われた方も多いの
ではないかと思うのですが、いかがでしょうか。

　　学校教育の中で、社会科の教科書とか副読本を
小・中・高と見比べてみますと、この 10 年ぐら
いでかなり変わってきています。10 年前と比べ
ると棚田の写真がいっぱい載るようになったの
です。驚くべきことだと思います。棚田でない
農業一般の平野部写真で、新潟県の亀田郷や水
田の農業の写真は以前から載ってはいるのです
けれど 10 年前には考えられないことです。再度
説明しますが棚田の写真が小・中・高の教科書
で、どちらかというと歴史よりも地理とか政治
経済というところで位置付けられるようになっ
てきたのです。しかし、テキストの写真として
は印象に残りますが、どのような意味があるか
ということについて、残念ながら学校教育でしっ
かりと教えているわけではないのです。

　　ところが今、教育の手法も変わってきていて、
新聞報道にもありますように、今度の新しい学
習指導要領では、特に高校の学校教育が変わる
と言われています。一方的な説明型の授業では
なくて、アクティブラーニングと言いまして、
生徒が主体の授業に大きく衣替えせざるを得ま
せん。そして、持続可能な教育というか、過去
のことで終わるのではなく、現代の問題に考え
る、そのような問いかけをしなければいけない。
そのような意味において、棚田を考えることは、

新しい教育手法に求められている好素材じゃな
いかと私は思っています。

　　私は16年間、学校教育の中で棚田に関心を持っ
てもらう授業をやっています。具体的に申します
と、まず中学生が高校に入る時のオープンスクー
ルとか、体験授業があるのです。そこは棚田で
はなく、新潟の平場の亀田郷や平野部の農業を取
り上げて、そこを実際回ることはできませんが、
疑似体験フィールドワークというサークルをし
ています。そのときに地図も使いますが、ドジョ
ウやオタマジャクシやザリガニなど、その地域
に特有な、まだいる生きものも地図に落とすよ
うにしています。そのようなことを中学生が高
校生になる時の授業でやっています。そのとき
に比較として同じ県内の中山間地の棚田を示し
ます。皆、興味津々です。高校生に対してですが、
高校は地理分野とか歴史分野の教科書にも棚田
がコラムに少し載るようになりましたので、そ
のようなところは時間をとってきちんと教えて
います。

　　新潟大学さんの方では 16 年間非常勤講師をや
らせてもらっているのですが、専門の科目という
よりも、どちらかというと一般教養的な科目な
ので、それは浅く・広く、色々な学部・学科の
学生さんが専門に入るための前段としてやって
おり、その中でも農業・農政をキーワードとし
て取り上げています。特に力を入れているのは、
傾斜地の水田、中山間地域の水田です。かなり
導入に無理があるのではないかと自分でも最初
は思ったのですが、切り口としては写真・動画・
風景画、特に新潟には酒井英次さんといって「田
んぼの画伯」と言われています棚田の絵を描く
方がいらっしゃいまして、これがまた良い味を
出されていて、この方の棚田の絵ハガキを使う
とすごく若い世代も入ってきます。
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　　それから、そんなに多い人数は望めないのです
が、高校生、特に大学生になりたての有志と一
般教養の時間を使って、時々中山間地に行って
田んぼの江ざらいや除草などのお手伝いをした
りしています。

　　16 年間やっていますと始めた頃とは異なる傾
向が見えてきました。まずアンケート調査を最
初の頃にやるのですが、そうすると棚田につい
ては知らないという人たちが、16 年前では全く
知らないという人が 50％だったのですが、先日
最新のデータをとりましたら 60％と若干増えま
した。やはり教科書に小・中・高の中でも少し
写真掲載されていることや少し取り上げられて
いることの影響なのかと思います。

　　あと変わってきたのは、「もっと知りたいとい
うか、自分の郷里にも棚田があるのだけれど、ど
うしてそれがあるのか。」とか、「どういう意味
があり、問題があるのか、もっと知りたい。」と
いう興味関心が、10 年前ですと 50％だったので
すが、先日アンケートをとったら 70％に増えま
した。そしておもしろい指摘がありまして、私
たちは小学生の頃田植え体験とかやったことが
あるのだけど、「厳しい作業しかやらされたこと
がない、楽しい体験はしたことがない。」という
ことです。これは鋭い指摘だと思いまして、あ
とで授業を見直すようになりました。

　　もう一つ鋭い指摘なのですが、小・中でそのよ
うな田んぼに対する体験をしたとしても、高校で
切れてしまうということです。通学する高校すら
地元から離れてしまう人もいますし、高校を卒
業して大学へ行くと帰って来なくなり、特に地
方はそうで、佐渡もそういう状況だと思います。
せっかく醸成された田んぼのイメージや田植え
の体験との関わりが切れてしまっていることを
彼ら自身の声で確認することができました。

　　ささやかですが若い世代と棚田をともに考える
働きかけを 16 年間やりました。歴史的な価値付
けも当然授業でやるのですが、それだけではお
もしろくありません、意味がありません。１６
年間の棚田高大接続授業で配意したことを整理
します。

　　１つ目は、同世代への周知化です。「どうした
らもっと若い世代に知ってもらうことができる
のだろうか。」ということを、大学生自身に考え
ていただきました。そうしたらこんな意見が出
てきました。大学生が現地に行くと「地元の役

所の中では首長部局（市町村長の部局）と教育
委員会が分離していて、ボランティアの申し出
も理解してもらえない。」と言うのです。私は県
庁で 10 年以上の行政経験があるのですが、大学
生が言う言葉かと思ってびっくりしました。田
植え体験とか農地・農政の問題というのは、確
かに分離している気がしますので、大学生たち
は鋭いと思いました。

　　特に佐渡に関わることですが、ジアス（世界農
業遺産）、ジオパーク、世界遺産はバラバラにやっ
ているのではないでしょうか。田んぼ・棚田な
ども３つのテーマ全体の中で考えれば、「もっと
皆に見てもらえる性格を有しているのではない
か、そして問題も見えてくるのではないか。」と
思うのです。これは私が誘導したわけではなく、
大学生から自然に出てきた指摘なのです。

　　２点目の観点は、価値付けです。価値付けはど
うしても景観の方に皆目が行ってしまいますが、
人文プラス自然という視点で、もっと広く見据
えるべきではないでしょうか。特に新潟大学の
学生は、トキの関係で佐渡にやって来て餌場作
りとかのお手伝いをしていますので、そのよう
な多面的意識はやはり強いと感じました。

　　あとは、工学部の学生からは、「もっと土木的
な観点で棚田のある地域の保全とか土地の崩落
防止、その他保水機能とか、そういう機能を現実
的な面で打ち出すことができないだろうか、遠
慮する必要はないんじゃないか。」という積極的
な意見も出てきました。

　　最後は、保持・保全です。これは一番難しいわ
けですが、農学部の学生からは、品種の改良が提
案されました。工学部の学生からは、農道の整備・
傾斜地の作業に合った機械の改良・農機具の改良
が提案されました。それから法学部の学生から
は、支払い保証制度の見直しが提案されました。
経済や経営学部の学生さんからは、現実社会の中
で棚田に関わる仕事がもう少し担保されるよう
な経営と経済のあり方が提案されました。教育学
部の学生さんからは、おもしろい可愛らしい絵が
描いてありまして、学校の中で田んぼまで行か
なくても、写真とか地図を使った疑似田んぼアー
トなど非常に柔軟な発想の仕掛けもされました。

　　今聞いていただいたように決してこれは現実の
施策になるかどうか分からないし、少し素人の
発想という感じがしないわけではないのですが、
やはりそこが原点だと私は思うのです。若者の原
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点は、そういうできるかどうか分からないけど、
純粋にまず若い世代自身が感じるということで、
私はある意味では、将来に向いて捨てたもので
はないと感じました。

　　そのようなことをどこかのフィールドで少し考
えてみようと、新潟大学の地域から文化を考える
授業の最後には山古志村に行って終わることに
なりました。山古志村で少しコメントしながら、
今学生から出てきたことがどの程度実現可能か
と考えました。

　　もしこの中で、今申し上げましたようなことに
何か参考に供するようなご意見・ご指摘があり
ましたら、ぜひ教えていただければ、今後それ
を活かして若い世代につなげて、刺激していき
たいと思います。あくまでも私のスタンスは専
門ではなくて、そこに入る前の学生たちに分かっ
ていただき、つなぐ役割というか、あとはそれ
ぞれの所属本部に帰っていただいて深めていた
だければと考えています。

豊田氏　大学生さんですか、色々な分野の学生さん
たちが集まっているからこそ多様な棚田との関
わりだとか価値付けができているのかと思うの
です。色々な価値を色々な方向から考えたものを
最初の方に学生さんの言葉で出てきたのですが、

「土木の観点もあるよね、景観の観点もあるよね、
品種のことも考えるよね、教育という切り口も
あるよね。」と体系的に位置付ける。生物多様性
とか生物文化多様性とか、最近「多様」という
言葉が出てきますが、そのような観点が、多様
なだけではなく、それらがつながり合うものと
して体系的に発展していくような、その辺で先
生の活動の中でヒントとかないですか。

竹田氏　そうですね、現役の大学の教授を前に失礼
なのですが、学問というと高校もそうですが、全
て学問や教科が縦割りになっているので、一度そ
れを取っ払って考えると、結局棚田をテーマにし
た体系付けにもなるのではないかと思っていま
す。そして、一般論的整理にとどまらず、具体的
な現実社会への還元をしないと全て始まらないよ
うな気がします。特に中山間地の農業には景観と
は裏腹に厳しい現実があります。それを支えるも
のというのか、逆に励みになるようなというのか。
そのように、正攻法で入るのではなくて、硬軟取
り混ぜた投げかけ、問いかけをやって入っていく
というのをやったら、いかがでしょうか。

　　先、言い忘れたことがあって、リアルに棚田を

感じることは難しいと思うのですが、私が県庁に
勤めていたとき、カモシカの保護をやっていま
して、カモシカが山間地の稲をかじってよく地
元の人から怒られたのです。稲はガサガサになっ
ていますが、そのときの稲を取っておき、大学
の教室で見せたら手にとって山間の農業を肌で
文字どおり感じてくれました。これはリアリティ
をもたせるささやかな仕掛けでした。だから私た
ち大人は、若い人たちに対しては遠慮しないで、
もう少しリアルな問題を示していったらどうか
と思いました。

豊田氏　今「リアル」というキーワードが出てきま
したが、それぞれの棚田の現場はものすごくリア
リティがあって、その中では色々な要素が複合的
に絡まっていて、最後に現場体験があることが、
重要なのではかと思いました。

　　では次のお話に移りたいと思います。中村さん
です。

中村氏　中村浩二と申します。
　　私は棚田サミットに初めて参加させていただき

ました。今日は世界農業遺産に認定されている、
日本では能登と佐渡、フィリピンではイフガオ
棚田の話をします。

　　イフガオ棚田は、世界農業遺産であるとともに、
世界文化遺産でもあります。ある時期には色々
な問題があるので、世界危機遺産に指定された
こともありました。私は大学で教員をしており、
45 歳までの若い社会人を対象にした若手人材育
成をとおして里山や棚田などの地域を元気にし
ていく活動を行っています。

　　私は棚田がある場所は里山環境の一部であると
考えており、そのような意味で里山を広く定義し
ています。また、日本には里山里海という言葉が
あります。これは世界中で非常に高く評価され、
持続発展を考える上で重要だと、評価されてい
ます。

　　里山里海が国際的に取り上げられたのは生物多
様性条約です。COP10（生物多様性条約第 10 回
締約国会議）が名古屋で 2010 年に開催されまし
た。その後国連の FAO（国際連合食糧農業機関）
が認定する世界農業遺産には、佐渡と能登を含め
て日本で８地域が認定されています。最近、同じ
国連のユネスコが認定する生物圏保存地域（BR、
国内ではエコパーク）も、国内の里山や棚田の
ある場所がいくつも認定されています。

　　能登の世界農業遺産では、農業だけではなく、
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色々な伝統文化、新しいイノベーション、制度
体制、景観などがまとめて認定されています。
佐渡は棚田や金山があり、素晴らしい伝統文化、
能などもたくさんあります。

　　世界には全部で今 15 カ国 36 カ所の世界農業
遺産があり、そのかなりの場所は、里山や棚田を
含んでいるところです。世界農業遺産、あるいは
世界文化遺産に認定されている棚田はたくさん
あります。能登も佐渡も同じような問題がありま
す。素晴らしい棚田を含めた里山がありますが、
農業遺産に認定されていても過疎化・高齢化とい
う大変厳しい現実があります。その中で大事な
ことは、若手の人材を育成することです。それ
は農家だけではなく、色々な人材を育成してい
くことが私たちの活動です。今も能登は人口が
減り続けており、若い人がいなくなっています。

　　私は金沢にいるのですが、車で２時間半走ると
能登の先端に着きます。そこの空き校舎になった
小学校を使って、2007 年から「能登里山マイス
ター養成プログラム」を５年間やりました。現
地に若手の教員を５人駐在してもらい、農業を
する若手だけではなく、エコツーリズム、市役
所の職員、ＪＡの職員など、色々な若者を集め
て里山マイスター養成をしています。地元の若
者だけでなく、今は３～４割ぐらいが東京や神
奈川、金沢などから来て、能登に定住しています。
いずれにしても若手の人材を、しかも多様な志
向をもつ若者、多様なバックグラウンドをもっ
た人を集めて活動しています。

　　自然共生型農業の推進、食の安全とかエコリズ
ム、これらはもちろん佐渡でもされており、そ
んなに目新しいことではありません。能登の取
り組みの目標は地域を元気にしていくことです。
はじめ第１フェーズは５年間、2007 ～ 2012 年
までやりました。そのあと第２フェーズを 2012
年～今年の春まで３年間やり、この４月から第
３フェーズに入りました。これまで第１、第２
フェーズでは全部で 128 人のマイスターが修了
しましたが、金持ちになった人は１人もおらず、
すごく苦労していますが、みんな大活躍してい
ます。各自が自分のやりたいことを、自分だけ
でなく地域のために頑張ってやり、能登の農業
遺産を元気にしようとしています。

　　就農した修了生は、農業関係者だけではなく、
近くにいる若者、自分が知っている若者たちを
集めて１つの青年グループをつくり活動をはじ

めており、若者のネットワークが出来てきたこと
が、非常に高く評価されています。私たちのプ
ロジェクトは、若者がやりたい活動ができるよ
うにサポートし、色々なところで能登マイスター
について講演させていただいています。

　　次にフィリピンのイフガオの話ですが、私は以
前から生物多様性締約国会議などを通じて、フィ
リピンの研究者とお付き合いがありました。フィ
リピンのルソン島北部、マニラから車で９時間
のところにイフガオの世界農業遺産の棚田があ
ります。ここでも若者が、都会へ出てしまうので、
若い農業をする後継者がどんどん減っています。
しかし、今でも地域の人々は伝統文化にすごく誇
りをもっていますし、なんとか棚田を維持し、自
分たちの文化を維持継承していきたいと頑張っ
ています。ですからイフガオには、農業だけで
なく、能登や佐渡とも一緒ですが、優れた伝統
文化があり、耕作の儀礼、色々な宗教儀礼・文
化儀礼があります。

　　2014 年３月から、「イフガオ里山マイスター
養成プログラム」を、JICA（独立行政法人国際
協力機構）草の根事業基金をいただき、今３年目
になります。地元イフガオの若者に毎年２５人
ずつくらい受講生になってもらっています。町
役場で働いている人や、農業をしている人、そ
れからエコツーリズムを志す人もいます。能登
と一緒で色々な立場の人が自分たちの集落ある
いはイフガオのために、世界農業遺産の維持を
目指してたくさん集まっています。

　　毎年９月に１回、イフガオの受講生と担任教員
の中から希望者全員を日本に呼んできて、能登
をめぐる研修旅行をして農業法人、輪島塗工房、
家族経営の酒造会社、白米千枚田などを訪問し
てもらっています。また、私たちの能登里山マ
イスターの能登学舎に来て交流や、意見交換会
もしています。

　　もう既に２回修了式が終わり、１期生は 14 人、
今年の３月には２期生 21 人修了し、今３期生
25 人がさらに学んでいて、来年１月に修了しま
す。私は毎月１回イフガオへ行っています。し
かし、私が授業をしに行っているわけではなく、
現地でイフガオ州大学の教員が中心となり受講
生に授業を実施している様子を見にいくことこ
とが主目的です。日本から能登のやり方を持っ
て行って、それをそのまま広めるようなことで
はなく、できるだけ現地関係者が、自分のやり
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方を自分でつくりあげて、マイスターを養成で
きるようになることを期待しています。

　　やはり日本にもフィリピンにも素晴らしい里山
や、素晴らしい棚田があり、農業遺産に認定さ
れたところがたくさんあります。

　　しかしどこでも現実には色々な難しい問題があ
ります。ただノスタルジーということだけでは
だめです。自然や伝統文化を活用して里山里海
を元気にしていく、棚田をなんとか維持してい
くことが大事です。なぜ棚田が無くなったら困
るのかを考えていく必要があると思います。色々
な視点からの答えがあると思いますが、その一つ
は里山や棚田には、国際的な価値があり、国際的
な交流、人材の育成の場となることです。能登の
里山マイスターに参加している若者とイフガオ
で頑張ろうとしている若者たちがお互いに交流
し、何かが生まれてくるのではないかと私は思っ
ています。

佐々木氏　お伺いしたいことがあります。フィリピ
ンと日本とでは状況が違うと思うので、それぞ
れのプログラムの中で、次に棚田を担う若者に
どのようなことを教育の中で伝えていらっしゃ
るのかと、もう１つ私がどうしても聞きたいの
が、能登に集ってくる若者たちでお金持ちになっ
た人は１人もいないとおっしゃっていましたが、
そこに集って来た人たちですごく元気に頑張っ
ている人が、どのようなところにやりがいをもっ
て一生懸命頑張っているのか、その２点をお話
しいただけるとありがたいと思います。

中村氏　２つとも大きく難しい質問です。
　　まず、フィリピンのイフガオでも棚田を維持し、

農業を続けていこうとする若者が減っているこ
とは間違いありません。ですから休耕田が増えて
います。しかし人口全体はまだ増え続けていま
す。子供や元気な農家の方もたくさんいますが、
壮大な棚田の維持は簡単ではなくなっています。
私たちは地元の大学と一緒に仕事をしています
が、マニラにあるフィリピン大学とも連携して、
人材養成を一緒にやろうとしています。どのよ
うな枠組みを作ればよいのか、まだ手探りの状
況です。フィリピンの人々は「フィリピンの政
府は何もしてくれない、それに比べたら日本で
はどんどん行政がサポートしているように見え
る。」などとよく言います。しかし、それは誤解
だと思います。フィリピンにはもちろん色々な
行政の限界や問題があります。しかし、日本に

もよく似た問題があります。私は毎月イフガオ
に行っていても、まだその辺はよく分かりませ
ん。現地の人々が何を本当に一番したいのかが
今の段階では、まだよく分かりません。ですから、
ここにいらっしゃる方で興味のある方は、私と
一緒に現地に行って、違った視点から見ていた
だければありがたいです。

　　２つ目ですが、若者が能登の里山マイスターに
なぜ集まってくるのかというと、１つは大都会で
の生活が行き詰まっているからです。特に東日本
大震災や、都会での生活に色々と不安を抱えてお
り、それに比べたら能登に来て「何かやりたいこ
とをやる方がずっといい。」ということです。一
方地元の若者も、今のままでは能登半島から徐々
に人口が減って、全体として元気がなくなること
を心配しています。世界農業遺産に認定されて
から能登が元気になったかもしれませんが、全体
として長期的に見たら楽観できないと思います。
自分たちの生まれ育った能登が、これからどう
なっていくのか、たくさんの若者がある種の責
任感と言いますか、使命感を持っています。

　　それから、外部から来た若者がお互いにイン
ターアクションを起こし、ネットワークができ
つつあります。いずれにしてもこれから能登に
はどんどん元気な人が集まってくると思います。
ですから、成果を期待できるのではないかと私
は思います。

豊田氏　教育や学びを押し付けではいけない、地域
にそれぞれが何を追究していくのかを考えてい
くことがすごく印象的でした。

　次に、本間さんのお話を伺いたいと思います。
本間氏　本間太郎と申します。
　　私は常々お坊さんのようなことを言っています

が、先祖伝来、この授かった命をどのようにして
つなげてくれたのか、それは食べ物によってな
のです。これから子供や孫たちにそれをつなげ
ていくために、今のような食の考え方で良いか、
悪いかを真剣に考えてもらいたいので引き受け
ました。

　　私の知っている若いご夫婦の一人がこんなこと
を言っていました。「俺が死んでも葬儀は急いで
やらなくてもいい、防腐剤をいっぱい食べてい
るから腐らないから大丈夫だ。」と、このような
冗談を言える食生活をしていて、これから子供
や孫たちに、健康寿命をつなげていき、私の年代
まで生きるためには、「さあ、果して大丈夫だろ
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うか。」と考えています。農業をやっている目か
ら仲間がやっていることを見ていると、疑問が
残ります。なぜ、田植えをする時期に、「夏場の
穂肥の時期になると、忙しくて穂肥を振れない
かもしれないから、今全量を施しておこう。」と、
今年のように春先に天気が良く稲の生育が進み、
肥料分が全部上がってしまい黄色くなってくる
と穂肥の時期まではもちません。「穂肥を少し振
ろうかな。」すると５割減ではなくなります。自
分の都合が悪くなると JA の言う通りにやってい
ます。そんないい加減なやり方で「安心して召
しあがってください。」と、生産者の立場から言
えるのでしょうか。それはなぜか。

　　自分がどのような取り組みをしなければいけな
いのかわかりませんでした。若いときから色々と
考えながらやってきて、戦国の武将さんで例え
るならば、色々な旗印や、今で言えば家紋のよ
うなものに出会ったのが、楠木正成の『非理法
権天』という言葉です。若いときでは理解する
ことが難しく、自分にそれを調べるような辞書
もありませんでした。しばらくして、それが分
かったのは、「非は理にしかず、理は法にしかず」
法は権

ごん

、権力にその当時ならば解釈できました。
「でも天に勝つことはできない、じゃあ、天とは
何なんだ。」と、自分なりに考えてきて一言で言
うならば、それは誠であると思い、それを誠に
するのが人の道だと思いました。人の道に外れ
るようなことをして農家の人たちが、佐渡のト
キをダシにして高く売る、そのような試みになっ
てはいけない、人の道に外れたようなことはせ
めて農家はやってはいけないという思いで日々
仲間と研鑽しています。

　　今の時代はどこからでも「ピピピッ。」と情報
が入ってきます。そのようなことではダメです。
自分たちの生態系の中で持続可能であって、土壌
や生物を考え、そして共生できる、そのような
農業を私たちは『応用生態系循環型微生物共生
農法』と言ってきました。４年生になる孫の英
語塾の先生が私の家に来て、子供たちのママ友
や、孫友であったりする中で、造語をしてもらっ
たのです。そして『エイムスサイクル』という
格好いい言葉だと思いますが、私は説明できま
せん。その中で、生態系をどう利用していくの
かこれから取り組んでいかなければいけないと
思います。肥料一つ考えても産業廃棄物からで
きています。私たちのやっていることも産業廃

棄物が入っています。魚を捕ったのを海へ投げ
ればゴミ、拾えば資源、使えば宝物それをどう
使うかということを、今ふうに応用して、海水
と麹菌とで魚を分解させ、それを肥料にして使っ
ています。それは海の物を利用することになれ
ば、私たちでなければできないのです。

　　去年の米の国際コンクールで５千件の中で 40
番の中に入れ、石川県で表彰されました。漁師
をやりながらでも挑戦することによって表彰さ
れることが可能になります。

　　また、すし米コンテストで特別賞をいただきま
した。私の住んでいるところは、そのような農業
のできる環境ではない佐渡島の一番北の端です。
ですから、棚田の人たちならばやる気があれば必
ずできます。冒険に向かって挑戦する気持ちを
捨ててはいけないと思います。１俵で 11 万４千
円なり５千円する米、今の米の価格にしたら 10
俵とってもほぼ同じですが、10 俵とるか１俵で
いいか、だからとることではなくて、目指す気
持ちを絶やさないでいこうと頑張っています。

豊田氏　『やる気・挑戦』という言葉が出てきて、
不利な条件にある農地でも、絶やさなければい
いのではないか、そこに原点があるのだろうと
思います。いつも夢とか、挑戦という言葉が本
間さんからよく出てくるのですが、どうしてそ
のような気持ちが常に湧き起こられるかが、私
はいつも不思議だと思っているのですが、どう
ですかね、本間さん。

本間氏　それは孫に後ろ姿を見せるということだと
思います。「勉強しろ、勉強なんかしなくてもい
い、宿題だけやれ、そうしないと明日学校へ行っ
て恥をかくぞ。」でも、「運動会はビリでもいい
じゃないか、その次のときにビリから２番目にな
ればいい。」私は、自分に対して自己ベストを常
に目指すような心を育てていきたいです。それを
やるには、爺さんも口先だけではダメなのです。
背中を見せる生き方が大事なことではないかと
思います。人様に言えるような話ではないです
が、そのような気持ちが子供にも孫に伝われば、
必ずその方向に向いていってくれるという期待
をしています。

豊田氏　では、ここから皆様の声も伺いたいと思い
ます。

　　今お話を聞いて気になった言葉、この言葉を強
調したい、この分科会はこの言葉をキーワード
として提案したいという言葉を皆さんから出し
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て欲しいと思います。
　　どなたか、何か気になった言葉、あるいはこう

いうことを提言に組み込みたい、という思いを
もっている方いらっしゃいませんか。

　　まず、佐々木さんから気になった言葉はありま
すか。

佐々木氏　私は質問を出していましたが、これは棚
田に限ったことではなくて、農業の本質だと思い
ますが、命を作り出して、命を伝えていく、そ
れによって命を支えていくことが農業の本質で
はないかと思っています。だから取り組んでい
る私たちも自信もって、あるいは棚田が特に維
持するのに非常に厳しい条件であればあるほど、
色々な人に支えてもらい、色々な人の共感をも
らいながらでないと続けていけないと思います。
その時に伝えていくべき『心

しん

』の中にあるのは、
命を救い出して食べてくれる人や、関わる人の
健康を支えているのということをしっかり伝え
ていくことが非常に大事なのではないかと思い
ます。色々な人にそのことが伝わり、色々な関わ
り方をしてもらう中で、これからの棚田の維持・
保全があるのではないかと思いました。

　　もう１つ、本間さんが言われた、姿勢を持ち続
けることが大事だとすごく思っていて、私自身、
今４歳と６歳の子供がいますが、田んぼに連れて
行き、田んぼの色々なところを見せたり、泥の
中に入れたり、田んぼの中にいる色々な生き物
の話をしたり、田んぼは生きものだということ
を一生懸命伝えようとしています。それが伝わっ
ているかどうかは別ですが、やはり伝えていく
姿勢が非常に大切ではないかと思っています。

豊田氏　では会場からどなたかいらっしゃいません
か。

会場　私は話を聞いて、「初めて棚田のお米が美味
しいことを知った、食べている子供たちの姿を
初めて見た。」という言葉が印象的でした。命を
つないでいくことは、忘れられてしまったらお
しまいなのだと思いました。

　　例えば本間さんが言っていたように、後ろ姿
を孫に見てもらうことが、つないでいくことだ
と思うし、初めて知ってもらうのでもいいので、
棚田を再発見してもらう、それが大事かと思い
ました。

豊田氏　他にございますか。
会場　大野先生に１つ質問があります。
　　本間さんとも関係するのですが、私は、佐渡の

ある小学校で、米飯給食をやっています。その
時に「この米、家で食べるのより不味いわ。」と
言った生徒がいました。その時に栄養士さんは
どう考えるか。良い悪いは別ですが、そのよう
な時に大野先生はどのように考えますか。

大野氏　私は園長も兼務しているので、いつも子供
たちが食べる前に検食するのですが、どうも炊き
方が悪いです。せっかく美味しいお米なのに佐渡
で食べたお米とは違って、もちもち感が全くない
です。どうにかならないのかと、炊く前のお米を
精米してから水に漬けておく時間とか、その辺
を栄養士たちが色々調べて変えました。途端に、
急に佐渡で食べたお米と同じもちもち感が出て、
美味しくなりました。今までは、せっかく美味し
い食材があるのに、栄養士たちは食べていなかっ
たので、「味はこんなもんか。」と調理の仕方を
気にしていなかったのですが、私は食べていた
ので、味の違いを指導しました。やはり、その
食材も活かす調理方法も大切だと思います。

会場　全体的な話で私はいつも思うのですが、農
業をやっている本間さんもそうですが、農業っ
て毎年変化があっておもしろいものなのですが、
実はそこで生きていくためには、当然ある程度
の収入を得ることがベースになってきます。そ
の辺りが常に若い人たちがつまずくところです。

　　年収ベースの話をすると、なかなか次に進まな
いのが現状です。その時に、本間さんのように自
分でどれだけ努力をして、自分の作ったものを
ブランド化する形をとっていかない限り絶対ダ
メなのです。もっとひどい話をすると、テレビ
などでも、田舎に住もう、農業をやろうとか、ブー
ムと言ったらいいのかわかりませんが、収入の
部分は絶対出てきません。それで佐渡にも結構
若い人たちが来ても、実際に何人かと事情があっ
て話もしていますが、確かにいまいちだと感じ
ます。

　　そこで中村先生にお聞きしたいのですが、確か
に情熱など色々なものはあると思いますが、最終
的に残っていくためには絶対に必要なものとは
出口の部分、それを作って消費することでいか
にしていくかをやらないとダメだと思いますが、
その辺についてどう思うかまず１点。

　　もう１点、お願いがありますが、お話に出た中
で人材の育成という言葉がありましたが、人材
のザイは材料の「材」から財産の「財」に変え
ていただけませんか。それはお願いです。
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中村氏　私たちの里山マイスターがやっているの
は、特定の農業技術を教える人材育成ではありあ
せん。広く色々なことをやっています。受講生に
は、農家の跡取り、JA から来ている人、大都会
の勤めを辞めて能登にきて、新たに新規就農を
目指す若者もいます。その中にすごく儲かって
金持ちになった人はいないと言いましたが、色々
なやり方で少しずつ成長しています。自分は生
産を主にやり、販売ができるようにするためには
マーケティングができる人と組んで、新しく法
人を作るとか、たくさんの色々な形で仕事を続
けながら少しずつ成功させ、発展させています。

　　少なくとも私たちのところでは若者が少しずつ
成功しています。しかし、私たちはある特定の自
然農法を教えたり、特定の栽培方法を教えたりは
していません。これは私たち自身が農業の専門家
ではないからです。その代わり、能登で活躍して
いる人、あるいは農業法人の方に里山マイスター
支援ネットワークを作って、伝えてもらい、技
術をはじめ色々な支援をしていただいています。

　　それから２つ目は、漢字のことですね。個人的
にはあまり「財」の字をあてはめるのは、好み
ではありません。普通の「人材」を使っても困
らないと思いますし、「財」の字を使いたい人は
使っていいのではないでしょうか。

豊田氏　農家は経営者でなければならないことにつ
いて色々ジレンマを持ちながらされているのが
本間さんなのですが、本間さん何か一言お願い
します。

本間氏　私が普及センターから常々「工場長を卒業
して経営者になりなさい、そういうことばかり
やっていて、経営者にならないとダメなんです
よ。」と言われていました。でも、作れなくては
経営者になれないし、自分一人ではない、仲間
がいる、仲間たちも同じ足並みになる、そうな
るにはどうしたらいいか。自分おこしができて、
家族おこしができて、その次に仲間おこしがで
きて、地域おこしにつながるような手順でいく
と、ダメです。だから、常に工場長でいて、同
じものがある程度のものにならないと、仮に良
い成績を国際コンクールで上げても、「まとめて
30 俵欲しいです。」と言われた時は、「バンザイ」
です。

豊田氏　他にもご質問でも結構ですので、どなたか
発言をお願いします。

会場　私たちは９名で棚田の維持管理を行っていま

すが、この高齢化の進んでいる中で、佐渡では
維持管理はどのようにされているのかお聞きし
たいです。

　　私たちは、オーナー制度を常葉大学や拓殖大学
の学生に協力してもらい、色々やっていますが、
これに関係したビオトープを整備してくれてい
ます。田んぼにはオタマジャクシが何種類いると
かまで大学生が調べてくれますが、中には青い
色をしたカエルまで見つけてくれて、「これは何
というカエルだろう。」と学生やオーナーの皆さ
んが写真を撮って、「こういうカエルがいたよ。」
と見せてくれます。私たちは、この土地にいな
がらびっくりするような状態でした。

　　石部に来た方は分かると思いますが、面積的に
は 4.2ha ですが、300 枚も数があります。この
間も畦刈り（葦刈り）が９名で６日かかりようや
く終わり、今年は特別暑かったので、このような
状態ですが、佐渡では維持管理はどのように行っ
ているのかお聞きしたいです。

会場　私も同じような質問ですが、実際に作ってい
る生産者の声を聞きたいです。

　　佐渡でも高齢化が進んでいわゆる限界集落に
なっているところが大半で、これから消費者と
して見ても、「あとどれだけ続くだろうか。」と、
私はすごく心配しています。

　　岩首からも来ている生産者がいらっしゃるの
で、その辺の現状や、これからのことをお聞き
したいです。

会場　岩首の後藤と申します。
　　実際に岩首ではそのような団体的な組織はあり

ません。今おっしゃられたようにほとんど高齢者
だけでおよそ８割やっているのが現実です。これ
からどうするのかが、これから岩首でも課題にな
ると思いますが、まだどうしていいか分からな
いです。皆さんからの色々な意見を聞いてどの
ようにしていくかを考えなければいけないです。

　　例えば、組合を作るのか、オーナー制度をもっ
てくるのか、まだはっきりしていないのが現実
です。実際今百姓をやっている人が 70 代後半か
ら 80 代以上になってしまうとなかなかできない
ので、「もう田んぼできないわ。」という人も出
てきていますので、これからの問題になると思
います。

豊田氏　佐渡の北片辺の農事組合法人の方、もしよ
かったら何か取り組みがあったら聞かせてくだ
さい。
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会場　北片辺集落で農事組合法人をしている村田で
す。

　　私たちは９名の組合員で約５町歩の棚田を管
理しており、７名の構成員で大体行っています。
ただ、病気や色々な事情で「草刈りできないし
これ頼むわ。」という場合がかなりあります。そ
れを５～６人の生産者が協力して１日でやる場
合もあれば、２日かけてやる場合もあり、夏の
暑い時期は高齢で体に応えるので、組合員でな
くても若い人にお願いして、「ちょっと１日これ
頼むわ。」というやり方です。一番負担になるの
が、やはり草刈りです。岩首でも同じことを言
われますが、草刈りをどうするかが、棚田を守っ
ていく人の一番のネックだと思います。

豊田氏　そうしたら竹田さんから、大学生の色々
な学部の学生さんたちが、「もっと棚田の維持管
理にこういうポイントが必要なんじゃないか。」
という提案を考えていらっしゃるというお話し
だったのですが、例えば、その中でこれは素晴ら
しいアイディアだとか、実際に現地山古志村へ
行かれて最後を学ばれるということだったので
すけれども、そういう中で、実践につながるヒ
ントは、今まで生まれてきているのでしょうか。

竹田氏　例えば、本来の目的とは違うかもしれませ
んが、先ほどから出てくる高齢化の問題ですが、
結果として農作業のお手伝いに行きつくのです
が、今介護体験というのが学生や社会人にも課せ
られているので、そのことが結果として山間地
の棚田があるようなお宅にお邪魔していく、行
政や大学生と組織的にドッキングさせることが
できました。

　　やはり、例えば大学とか行政で配布する色々な
体験イベントのチラシがあるので、その趣旨説明
が書いてあるものを回覧していたら、手を挙げる
学生が出てきました。とりわけ山間地の高齢者
のお手伝いで農作業を体験するケースが増えて
きました。ほんの一瞬だったかもしれませんが、
光が見えたことがありました。

豊田氏　色々な関心があるので、うまく結び付けて
あげる仕組みがあるといいのかもしれません。

中村氏　今棚田に住む農家さんや生産組合の方が高
齢化していることは、どこでも起っていること
で、本当に大事なことです。

　　例えば、輪島の千枚田は昔は 10 軒、20 軒の
農家があったのが、今は１軒に減り、70 代後半
の方が１軒あるだけです。残りはみんなオーナー

制とかまた別の集落の方に耕作をお願いしてい
ます。その方も、もう 70 歳を越え、10 年間頑張っ
て来られました。「棚田をどうしていくのか。」に
ついては、地主の方、土地を持っている農家の方、
生産組合の方が一緒にやっていければ一番良い
と思いますが、そろそろ難しくなっています。そ
のときにボランティアの話が出て、大学生が手
伝ったりしています。

　　大学生にボランティアに来てもらっても長続き
しないことや、できることが限られています。初
めは農家の方も喜んでいますが、ずっとやって
いるとなかなかうまくいきません。それからオー
ナー制の話もよく聞きます。

　　今一番求められているのは、「大事な棚田を何
とかやりたい、残したい、発展させたい、棚田
を本当にこれからどうするか。」をみんなで議論
し、やっていくことではないかと思います。ボラ
ンティアだけでは続けていけないでしょうから、
行政もうまくハンドリングしてくれないと困り
ます。みんなで議論をすることが大事だと思い
ます。

豊田氏　大変な作業で、特に農家の方々は目の前の
農地をどうするか、荒れてきているのをどのよ
うに維持管理していくかが、一番の課題になり
ます。でも私たちは棚田の体験とか、棚田を通
して何を伝えていくのかを考えたときに、その
作業を継承していくことが果して棚田を保全し
ていくことにつながるのか、いったい私たちは
何を伝えようとしているのか、もう一度そこに
返らないといけないのかと思います。

　　「皆さん、草刈り大変ですよね、だけど、それ
だけではないですよね、棚田ってすごく奥行き
のある文化ですよね。」

会場　私も山の天辺で細々と棚田をやっています
が、正直きつくて辛いです。高校３年生の孫が
継いでくれるかと期待していたら、この間はっき
りと言われました。「農業は辛いから嫌だよ。」っ
て。でも私はそれに対して「辛くないんだよ。」
とは決して言えませんでした。自分も腰を痛め
たり足を痛めたりして、年がら年中痛いと言っ
ているで、そうまでして何でやっているのかと、
自分にいつも問いながらやっています。マムシ
に追いかけられたり、ヤマカカシに食いつかれ
そうになったりしています。草刈り機全開でエ
ンジンをかけ、法面がひどいので、去年は、草
刈り機ごと下の田んぼに落ちて泥だらけになり、
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もう少しで死ぬところでした。夫にあとで機械
を見てくれと言ったら、夫は「機械は大丈夫だっ
たか。」とそればかりを心配していました。そう
までして、自分がやっている理由は、辛すぎて
理由付けをしないとやれません。食べるときは

『美味しく・楽しく食べる』という言葉を、私は
いつも頭の中で考えていました。地域の人が、「あ
んたの棚田のところのお米をいただいて食べた
らもう他のお米は食べられません、どうしても
あなたのところのお米でないと私は食べるのが
嫌だから、どうしても分けて欲しい。」と言われ
ると、うちの夫はおだてられてただで配ったり
しているので、確定申告はいつもマイナスを計
上しています。でも地区の人にそれだけ喜ばれ
ています。「棚田米は美味しい。」皆さんにそう
言っていただけると、「よし今年も辛いけど頑張
ろう。」という気持ちも出てきます。大野先生の
食べるときは『美味しく・楽しく食べる』の言
葉が今日はすごく印象に残って、明日からまた
この言葉を頭に浮かべながら頑張れます。

豊田氏　佐々木さん、生産者でもあるのですよね。
佐々木氏　私は棚田志願兵で、就農したときは平場

の田んぼばかりでした。佐渡の棚田でどうしても
やりたいと志願して棚田に行きました。最近島
内で移住して、佐渡の街中で暮らしていたので
すが、もう少し里地や里山みたいなところへ移
住して行ったのですが、価値観の基準を少し変

えて眺めてみると、確かに収入は里地、里山で
は効率は悪くなるので下がっていく方向にある
とは思います。ある程度最低限ギリギリで生活し
ていけるぐらいのバランスのところで、その代
わり得られる里地里山とか、棚田で暮らすこと
で得られる豊かさを感じながら暮らせる、今の
ご時世棚田とか里山が、特に若い人に輝いて見
えるものがすごくいっぱいあると思います。そ
こに１つの可能性があり、どうしてもブランド
化や付加価値というだけだは難しいと思います。
そもそも厳しい条件に、美味しいお米が作れる
のはあるのですが、生産面でみると厳しい条件
があるので、おそらくブランド化・付加価値と
いう基準では難しいのではないかと私は思って
います。そうしなくて価値観を変えて棚田とか
里山の持っているものを眺めてみたときに、若
い人にとってむしろそこに可能性があるのでは
ないかと、私は志願してそちらの方へ今向かい、
感じております。

豊田氏　そろそろここで締めようと思っています。
パネリストの４名の方、コメンテーターの佐々
木さん、何よりも会場の皆様、今日は本当にあ
りがとうございました。

　　これで第２分科会を終わりにします。
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◆テーマ

「棚田には温
ぬくもり

がある！ 
　～棚田の温

ぬくもり

を活かせば、たくさんの夢が広がる～」
座 　 長：森山　明能 氏（㈱御祓川シニアコーディネーター）

コメンテーター：南雲　純子 氏（元佐渡市観光戦略官）

パネリスト：多田　寛子 氏（春蘭の里、農家民宿春蘭の宿 女将） 
連河　健仁 氏（NPO 法人 DREAM ISLAND 副理事長） 
齋藤　倫子 氏（岩首集落在住者） 
千田　倫子 氏（鼓童文化財団、NPO 法人 佐渡芸能伝承機構 副理事長）

森山氏　こちらのテーマは「棚田には温
ぬくもり

がある！　
～棚田の温

ぬくもり

を活かせば、たくさんの夢が広がる
～」ということで進めていきたいと思います。私
からまずどういった分科会にしたいと思ってい
るかについてイントロダクションしていきたい
と思います。

　　今日の分科会は全部で３つございます。第１分
科会のテーマが「棚田には米がある」、第2分科
会は「棚田には命がある」ということで、それ
ぞれ、第１分科会は米作りの現場としての棚田
について議論されているはずです。第２分科会
の方は、お米というよりも生物多様性、そのよ
うな話をしているはずです。第３分科会は、棚
田のお米ではなく、生物多様性でもなくて、「３
つ目の価値」を議論する場だと思っていただけ
ればと思います。「３つ目の価値」、例えば、「都

市部と交流をしていますよ。」だとか、「こうい
うことで観光に使っていますよ。」だったりとか
について、ここではお話をしていければと思っ
ています。

　　棚田の第３の価値ということをここでは議論す
るわけですが、それについて皆さんどう思いま
すか？とだけやると、分かりにくくなってしま
うので、今日は論点を２つに絞って進めます。

　　１つは「発掘」です。第３の価値自体が何な
のかということで、「どうやって発掘したのです
か？」という話を聞いていこうと思います。今
日のパネリストの皆さんはそういった第３の価
値のある場所で活動されているとお伺いしてお
ります。

　　もう１つは「発信」。第３の価値を活かす時に
は、情報発信が大事ということで、「どうやって
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発信をしていますか？」という話です。実は明日、
サミットの共同宣言が採択されることになって
いまして、共同宣言の中にぜひここで実際に議論
をした内容を提案として盛り込みたいと思って
おります。「発掘」と「発信」のキーポイントを
まとめて提言するのが、この第３分科会だと思っ
ていただければと思います。

　　パネリストのご紹介を簡単にします。まずは多
た

田
だ

寛子さんです。
多田氏　石川県の奥能登・能登町で民宿「春蘭の宿」

を経営しております、多田寛子と申します。主人
がやっていますが、私は一従業員でございます。
よろしくお願いいたします。

森山氏　続きまして、小豆島の方からお越しいただ
きました連

れん

河
かわ

さんです。
連河氏　小豆島から来ました連河健仁と申します。

よろしくお願いします。
森山氏　そして地元から２名、実は同じ漢字を書く

のですけれども、１名は齋藤倫
とも

子
こ

さんです。
齋藤氏　岩首集落に住んでいる齋藤倫子です。よろ

しくお願いいたします。
森山氏　そしてもう１名同じ字を書くのですが、こ

ちらは千田倫
みち

子
こ

さんです。
千田氏　千田倫子と申します。佐渡に移り住んで約

25 年になります。実家は横浜なのですが、「鼓
童」という和太鼓集団がありまして、入りたい
と思い 25 年前に渡ってきました。お世話になっ
た佐渡のために地域振興のお手伝いをする「鼓
童文化財団」に所属し、スタッフをしております。
どうぞよろしくお願いします。

森山氏　座長を務めさせていただきます森山明
あき

能
よし

と
申します。株式会社御

み そ ぎ が わ

祓川という能登半島の付け
根の方にあります石川県七尾市の民間まちづく
り会社でコーディネーターをしております。佐渡
は３回目で、非常に楽しみにしてまいりました。
皆さんのお話が中心ということですが、私も地
元でまちづくりのコーディネートをたくさんし
ており、里山地域での都市部との交流の仕掛け
人をさせていただいております。

　　最後に今日はコメンテーターの方を１人お呼び
しておりますので紹介をいたします。南雲さん
です。

南雲氏　本日コメンテーターとしてお招きいただき
ました。３月 31 日まで佐渡市で観光戦略官とい
う任務についておりました南雲純子と申します。
自己紹介につきましてはこのあとのコーナーで

させていただきますので、よろしくお願いしま
す。

森山氏　それでは今日はこのような６人のメンバー
で進めていきたいと思います。まず、少し南雲さ
んにお話をいただいたあとに、各パネリストから
発表をいただいて、先ほど申し上げた発掘と発
信、第３の価値をどうやって見つけ出したのか、
発掘段階の基本とは何か、第３の価値をどうやっ
て活かしたのか、発信段階のキーポイントは何か
ということを、ぜひ今日は皆さんに聞いていた
だこうと思います。その上で各地での取り組み
のヒントにしていただいて、ぜひ帰ったら、実
践を１個していただければと思っております。

　　それではコメンテーターの南雲さんに、自己紹
介を兼ね、これまでの活動と、また今回パネリ
ストの皆様の発表で聞きたいことと参加者の皆
さんに注目して聞いて欲しいといったポイント
があればご紹介いただければと思います。

南雲氏　2014 年４月１日から 2016 年３月 31 日
までの2年間、民間から行政に人材登用で一般公
募がありまして観光戦略官という立場で佐渡市
の観光活性に携わってまいりました。3月に任
期を終了していながらなぜ元観光戦略官での登
壇かという話もあると思いますが、とにかくお
米が大好きであえて言うなら最期の晩餐は新米
の時期の炊き立てのご飯がいいと公言しており
ました。そのようなお米好きなところを買われ
て今回お招きいただいたのかと思っております。

　　今回は短い時間でございますが、パネリストの
皆様から貴重なご意見をいただいて、今日のお
話を皆さまの今後の活動に役立てるように引き
出していきたいと思っております。

　　この分科会は「棚田地域の第３の温もり」とい
うことで、体験や交流をとおして棚田を活用して
いこうというのがテーマになります。観光という
切り口で少しだけお話をさせていただきます。こ
こ 10 年ほど観光と呼ばれるものが非常に変わっ
てきました。皆様の地域でも色々感じられている
と思いますが、観光施設を巡る箱物観光と言われ
るものや、露天風呂や温泉を楽しむのがメイン
の旅から、地域を歩く・その地域の美味しいも
のを食べる・地域の歴史や文化、人と触れ合う
というものに、旅の目的がシフトしてきました。
佐渡市はまだまだ団体ツアー旅行が多いですが、
佐渡市の中でも、集落に出かけ、地域の人たち
との交流を求める旅行が増えてきました。
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　　今回のテーマ「棚田を通しての交流」ですが、
佐渡には現在 120 程の集落で鬼太鼓という伝統
神事が続けられています。春と秋、田植えと稲
刈りの時季に五穀豊穣や家内安全を願って鬼太
鼓が各集落の一軒一軒を回る門付けといわれる
伝統芸能です。今日は岩首集落からもパネリス
トにお越しいただいていますので、実際にどの
ように行われているのかを聞いてみたいと思っ
ています。今日は、全国各地から素晴らしいパ
ネリストの皆様にお越しいただきましたので、こ
のような点に注目して聞いていただきたいもの
をお伝えしたいと思います。

　　最初にお話をいただくのは NPO 法人「DREAM 
ISLAND」の副理事長の連河様。「島はよすが（縁）」
とおっしゃっていまして、小豆島を知ってもら
い・楽しんでもらい・好きになってもらう、と
いうことをテーマに活動をされているようです。
島を楽しむツアーであったり、その島の味を伝
えるカフェなどを運営されていて、すでにこの
分科会で目指しているところを再現されている
と思うのですが、苦労した点、克服したときの
原動力などをお伺いしたいと思っております。

　　次に、春蘭の里の多田様。農村の再生をテーマ
に地域でやる気のある人たちが集まって「春蘭の
里実行委員会」を立ち上げられたと伺いました。
平成９年の農家民宿１号から現在は 47 軒にまで
農家民宿が増えたということで、民宿の活性が
難しい中、このような集落全体で頑張っている、
地域の協力体制の作り方や運営の仕方をお伺い
したいと思っております。

　　岩首集落の齋藤様。岩首は、海沿いの集落から
350m ぐらい山間に位置して、朝日が非常に美し
い集落です。９月には例祭があり鬼太鼓が舞いま
す。そうした棚田で暮らす人々の思い、次の世代・
子供たちにかける思いや、「談義所」という場が
あり、そこに集まるコミュニティがあると思う
のですが、談義所での交流についてお話を伺い
たいと思います。

　　最後に鼓童文化財団の千田様。世界で活躍する
鼓童、皆さんご存知と思いますが、鼓童は地域づ
くりにも非常に注力をされていまして、2014 年
から「地域づくり」コースを設け、２年間の過
程を経て卒業された２人の女性がいらっしゃっ
たかと思います。明日からも「鼓童見聞講座」
がありまして、鼓童が感じている・持っている・
実践している、地域への思いについてもお話を

伺いたいと思っております。
森山氏　非常に簡潔に、ぜひ皆さんに聞いていただ

きたいポイントをまとめていただきました。
　　それでは早速、活動のご紹介をいただこうと思

います。連河さんお願いします。
連河氏　小豆島の千枚田、正確には千枚も無いの

ですが、まん中あたりでカフェをやっています。
５年前に始めて今では年間約4万人のお客様が
来ます。最初から来たのではなく、年を追って
どんどん増えてきたのですが、その話をちょっ
とできたらいいと思います。

　　まず流れを言うと、小豆島には 10 年前に移住
しました。きっかけは会社がバブルで弾けたこ
とでした。それまでは東京のライブドアという
IT 企業で働いてました。社長が有名なので知っ
てる人も多いと思いますが、例の事件で砕け散
りました。僕は今年 44 歳になるのですが、２回
バブルを経験しました。1回目が不動産バブル。
２回目が IT バブルです。2回バブルを経験して
何を思ったかというと、お金を目的にした活動は
何かが欠けていて続かないということです。お
金が軸になると人間関係もお金でしかつながっ
ていないから、会社が弾けた途端人間関係も弾け
る。もう本当に空しさしか残らないです。その
ような経験があって、これから 10 年先、20 年
先がどのような時代になるか考えたとき、人口
構造の問題がある意味羅針盤になりました。100
年後の人口は半分になり、更に 200 年後は半分
になり江戸時代の人口構造に戻ることが分かっ
ています。つまり、人が減る時代に経済が発展
するはずがない。それで、方向転換したわけです。

　　東京から出て島に行くときに、会社の人に「そ
んな過疎の田舎に行ってどうするんだ。」とか、

「何を考えているんだ頭冷やせ。」とか散々言わ
れたのですが、僕は逆に思いまして、むしろ東
京が一番危ない。例えば出生率に関しても実際
に田舎は増えているけど東京は低いです。環境
が整備されているのにも関わらず出生率が低い
のです。何で低いかというと、答えは当たり前
すぎて話題にもなりませんが、自然が無いから
です。どれだけインフラを整えても、コンクリー
トだらけの場所では子供を育てていこうという
スイッチが入らないのです。最終的には人間も自
然の一部だということです。だからもっと自然豊
かな場所で、お金を軸にしない生き方をしていっ
た方が豊かだと感じ始めていました。それで、た
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またま瀬戸内を旅したときに、直感的に感じるも
のがあって、「ここに住もう！ここで海と関わっ
て生きていこう！」そう思い島に移住しました。

　現在の本業はシーカヤックガイドです。シーカ
ヤックという小さなカヌーを使って海を伝える
のが仕事です。年の半分は海に出てます。それと
は別に棚田のまん中で食堂もやっています。食堂
の話しは後でお話するとして、ガイドの仕事は
自分たちが暮らす地域のおもしろさや心地良さ、
豊かさや深さなどをわかりやすく伝えるのが仕
事です。

　　佐渡には今回初めて来ましたが、車で回って感
じたことをガイド目線で言うと、まずは水資源が
豊かだということでした。至るところに田んぼ
があることにビックリしました。地元の人にとっ
ては、水があり田んぼがあることは当たり前か
もしれませんが、僕が今住んでいる小豆島や瀬
戸内の島々は田んぼが出来る島の方が少ないの
で当たり前ではないです。雨が降らないから水
が無いのです。瀬戸内は日本有数の日照時間を
誇りますが、逆に言えば雨が降らない日本有数
の干ばつ地帯です。更に水を受け止める大きな山
が無いから、川幅が細く干上がってる川も多い
です。おまけに火山灰地質なので田んぼに適し
た土壌ではないです。佐渡や北陸地方に水がたっ
ぷりとあるのは、地勢的に対馬の暖流が水蒸気を
つくり、それが山で雨をたくさん降らせて川と
なるからです。海があって、山があって、川があっ
て、水が豊かにあってはじめて田んぼができる
わけです。

　　加えて、佐渡を回って思ったことは、佐渡は鉄
の島だなということです。金銀が有名ですが、ぼ
くは赤土が多いことが羨ましいです。土が赤い
ということは鉄分が多いということですが、鉄
は植物が育つためには必要不可欠な栄養素です。
更に鉄が多いと海も豊かになります。海草がよく
育つからです。海草が酸素も供給しますが、同
時に魚たちの住処となり魚介類を育てますので
鉄分が少ない海域には魚がいません。その鉄は
広葉樹林帯の森で育まれますが、森が育んだ鉄
分を川が海に運び、海草が育ち、魚介類が育つ。
という命の循環なのです。そのような観点で眺
めてみると、佐渡は全ての条件が整った非常に
豊かな恵まれた環境です。水資源に乏しい瀬戸
内の人間からすると、羨ましい限りです。

　　話しが反れましたが、起業した背景には色々

な危機感があったからですが、中でも少子高齢
化や過疎化の問題は深刻です。佐渡も年間 1,000
人ぐらい減っているようですが、小豆島はその
半分で、年間 500 人ペースで減っています。人
口は佐渡が約６万人に対して小豆島は3万人な
ので比率はほぼ同じです。10 年後には高齢化率
が 50％を超える予測です。全国有数の高齢化先
進地ですが、このままではヤバイと思いました。

　　棚田に関しても後継者不足が深刻です。担い手
の年齢も平均 80 歳を越えていて、後継者は皆無
です。今のままだと棚田の景観は 20 年ももたな
いだろうと思います。では何で後継者がいないの
ですかと聞いた時に、「こんなちっちゃい田んぼ
をやっても飯が食えない。」と言います。つまり、
儲かる仕組みにしない限り未来は無いというこ
とです。足りないのは、経営とマーケティングの
2 つです。ここをしっかりやらないと未来は無い。
ビジネスとして、あるいはサービスも絡めた六
次産業化していかない限り希望は見えてこない
ということです。そこで、棚田を存続させてい
くための一助になればと思い食堂をはじました。

　　食堂は「おにぎり」をメインにした食堂です。
カフェでなく、食堂にした理由は「食」をしっか
り伝えたかったからです。地域ならではの味や食
文化を伝えること。更に、食文化は地域資源や環
境を伝えることでもありますが、棚田にしかない
資源は何かと思った時、土台にあるのは水がある
ことです。島は水に乏しい場所ですが、棚田が
ある場所だけ水が湧き出てるのです。その水を
利用して棚田が出来るのです。はじめに水があっ
て棚田がある。それまでは人が来ても見るだけで
終わっていたのですが、「棚田を眺めながらおに
ぎりが食べられたらいいだろうな。」と思って食
堂を始めたのです。すると、どんどん口コミで
広がり、週末には行列ができるぐらいお客様が
来るようになりました。ただ、特別なことはやっ
ていません。というか、ど素人からはじめた店
なので本当のところは特別な技術も無いのです。
ただ、こだわりがあります。全部地元の食材使っ
た完全手作りのご飯、島でとれた魚、とれたお米
や野菜を使った簡単な田舎料理ですが、結果は3
年で年間3万人くらいが来るお店になりました。
地元食材にこだわったお店が、ありそうで無かっ
たのです。外の人は島の人がいつも食べている普
通のご飯が食べたいのです。僕が他所者だから
余計に思うのですが、同じ事を考える人が多かっ
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たということです。現在はスタッフも地元産で
す。地元の若者を雇い、彼らががんばっています。
最近は田んぼも自分たちで始めています。自分
たちでお米を作ることで新たなものが見えてき
ます。

森山氏　小豆島の千枚田は石垣を積んでいるのです
か。

連河氏　そうです。石垣です。西日本は東日本と違
い土地の面積が狭いので、土ではなく石を積ん
でいる棚田が多いです。石垣にして田んぼの面
積を増やすのです。

　　私たちのお店は元々は地域の精米所で修繕前は
ほとんど納屋というか生活ゴミが散乱した納屋
でした。まず最初にゴミ処理から始まり、元々
あったものを活かしながら、自分たちでガチンコ
で作りました。テーブルの杉板だけは買ったので
すが、お金が無かったのであるものを活用して店
をつくりました。お金がなければ知恵を働かせ
るしかないですが、それがおもしろかったです。

　　うちのお店の定食はおにぎりと漬物、瀬戸内の
魚、野菜を使って 1,280 円です。最初は 1,000
円で始めましたが、きちんと計算してみたら食
材費が半分以上かかっていました。これはヤバ
イです。普通、食材費は３割以下にするのが飲
食店の鉄則ですが、最初はそんなことも知らな
かったです。更に企業ですと、大量に仕入れるの
でお米もなんでも安く仕入れるのが普通ですが、
うちらは農家に田んぼを続けてもらいたいので
それまでの価格より高く米を仕入れることにし
ました。なので食材費がとても高いのです。

森山氏　おにぎり定食のメニューは皆さんの家で昼
飯に食べているものとほとんど変わらないです
よね。

連河氏　そうですね。1,280 円という値段は高いと
思います。でも、安いか高いか決めるのは最終的
にはお客様です。「価格は経営」と言われますが、
安くても満足してもらえなければ評判は落ちる
し、儲からなければスタッフの給料も増やせま
せん。やる気が起きなければ笑顔も増えないで
す。当然ながらそのような店は潰れます。総じ
て飲食店で大切なのは食材の鮮度や美味しさは
もちろんですが、提供するものはスーパーに売っ
ているような単なる食材として、あるいはもの
としての価格ではなく、サービスも含めた価格
だということです。実際、1,000 円で始めた時も
高いと思ったのですが、お客様はどんどん増える

一方で、行列ができるようになりました。問題は、
行列ができ始めると満足度が下がるということ
です。待っている人がいると食べている人は落
ちつきません。誰しもゆっくり食べたいと思っ
ています。加えて、行列ができれば地域にも迷
惑がかかります。ですから、価格を上げたのです。
それでもお客様は減るどころか増えています。

森山氏　連河さんからまたこのあともお話をいただ
きます。南雲さんからコメントをいただきたい
と思います。

南雲氏　1,280 円のおにぎり定食は非常に驚きまし
たけれど、お客が来てしょうがないというお話
でした。どのように告知をして、お客様を集め
ているのというところをもう少し補足していた
だけますか。

連河氏　1,280 円は地元の感覚からすると高いと思
います。でもお客さんはものとしての価格だけ
を見ているのではなく、わくわく感やイメージを
買っているのです。そこで過ごす時間、空間や環
境、お店の雰囲気やサービス、居心地、更には
経営者の考え方や思想、ライフスタイルまで色々
なものを瞬時に感じとっているし、そこまでを含
めた価格なのです。それと、表記はしていません
が、「環境税」が入っているのです。田舎の美し
い景観は全て「手入れ文化」がもたらす賜ですが、
棚田は米をつくるだけではなく、生態系を育み、
景観をも育む社会的共通資本です。つまり、お
客様は食べることで間接的に地域に貢献するこ
とができる。美しい自然や景観を後世に残した
いと願う感情は、人間だけが持つ本能的なもの
ですが、そういった目に見えない気持ち良さも
得られる。そこが普通の飲食店とは決定的に違
うところです。僕らは目的が違うのです。飲食
店をやりたくて始めたのではなくて、棚田や景
観を存続させるための手段としてお店をはじめ
ました。しかも素人が。その挑戦に対して共感
する人がお客様となる。だから価格が高いと思
う人は来ないし、客層も非常に良いです。お店
の雰囲気が良かったり、笑顔が増えると必然的
に口コミも増えます。田舎の飲食店にはそうし
た目に見えない思想や空気感、あるいは仕組み
が大切だと思います。

　　また、農業をどう捉えるかですが、一つのビジ
ネスとして考えると、農家の人はお米をＪＡに
卸している段階で赤字になっていることに気が
付いていない人が多いと思います。つまり、卸
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値には人件費が入っていない。でも、これでは
後継者を育ちません。人がいなければ継続でき
ないのだから、そう考えるとやはり儲けないと
いけません。

森山氏　お客様が止らないというのは、情報発信を
何かうまくやっているのか、それともなぜか止
らないのか、それはどちらですか。

連河氏　いずれにせよ、HP は相当な影響力があり
ます。何をするにしても伝えなければ始まらない
し、来店するきっかけは WEB が中心です。なの
で HP も含めた WEB メディアはほんとに重要で
す。加えて、伝え方や考え方、それらを伝える
コピーやビジュアル一つ一つも大切だと思って
います。なので、僕たちは HP も自分たちで手間
暇かけて全て手作りしています。考えの基本と
して、僕たちは食を提供していますが、食堂は
あくまで地域を伝えるための手段であり、伝え
ているのは「環境」だということです。美味し
い水があって、美しい棚田があり、暮らしがあ
る。まずはそこが基本。その上で、ホタルが飛
び始めましたとか、カエルの合唱が始まりまし
たとかを日々伝えています。一つのおにぎりが
できるまでの暮らしや環境を伝える中に美味し
さが垣間見えるのだと思います。間違っても「美
味しいから食べに来て。」と言ったらダメなので
す。実際に食べてみるまで美味しいかどうかは
わからないし、味や匂いを WEB では伝えられま
せん。でも、雰囲気や香りなどは伝えられるし、
考え方だったり、日々の作業だったり、食べて
いる人の笑顔だったり、しずる感や雰囲気みた
いなものは伝えられる。

　　また、外から来る人たちが島に何を求めている
のかを色々考えた末に辿り付いた答えは、「島は
縁（よすが）」がだということです。ここが考え
方の基本でありキーワードです。「よすが」は島
の語源でもある言葉ですが、他に「えん」や「ふ
ち」、「えにし」ともいいます。いずれも人との「つ
ながり」を意味する言葉です。また、島は英語に
すると “Island” ですが、これは大陸的な見方であ
り、日本人にとっての「島」とはだいぶ意味が違
います。英語の Island は、「孤立したもの」ある
いは「孤立した場所」を指す言葉です。対して
島国に暮らす日本人にとっての島は感覚が逆で、
島は船を着ける「ふち」であり「拠り所」みたい
な意味です。もっとも、大都市に住んでいる人
からしたら日常的に島に住んでいるイメージは

ないと思いますが、日本は全てが島です。正確に
は国土の7割が海で囲まれた 6,200 の島々の集
合体、それが日本。西洋の人たちにとっての島
は離れ小島のようなイメージかもしれないけど、
島の人から見る島は拠り所みたいな所であり縁

（よすが）、平たく言えば「癒し処」。つまり、島
には癒しを求めて来るのだと思います。自然環境
だったり、美味しいものなど、何か元気になる
ようなものをみんな求めて来る。だから、その
ようなものを提供していきたいと思っています。
その１つの形がツアーであったりするのですが、
そうした日本人としての忘れた感覚を取り戻す
ために、カヌーで島から島へ自力で海を渡るこ
ともやっています。

森山氏　非常に示唆することが多いお話だと思いま
した。皆さんも 1,280 円だと高いと思うかもし
れませんが、この中には棚田の風景があり、しか
も小豆島までわざわざ来ているわけです。その
環境も含めての全部、よく言う話で、スターバッ
クスが良い例かと思います。コーヒーは 100 円
でも買えるお店がありますが、スターバックスに
行くと 400 円とか 500 円とかでコーヒーを飲む
わけです。ただ皆さんはコーヒーを飲むという
よりも、お店で過ごす時間だったり、雰囲気だっ
たり、そういったことにお金を払われると思うの
です。棚田地域でも全く同じことが言えるかと、
話をお伺いしていて思いました。

　　それでは続きまして、能登半島から来ています
多田さんに農家民宿のお話をしていただければ
と思います。

多田氏　去年は 12,000 人ほどのお客様に来ていだ
いて、そのうち 1,700 人が外国の方です。意外
なことに利用される方の１割強が外国の方です。
言葉が通じなくても、各民宿 47 軒は身振り手振
りのジェスチャーでお伝えして、喜怒哀楽を顔
に出し、体に出してコミュニケーションをして
います。言葉が通じなくても、向こうも一生懸
命伝えようとすることがすごく熱くなり、みん
な抱き合って写真を撮ったりしています。

　　私たち 47 軒は民宿ではありますが、自分の家
に帰ってきたようなおもてなしをするので、そ
れがお客様の心に伝わっていって喜ばれている
と思っています。

　　歌とお酒は世界各国共通だと思います。外国人
の方は最近日本酒好きの方も多く、宴会場には
輪島塗りの食器等を並べてお父さんが歌うと外
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国の方が大盃の日本酒を飲んで、今度その国の
唄を歌うとお父さんが飲むというコミュニケー
ションをお父さんが覚えて、外国の方にはおも
てなしをしております。

　　お料理は地元のもので私たちのところは山と川
でとれた料理を出しており、海の魚は出していま
せん。川もヤマメとゴリを囲炉裏で串焼きにし、
串のまま食べていただいており、山菜やきのこ
は一年中塩蔵しており、食べていただいており
ます。椅子もあるのですが、あえて日本風に座っ
ていただいています。私たちのところは昔ながら
の日本家屋で囲炉裏があり、外国の方にすれば、
うちに泊まると本当に日本に泊まりに来たとい
う感覚があって、それで好まれているのだろう
と思います。

　　また、うちのお客様はベジタリアンが多いので
す。肉をお出ししませんので、フキノトウをとっ
て、家の前でテントを張り、揚げて食べてもらっ
ていますし、秋はきのこをとって、テントの下
で天ぷらをお客様が揚げて食べていただいてい
ます。このスタイルはヨーロッパの方に好まれ
ています。

　　修学旅行は、今年は 250 人規模の学校が７回
来ていますので大変です。また、修学旅行で田
植えをしたいということで、一斉に裸足になっ
て植えてもらい、秋とれたお米を学校へ届けて
います。子どもたちは関東の方が多いです。こ
の修学旅行も今や学校では教育旅行としまして、

「子供たちに布団を敷かせてください。輪島塗り
のお茶碗など食器は自分で持ってくるようにし
てください。何でも手伝わせてください。」とい
うことを学校の先生が希望するのです。お金をい
ただいて、お布団を敷いてもらって、お茶碗を
持ってきてもらって、すごい楽な仕事だと思われ
ていますが、今お子さんが家で布団を敷いたり、
片付けたりということが無いそうです。

　　親御さんの中には、お爺ちゃん、お婆ちゃんと
囲炉裏で会話をしたり出来る修学旅行に行って
いる学校を選ぶ方もいるらしいのです。私たち
田舎の学校の修学旅行は、沖縄や東京へ行った
りしますが、都会の子は私たちの家庭の中で当
たり前のことをさせてくださいということです。
喧嘩もしますし凜凜しい子もいればそうでもな
い色々な子もいるのですが、あまり腹を立てな
い程度に教えてやるというのが、私たちの修学
旅行の仕事です。

森山氏　会話の中で輪島塗りの話が出てきたのです
が、私の方で補足しておきますと、輪島塗りは
高級感のある食器であることはもちろん間違い
ないですけど、能登では結構家々に冠婚葬祭用
に何セットかあったりします。それを出してき
ては使われているということです。逆に言うと、
あるものを使うということをされています。

多田氏　私たちの地域の中には、「私はもう使わな
いから。」と言って、使わない輪島塗りを持って
きてくださる方もおり、300 脚ほど集まってい
ます。ですから新たに民宿をする方にはこれを
お貸しするという形で、輪島塗りを使ってもらっ
ています。

森山氏　地域の輪島塗りがいっぱい集まっている状
況が作られているのですね。南雲さんにもコメ
ントをいただこうと思います。

南雲氏　今回のテーマである「温もり」人と人と
の交流の中でやはり一番大切なのは、心を通わ
せる、伝えるということだと思うのです。今
12,000 人のお客様の中の 1,700 人が外国のお客
様ということで、最初は怖いとか分からないと
思ったこともあったかと思うのですが、体とか
表情だとか、色々なものを活用しながら伝えよ
うとする、そういったコミュニケーションとい
うのを図っていて、温もり・交流というのを一
生懸命実践されているのだろうと思いました。

　　輪島塗りの話がありましたが、地域の宝を自分
たちできちんと把握して、活かして、周りの人
たちの協力体制というのがどんどん出来てきて
300 も集まってきているのです。47 の民宿があ
るということなので、200 人とか 250 人とかの
結構大きなお客様も集落で受け入れられるよう
になってきたというお話もあり、皆様でおもて
なしをされているのだと感じました。

　　もう１つ、「体験」というのがキーワードにな
るかと思いますが、外国の方が山菜をとられてい
たりして、ただ泊まるだけではなくて、地域の食
材に触れて、自分たちで収穫して、調理していた
だく。田植えをする、教育旅行する、日頃当たり
前のようでできていない思いをする、皿洗いを
する。そういった体験ができるのがすごく大き
な価値あるポイントではないかなと思いました。

森山氏　非常に先進的な事例だと改めて我が能登な
がら思うわけですけれども、このような形を波及
させているのが重要ですね。最初は１軒からの
スタートで、それが少しずつ広がり、10 軒にな
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り 20 軒になりと、軒数が増えたことについては、
のちほどご紹介いただければと思っております。

　　それでは次に、齋藤さんお願いします。
齋藤氏　住んでいるところに棚田があるということ

で、どのようなことを思っているかを少し伝えら
れたらと思っています、よろしくお願いします。

　　私は今住んでいる岩首集落より 10 キロぐらい
離れた佐渡市野浦に産まれ育ちました。小さい
頃から、山へ連れていかれ、家族で田んぼを作っ
ていました。当時は父・母・祖父母・曾祖父母
と姉で、私は双子なので、私は姉で妹の９人家
族で育ちました。両親と祖父母も仕事をしなが
ら家族みんなで田んぼを作っていました。私は
小さい時から連れて行かれて、田んぼに行けば
周りの友だちも同じ環境だったので、そこで遊
んだり話したりという楽しい時間を過ごしてき
ました。１日を通して作業をすることもあった
ので、お弁当を持って行ったり、おやつを持っ
て行ったりして、畦で家族と食べるおにぎりは
美味しかった記憶が今でも残っています。22 歳
の時に結婚し、今住んでいる岩首に嫁ぎました。
すぐに子供を授かり、2007 年に第１子の女の子、
第２子の男の子が産まれ、しばらくは子育てで
忙しく周りを見る余裕もなく過ごしていました。
少しずつ子供たちが大きくなると手を離れ、子供
と一緒に田んぼ作業を手伝うようになり、一緒
に田んぼに行くようになりました。実家の田ん
ぼは基盤整理がしてあり、時代と共に機械を買っ
たりして徐々に楽にはなってきていたのですが、
旦那の田んぼは変形田で手作業をするところが
多く、実家の田んぼと比べると不便さを感じて
います。しかし、子供と一緒に田んぼへ行くこ
とは楽しいことで、子供が畦で遊んでいる姿と
かを見ると自分が小さかった頃を思い出し、家
族と過ごす時間を大切にしていきたいと思うよ
うになりました。

　　今回この棚田サミットに関わる機会があって、
ここでお話をさせてもらっているのですが、私は
全然棚田活用に対して何もしておりません。全く
棚田ということも知らないくらいでした。私が棚
田というのが分かったのは、どこかに飾ってあっ
た、黒とピンクでデザインされた棚田のポロシャ
ツが可愛くてそれが着たくて、「棚田に関係ない
けど着てもいいの。」と聞いた時に、棚田に関わっ
ている人が、「私のところも棚田だよ。」と言うぐ
らいに棚田のことを全然分かっていなかったし、

興味もなかったです。
　　棚田があることで岩首の地域に色々な人が来る

ようになりました。岩首集落の中心には小学校
があります。その小学校は閉校になってしまっ
たのですが、その学校を有効活用しようという
会が発足して、棚田をはじめとした里山の耕作
保全活動や竹林整備を大学生や都市住民との交
流を行いながら、今は「談義所」といった拠点
施設として活用しているそうです。その中でも、
小さな集落で人との交流が無い中で、都会から
来たお兄さん・お姉さんとの交流が、子供にとっ
ては非日常的であり、とてもわくわくして過ご
しています。もうすぐ夏休みになるのですが、
夏休みになると大学生が大勢来てくれるのです。
そうすると親がいなくても談義所に遊びに行き、
大学生と１日遊んだり汗だくになって帰ってき
たりとかして、楽しい様子をいつも話してくれ
ます。そういう様子を見ると、親としては嬉し
いと思いますし、ありがたいと思います。

　　私自身は談義所活動には関わっていなかったの
ですが、４年前から横浜市立大学の料理部の人
が来るようになって、大概最終日には料理を作っ
て地域の方へおもてなしをしてくれるのです。そ
の中で子供と一緒に何かすることがあって、私も
大学生活をしていなかったので、その大学生との
交流がすごく楽しくて、いつもならできない経
験をその場でさせてもらい、楽しい時間を過ご
させてもらいました。私も自分で楽しいと思え
る場があることはすごく良いことだと思います。
楽しいところには人が集まって来るし、楽しい集
落であればいずれ自分の子供たちが岩首や佐渡
を離れたときに、また戻って来てくれるかとい
う思いがあります。岩首に来る大学生の人たち
がどのようなつながりで岩首に来てるか私は分
からないのですが、人と人とをつないでくれる
ところには、棚田があったり、談義所があったり、
里山の環境があるのだという思いがあります。私
は自分の子供には、自分の生まれ育ったところ
を好きでいて欲しいと思っています。それがこ
のような大学生との交流からでも良いかと思っ
ていて、そこから始まればと思っています。

　　私がこのサミットに参加しようと思ったのも、
子供たちに自分の住んでいる集落を好きでいて
欲しいと思ったからです。私は今住んでいる岩首
の田んぼも手伝いますし、実家の田んぼも手伝
いに行っています。当時は９人いた家族ですが、
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曾祖父母も亡くなり祖父も亡くなり、今は４人
しか家族はいないですけど、９人でやっていた
作業を４人でやるのはとても大変なことなので、
私も手伝いに行きます。新潟に嫁いだ妹も時期に
なると帰ってきます。それも生まれ育ったところ
が好きですし、楽しかった思い出があるので行っ
ているのですけれど、自分の子供たちも今の私
たちの歳になったときにそう思ってもらえるよ
うに、自分もこれから子供と関わっていきたい
と思っています。

　　明日は現地視察があるのですが、私の子供と学
校の子供たちも岩首のスタッフとして一緒にお
手伝いさせてもらえるということで、大勢の方が
岩首に行く姿を自分の子供たちが見て、どう思っ
てもらえるかが今すごく楽しみです。子供たち
が岩首と佐渡を好きで戻って来れるような地域
づくりをしていきたいと思います。

森山氏　「楽しさ」を次の世代に伝承する背景には
棚田があるのではないかとおっしゃっていただ
きました。南雲さん、一言お願いします。

南雲氏　交流ができたことで、最初はあまり興味が
なかった棚田に対して、非常に自分にとって大
切なものなのだという価値を知ったとのお話を
伺うことで、交流の温かさを教えていただきま
した。今のお話の中で「つなぐ」というものと「つ
なげていく」ことがすごく自分の中で腹に落ち
ました。人と人とを棚田がつなぐことと、今を
生きる皆様や先人たちが築き上げてきたものと、
今の自分から次の世代の子供たちに棚田の思い
をつないでいくことが非常に感じられました。

森山氏　最後のパネリストで、伝統文化の話が少し
入ってくるのかと思います。千田さんお願いし
ます。

千田氏　私は実家が横浜ですけれども、鼓童のコン
サートを観て演奏者になりたくて入ってきまし
た。今でも、鼓童の舞台に立ちたくて全国各地
から、人が集まってきています。

森山氏　すみません、今日は皆さん全国からいらっ
しゃって、鼓童はとても有名だと思うのですが、
知らない方もいらっしゃると思うので少し鼓童
の説明もしてください。

千田氏　「鼓童」の前身「鬼太鼓座（おんでこざ）」
が佐渡に生まれたのは 45 年前です。そのきっか
けは、当時学生運動がもう終わるか終わりかけと
いう時期だったそうですが、その時に、それまで
学生運動のリーダー格をしていた人たちの中に

田耕（でん　たがやす）さんという方がいました。
その方が今の自分たち若者がどこを目指すべき
かということで、運動から離れて全国各地を旅
したそうです。奄美大島から東北まで行かれた
と聞いているのですけれども、その訪れた中に佐
渡もあり、そこで民俗学者の宮本常一先生とお
話をする機会があった田さんは、全国を歩いた
中で、日本の縮図と言われる離島である佐渡を
面白いと思って、全国に呼び掛けて 20 代の若者
を集めようとしたそうです。それは元々職人大
学を作ろうという話だったらしいのですが、色々
なものづくり（手仕事）のためにもその資金稼ぎ
のために太鼓をやって、ちんどん屋で太鼓を叩
いてお金を稼いで大学を創ろうとしたそうです。
その音楽の公演の方は、資金集めができて職人大
学が創れたら、そこで解散するということで始
まったそうです。どうして和太鼓を始めたかと
いうと、それは全国の郷土芸能を見歩いて、そ
の素晴らしさに田耕さんはのめり込んだそうで
す。ただどこでも若者が土地を離れて過疎になっ
てしまって、祭りの芸能が衰退している、郷土
芸能は先祖返りをしなければいけないというこ
とを 45 年前の段階で思ったそうです。そこから
職人大学も創ってものづくりをし、太鼓も打ち、

「その地域づくりのための祭りもやろう。」と意
欲のある人たちを佐渡だけに呼びたいというこ
とだったそうです。

　　それに宮本常一先生も賛同してくださり、先日
亡くなった永六輔さんの深夜番組で全国の若者
に呼び掛けて、全国から 10 数人集まったのが「鬼
太鼓座」のはじまりなのです。鬼太鼓座自体はそ
の後 10 年で分裂してしまって、「鼓童」と名前
を変えて佐渡に私たちの先輩が残りました。鼓
童を発足して今年で 35 年になります。鬼太鼓座
時代は 10 年間やりました。そのうち和太鼓は当
時そんなにやっているグループも無かったもの
ですから、その当時の都会から来た若者たちが、
全く新鮮な思いで佐渡の暮らしとかの中で郷土
芸能を学ぶわけです。その素晴らしさに目覚め
ていって、音楽、芸能をやる方が面白くなって、
軌道に乗り、職人大学の方はいつの間にか立ち
消えになり、和太鼓の公演活動だけが残っていっ
たという歴史を聞いております。

　　鼓童というグループは国内でも海外でも公演を
やっていますが、私は東京でそれを観まして、エ
ネルギーをすごく感じました。そのときの鼓童は
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表現、各地の郷土芸能を元にした舞台用にアレ
ンジしてもらった曲をベースにやっていたので
すが、そこにものすごく生きるエネルギーを感
じ、この人たちは「何者なんだろうか。」と、佐
渡を拠点としていること、毎回わざわざ海を渡っ
て公演活動をしているところにすごく興味をも
ちまして、「私もあの舞台に立ちたい、この人た
ちの考えていることを知りたい。」と思って佐渡
に渡ってきました。

　　研修所というのをおいて、舞台には６年ぐらい
立ち、その６年間のうちに岩手をはじめ、各地
の郷土芸能に出会うことができました。しかし、
そのうち自分が舞台に上がるために習いに行っ
ているということがすごく苦しくなりました。他
所の土地に３日～４日、「この芸能を教えてくだ
さい。」と言って習い、それをアレンジして舞台
に上がって、お客様からお金をいただくことが、
その土地の方とお付合いを深めれば深めるほど、
苦しいことになってしまいました。それで私は
佐渡の方に受け入れてもらい、「うちの祭りの稽
古に参加しないか。」などと言ってもらえる機会
も増えてきました。そのような機会が増えてく
るにつれて、自分たちは鼓童の舞台を観ていた
うちは、芸は単なるパフォーマンスとしか受け
取れなかったのですが、佐渡に暮らすようになっ
てから、地元の郷土芸能をしている方とお付合い
し、その背景にあるもの、この芸能はその先人が
生きるために土地の生活に必要であった、コミュ
ニティーの維持に必要なこと、その編み出され
てきたものの背景が分かってきて、そちらの方
にものすごく興味をもち始めました。舞台活動
をやっていると、佐渡の祭りのサイクルの中に
どっぷり浸かって芸能を習うことができないの
で6年で舞台をやめました。佐渡の人と一緒に、
お祭りの稽古期間からお祭り当日までどっぷり
過ごさせてもらうことになったのが 20 年ぐらい
前です。佐渡の祭りが私にとって大切なものに
なりました。私が舞台を降りても 20 年以上経っ
てもずっと佐渡にいるというのは、佐渡にはこ
の生活に根ざした素晴らしい集落の祭りがあっ
たからです。

　　佐渡の中に 120 の鬼太鼓（おんでこ）という
団体があります。それぞれ隣りの集落で少しず
つ違うのですけれども、プラスその他の形態の
ものも合せると 170 ぐらいあると思うのですが、
だいたい他所の土地でいう保存会というスタイ

ルが無いのです。年に１度、４月の祭りでしたら、
その前の２週間だけその祭りの芸能のための稽
古をする。祭りが終わったら来年の３月まで、も
う芸能には関わらない生活の中にある芸能なの
です。その魅力にはまり芸能を習っていくうち
に、この方たちの芸能の元は、岩首の田んぼで
あり、その循環というのでしょうか、先人から
伝わってきたものが大事にされて祭りがあって、
集落を維持するために協力し合っています。私は
年に一度の祭りのことを、「喜びの爆弾が爆発す
る。」としか言いようがないのですが、佐渡の祭
りを大事に思って今まで過ごしてきております。

　　鼓童の取り組みとしては、鼓童の人間は佐渡の
方とお付き合いする中で知った祭りの素晴らし
さを、佐渡の方とお付合いするうちに、本当に
若い世代にも伝えていきたいことで、今、鼓童
の舞台に上がるのはメンバー養成を２年間の研
修所で行うことをしています。齋藤さんが住ん
でいらっしゃる岩首の隣りの隣りの柿野浦とい
う集落で、廃校になった学校をお借りして研修
生が２年間の修行をしております。その場で鼓
童の舞台に立つ者は、そのような日本人の今ま
で先人の営みを理解し、体験的ではあるのです
が、田んぼもほぼ手作業でやってみることをし
て、稽古がメインなのでそこまで農作業の時間
を取れないのですが、苦労を一通り２年間味わっ
てみて、自分の手を掛けたお米がどれだけ美味
しいのか、土地の水がこれだけきれいだから美
味しいのだということや、そのような実感をもっ
て打った人の太鼓の音の豊かさを信じて、鼓童
の舞台人養成に伝えていくことで、向かってい
ます。このような山間地に研修所を開設して、
２年間２年制の研修所になってから 20 年近くな
ります。修行をしてそこから経て舞台に立つ者
もいますし、残念ながら舞台の試験に落ちて地
元に帰る者もいるのですけれども、それを経験
した人たちは地元に帰ってもタフで活躍できる、
地元の良さを見つめ直す視点を持つことができ
るような、人材を育成して送り出せているので
はないかと思っております。

森山氏　昨晩千田さんから送られてきた YouTube
の動画サイトで拝見したのですが、研修所の様
子がすごいですね。

　　今日いらっしゃっている皆さんのそれぞれの
地域にはそのような芸能があると思うのですが、
背景にある自然、棚田であったり、里山だった
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り、信仰だったりを含めて教育をしていく場所
になっており、すばらしい取り組みだと思って
います。南雲さんにコメントをいただこうと思
います。

南雲氏　鼓童の公演は、１年間のうち約３分の１を
海外で公演をしていらして海外の方には佐渡イ
コール鼓童というぐらい、とても名前の知られ
ている太鼓芸能集団です。何で鼓童がこんなに
本物か、心に響くのだろうかとずっと思ってい
たのですが、いつも拝見する度、命を削って太
鼓を叩いているのではないかと思う位の迫力で、
観ると涙が溢れてしまうのです。これはいったい
何故なのだろうと思っていたのですが、千田さん
がおっしゃたように、最初はちょっとそこの文
化に触れただけで、なぜかパフォーマンスで気持
ちが悪かった。そこで自分たちがしっかり地域
に入ることで、背景を本当に自分たちが学んで、
演じ得たからなのだと感じたのです。佐渡にお
ける背景、先ほどから太鼓も 120 の集落で鬼太
鼓があると申し上げましたが、ただ単に鬼太鼓
がイベントのように舞っているわけではなくて、
田植えと稲刈りの時期に行うということ、大切
な命を育んでいただいている田んぼに非常に深
い関わりがあるのです。そのような背景・ストー
リーが重要なのだと今回改めて感じました。

森山氏　改めて、発掘段階のキーポイントは何だろ
うということで、皆さんのお話にあったのです
が、皆さん気付きましたか。４名とも実は何か新
しいものを創作するよりは、どちらかというとそ
の土地に元々あるものです。芸能もそうですし、
農家民宿の輪島塗りもあるものが使われている
だとか、あるものを活用するのですが、多分皆
さんの地域にもあると思います。それが発掘さ
れるかされないかの、「この違いって何なんだろ
う。」というのが、結構皆さん気になるポイント
かと思います。

　　まず連河さんにお伺いしたいのですが、最初に
ここの棚田を見て、「ここだ、ここに体験をもっ
てこよう、見るだけでなくおにぎりを作ってやっ
てみよう。」となったのではないですが、ご自身
は外から入った者として、この発掘をするとき
に、何かこれだと思った瞬間があったのか、また
は誰か刺激になる人がいたのか、そういったと
ころで発掘のときに実はこのようなことがあり
ました、ということがあればぜひお願いします。

連河氏　一番は、「そこにしかないものって何だろ

う。」ということです。外から来る人たちって、
やはり食べ物は特にそうですが、土地ならではの
ものが食べたいし、旬なものが食べたい。昨日
佐渡を回って、たまたまイカ釣りの基地が北の
方にあり行ったら、「今年はイカがとれないんで
すよ。」と言いながらイカを焼いてもらって、す
ごく美味しくて、大満足でした。やはりそこに
しか無いものがキーワードです。

　　僕が島に来たときに色々教えてもらったこと
は、「観光という言葉の意味を知ってる？」と言
われました。知っていらっしゃいますか？　観
光と一般的によく言いますが、「国の光を観る」
という意味です。国というのは国家ではなくて、
地域のことです。地域にある暮らし、知恵、伝統
とか、そこにしか無いようなもの、その国・地域
にしか無いものの「光」（良いところ）を伝えて
いくことが「観光」になっていくのです。観光
地を作ることではなくて、暮らしを伝えていく
ことが一番大事なことで、観光地を作っても暮
らしと通常は切り離されているのです。観光客
がそこに来て観光地を見て帰っても、１回は来
ても２回は来ない。それをつないでいくのは何
かというと、人でしかない。先ほど多田さんの
話にもあったのですけど、外国人が来るから英
語で伝えなくてはいけない。これは多分失敗し
ます。僕らのとこにもたまに外国人が来ますが、
最低限の簡単な英語だけで、ほとんどは日本語で
伝えます。その方がおもしろいからです。何を
伝えようとしているのか、相手を思い一生懸命
伝えること、そして伝わることが楽しい。総じ
てどれだけ感動してもらえるか、喜んでもらえ
るかが肝心です。観光系の人たちと話していて
感じるのは、統計データだけ観て話している人
が多い。それは結果論であって、中身が大切です。
どうやって楽しんでもらうかは、どのようなお
もてなしをして喜んでもらうか。結果的にはそ
こに数字が付いてくるだけです。

森山氏　「観光」という言葉の意味は興味深いです
ね。ここでいう「光」は政治のやり方が良いとか、
農業経営システムが良いとかということまで含
みます。まさに暮らしを伝えることが観光だと
いうことです。そこに人が介在しないと、人で
しか伝えられないものがあることが大切です。

　　多田さんは春蘭の里でたくさんの人をこれまで
受け入れられていると思います。先ほど 47 軒あ
るということでしたが、１軒だけでは暮らしを
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たくさんの人に伝えられなかったと思うのです。
47 軒に広げていく過程でご苦労もあったと思い
ますし、ある意味棚田や里山での暮らしというも
のを発掘していくときに、先ほどの議論からす
ると、発掘より先にものはもうあるわけですか
ら、それを使える人を用意することの方が大変
だったのかと想像します。どのように広げていっ
たのか、そこでも苦労がおありだったと思いま
すので、話せる範囲でお願いします。

多田氏　まず「農家民宿をやりましょう。」と言っ
ても、ご主人は気が乗るんですけど奥様が「私
の料理なんて食べる人はいないし、家も片付けな
くちゃいけないし…。」とか言って奥さんが引く
のです。でも決定したあと、試しに１回やると
おもしろいのです。ある地域にも「民宿をやり
ませんか。」と言って話してきたら、「私は民宿
をやらなくても食べていけるから。」と言ったと
ころもあるのですけど、民宿をやっているのが
楽しいのです。生徒さんとのやりとりも楽しい。
意外と言葉が通じなくても何か楽しいのです。そ
こに利益を求めるのではなくて、文字通り私た
ちは地域おこしをしているので、そこに住む人々
がお客様を迎えて楽しければ、お客様も楽しい
のです。そのようなことで「一歩踏み出してく
ださい。」ということを常々言っています。

　　あとは鬼太鼓の話も出ましたが、能登はキリコ
が有名です。御神輿の前を照らす行灯です。そ
れを田植え体験の他にキリコを担ぐ体験という
のがありまして、大工さんが小さい、中学生が
担ぐぐらいのキリコを 10 基ほど作りまして、Ａ
の小学校と書いて、次の時にはＢの小学校と名
前を替えて、それを担ぐのです。笛や太鼓は地
元のお爺ちゃんがやって、今の発掘です。それ
で東京の子供たちが、能登のキリコを担ぐので、
とにかく喜ぶのです。そのようなお祭りに参加さ
せると地域のお爺ちゃんが頑張れる。それから
もし雨が降ったら、雨が降った時の対応で体験
をさせる。爺ちゃんや婆ちゃんの知恵袋で、屋
根のあるところで草鞋作りなどをすることもや
ります。民宿をできない人には違う労働を提供
してもらったりして、とにかく楽しもうという
ことでやっております。

森山氏　楽しいからこそ巻き込めるし、楽しいから
こそ巻き込まれたくなる、参加したくなるとい
うのかと思います。これはもしかすると齋藤さ
んファミリーが今談義所に行くようになったの

と同じで、楽しさが大事なのですね。
齋藤氏　そうです。子供が楽しそうなのを見て、じゃ

あ私も行ってみようかということになります。
森山氏　「楽しさ」がもしかすると発掘のキーワー

ドになってくるのかと感じました。そこで楽しさ
は人でしか伝わらないという連河さんの話もあ
りましたが、楽しさを伝えてくれる人をどのよう
に地域の中で説得していくかというところには、
掛け合わせ、相互補完性と言いますか、そのよ
うなことがあるのかと思いました。楽しいから
人が参加するし、人が参加するから楽しいとい
うような、好循環が地域に生まれているのでは
ないかと思っています。

　　もう一つの発信の段階ということで、連河さん
の HP が結構重要であるという話をされていまし
たが、いかがでしょうか。

連河氏　入口として HP は重要です。ただし、イメー
ジを先行しすぎると、現地へ行ってがっかりす
るケースもあります。だからそこそこでいいの
です。キレイに作り過ぎるとマイナスになるこ
ともあるし、いかにも業者がつくりました的な
ものは最悪です。業者任せはダメです。都会の
人が田舎に求めているものは、ふる里とか癒し
とか素朴とかの温かさです。だから、下手でも
できるだけ手作り感が出ていた方がいいし、味
があるかどうかが重要です。キレイな WEB サイ
トよりも、ワクワクするようなものや、田舎の
人の人間性が透けて見えるようなものなど、リ
アリティーがあるかがとても大切な要素です。

　　また、お客様は最初から来たわけでなく、徐々
に増えていきましたが、大切なことは、まずは一
人のお客様を大切にすることです。一個人に対し
て自分たちにできる最大限のおもてなしをして
喜んでもらう。そしてそれを繰り返すと、お客様
はいつの間にか増えていくのです。加えて、夢や
ビジョンを伝えていきました。僕たちの事業は
島をどうにかしたいという切実なところから始
まっているので、一生懸命思いを HP に書きまし
た。そうするとまず誰が動くかというと、メディ
アが動くのです。メディアはおもしろいネタを
探しているのです。なぜこのようなことを始め
たのか。ビジョンやストーリーを描くと、メディ
アがおもしろがって取材に来るのです。ちなみに
うちは観光系の雑誌にはほとんど掲載されてい
ますが、実はお金を出して広告を掲載したこと
は一度もありません。全部勝手に来て、勝手に
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紹介してくれるのです。広告ではなく全て取材
記事なのです。それを見てお客様が来てくれる。
感動した数ほど口コミは広がっていきます。

　　それと、今はスマホの時代ですが、これはかな
り重要です。お客様は来て何をするかというと、
まずスマホで写真を撮ります。それで、撮った
写真は Facebook や Instagram にタグ付けして投
稿します。着いたらまず撮って「来たよー。」と
いう写真を出したいのです。次に「今日のランチ」
これもほとんどの人が写真に撮ります。つまり、
HP や WEB 媒体はある意味旅のきっかけでもあ
り、追体験でもある。だから、撮りたくなるよ
うなメニューや景観・風景とか、写真を撮りた
くようなシーンを意識しています。うちは月に
300 件くらいの投稿があるのですが、Instagram
なんかは勝手に増殖しています。

森山氏　今の時代に SNS（ソーシャルネットワーク
サービス）という言葉がありますけども、有名な
のは Twitter や Facebook、Instagram などがあり
ますが、スマホやパソコンでできる情報発信の仕
方です。自分がそれをするとリツイートとかす
るのですが、一気に多くの人に拡散する方法が
あるのです。それで自分が発信したら自然とい
つの間にか広がってくるのが起こり得る時代に
なっているかと思いますし、これまではマスメ
ディアがその役を担ってくれたのかと思います。
その他の方法論が出てきているのかと非常に感
じているところであります。

　　ちなみに、千田さんの鼓童の活動も逆に世界に
大発信をされているわけですが、研修所の方の背
景だったり佐渡のことというのは、先ほどの南雲
さんのお話にもありましたが、鼓童と言えば佐
渡、佐渡と言えば鼓童という状況になっているこ
ともあると思うのですが、何か情報発信の時に、
地域の事だったりを発信されているのですか。

千田氏　公演にまつわる情報も発信するのですが、
その中で鼓童が大事にしていることは先ほど申
したようなことです。例えば、以前鼓童が三宅島
の太鼓の曲をアレンジしたものをずっと昔から
海外でも公演していたのですが、アメリカの太鼓
グループの中で、それがパフォーマンスとしてお
もしろいというおもしろ味だけでアメリカの中、
オリジナルとはかけ離れた雰囲気でものすごく
広まってしまったのです。それは何ら背景も無
いパフォーマンスだったので、これはまずいと、
今までこの太鼓が生まれてきたところをよく理

解してもらいたいので、全米から太鼓打ちのプロ
や愛好家が集まる会議の時に、その三宅島の方
をお連れして、色々なお話をしていただいたり、
ワークショップをしたりとかで、日本人が生活の
中で生み出してきたものを理解してもらいたい
ということを、特に気に掛けてやっております。
その発信を鼓童メンバーの誰もがしようとして
います。

　　またそのように通ってきて、今日このあとの全
体交流会に、佐渡の春日鬼組の芸能があります
が、そこにアメリカの太鼓打ちの人たちが 10 年
通い詰めて、この春にとうとうアメリカでの活動
を許されることになりました。佐渡の鬼太鼓とい
う芸能がアメリカで、その地域の単なるパフォー
マンスとしてだけでなく、きちんと地域コミュニ
ティーを作り上げるものとして理解され、継承
するという形で伝わったということであります。

森山氏　世界的に発信をするときには色々な工夫が
非常に必要で、その時にはきちんと背景が必要
で、理解をしていくのはベースなり、強みにな
るのかと話を伺っていて思いました。

　　最後に齋藤さんにお願いしたいと思います。先
ほど子供たちへの思いを少し語っていただいた
のですが、今日こうやって多くの方の前で、「楽
しい」というキーワードを出してくださいまし
たが、どのような楽しさを感じてもらっていっ
たらいいのかということや、子供たちは、まだ
10 年ぐらいは岩首に住んでいると思いますので、
これから 10 年、どのような経験をしてもらいた
いか一言もらえたらと思います。

齋藤氏　楽しい集落にするには親たちは頑張らなく
てはいけないし、周りのお爺ちゃん、お婆ちゃ
んも子供と一緒に楽しんでほしいと思います。
岩首にも鬼太鼓があるけど、それをみんなでやっ
ていく、つないでいくというのに関われると子供
たちも楽しいのかと思います。親がいなくても、
それでも地域の人が一緒になって教えてくれる、
そのところが楽しい。終わればみんなで話なが
らジュースを飲んでというのが多分子供たちも
楽しいと思います。田んぼの作業も、おっちゃん・
おばちゃんたちと一緒にしゃべりながらやって
終わるのが子供たちは楽しいのかと思える。人
とのつながりをできるだけさせてあげて、「この
ようなところが楽しいんだよ。」と思えるように
していきたいと思います。

森山氏　今のお話にあった通り、「楽しさ」には必
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ず人が必要だし、そこには地域のお爺ちゃん・お
婆ちゃんがいて、最近は棚田があることで人が
外からもやってくる、外からやってきた人たち
が仲介役になってくれることで、その良さがさ
らに伝わってくるという話だと感じました。

　　あえて議論を少しふんわりしたままにしようと
思います。本日議論した内容を自分たちの地域
もここは真似できるなというところがたくさん
あると思います。最後にコメンテーターの南雲
さんにコメントをいただきたいと思います。

南雲氏　先日、本屋さんに行きまして『死ぬまでに
行きたい！世界の絶景』という素晴らしい本を
手に取りました。その中に棚田が何と３カ所も
紹介されていました。残念ながら佐渡は入って
いなかったのですが、山古志と大山千枚田と浜
野浦の３箇所が素晴らしい写真と一緒に掲載さ
れていました。そもそも棚田はものすごい資源
なのです。自分たちがいつも生活しているので、
これがすごい資源だとなかなか気が付かないの
ですけれども、そのぐらい思いの強い人たちが
たくさん興味をもって見ている素晴らしい資源
です。その資源に地域の人たちの誇りをもつと
その資源は、地域資源に変わります。棚田が好
きで好きでしょうがない、人との交流で棚田が
好きになった齋藤さんもそうです。とにかく地
域の人が誇りをもって棚田を愛している人がい
ることが重要です。ただ地域資源のままではな
かなかお金を生みません。お金が主軸ではない
のですが、お金が無いと生きていけませんし、
次の世代につなげていけないのです。そこでお
金が回る、経済を循環していくということには、

「観光」というのをぜひ活用していただきたいと
思っています。資源に地域の人
たちの誇りが入ると地域資源に
なります。その地域資源に観光
を活用してお金を回していただ
くと、それは観光資源になりま
す。今回連河さんのおにぎり定
食が 1,280 円だったりとか、多
田さんの民宿が 47 軒も活動を
されていることも、最初に地域
にお金が入るということが地域
を守っていくためにも非常に重
要なことだと思いますので、こ
のような今日のことを少しでも
参考にしながら、明日からちょっ

と変えていただけたらありがたいと思います。
　　今回佐渡市から参加させていただいております

ので、佐渡が全国棚田サミットで皆様をお迎え
するのにあたり、棚田地域だけではなくて各地
域が一生懸命色々なことを考えました。小川と
いう地域では通常７月の下旬から８月の上旬に
満開を迎えるヒマワリを１か月早めに種を蒔き
まして、今がちょうど見頃です。明日 15 日の交
流プログラムで尖閣湾の方に行かれる方、もし
くは明後日の姫津のイカイカ祭りに参加される
方は途中通りますので、ぜひヒマワリを見てく
ださい。また、両津という地域では「佐渡バル」
というチケットを３枚１組 2,200 円で販売して
いまして、飲食店では「ワンフードとワンドリン
ク」を、旅館では「温泉とワンドリンク」とい
う形で皆様をおもてなしさせていただきたいと
頑張っておりますので、ぜひ佐渡を楽しんでいっ
てください。

森山氏　素晴らしいコメントを最後にいただきまし
て、今日のテーマとバッチリ合いました。皆さん
の地域は間違いなく資源があると思います。資
源が発掘できてくると地域資源になる、その発
掘できた資源を発信できていくとそれが観光資
源に変っていく、この段階が必ずあるのですね。
この段階の中で自分たちの今の状況はどこなの
だろうと、ぜひ帰ったら考えてみてください。そ
したら、まずやらないといけないことがきっと
見つかるのではないかと思います。帰って実践！
これができる第３分科会であったら嬉しいと思
います。これをもって第３分科会は終了します。
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座　長：中 島　峰 広 氏（NPO 法人棚田ネットワーク代表）

・A グループ
椹
くぬぎ

平
だいら

棚田保全活動推進委員会 、中沢棚田保全会、佐渡棚田協議会、 
NPO 法人 十日町市地域おこし実行委員会、鞍

くら

掛
かけ

山麓千枚田保存会、 
鬼
おに

木
き

棚田協議会
・B グループ

NPO 法人 大山千枚田保存会、小倉千枚田管理組合、姨
おば

捨
すて

棚田名月会、 
NPO 法人 恵那市坂

さか

折
おり

棚田保存会、つづら棚田を守る会
・C グループ

鴨川市川代集落、輪島白
しろ

米
よね

千枚田愛耕会、NPO 法人 せんがまち棚田倶楽部、
NPO 法人 明日香の未来を創る会、伊

い

折
おり

集落営農組合、稲
いな

倉
ぐら

棚田保全委員会

中島氏　今年は 17 団体にご参加をいただき、3 つ
のグループ A、B、C と分けました。A はオーナー
制度を行っていないところでどちらかというと
米の販売を中心とした活動を行っているところ
です。B、C は棚田オーナー制度を長く行ってき
たところで、地理的なバランスなどを考えて分
けました。

　　まずは、A グループは十日町の山本さん、B グ
ループは恵那市の田口さん、C グループは明日香
の濱田さんに、取り組み紹介をしていただきま
す。その後、3つのグループに分かれて意見交

換をしていきます。
　　A グループでは、お米の売り方などについて話

していただきましょう。B、C は長年にわたって
オーナー制を行っているところですので、マン
ネリ化など長く続いたことで出てくる課題を中
心に話していただきます。その後、グループで
話されたことを共有したいと思います。

　　では、十日町市地域おこし実行委員会代表の山
本さんです。
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事例紹介 A：NPO 法人 十日町市地域おこし実行委員会（新潟県十日町市）
山本氏　十日町市地域おこし実行委員会の山本で

す。十日町市地域おこし実行委員会は新潟県十日
町市の池

いけ

谷
たに

・入
いり

山
やま

集落というところにあります。
平成 16 年に中越大震災という大きな地震があり
ました。これをきっかけに、東京に本部がある
J
ジ ェ ン

EN という国際 NGO から市に入っていただきま
した。東京でボランティアを募集してもらって、
年間を通じて定期的にボランティアを派遣して
いただくという仕組みが作られました。これを
きっかけに都市交流が進みました。

　　もともと高齢者が多い集落でしたので、震災を
きっかけに四百数十年も続いた集落がいよいよ
終わりかという状況だったのです。昭和 30 年に
は 37 軒、211 人の記録がありました。一時、6
軒 13 人にまで減りましたが、現在では 10 軒の
23 人にまで回復している状況です。震災をきっ
かけにボランティアとの都市交流が進んだため
です。

　　魚沼産コシヒカリのはざ掛け米を「山
やま

清
し

水
みず

米」
というブランドで販売しています。1kg 650 円
で、思うように販売は増えないですが、年間 10
トンくらい出ています。直接お米屋さんとの取
引もあり、ＪＡさんに出すよりもはるかに高い
値段で取引しています。

　　もともと主役の高齢者は現在では 80 歳前後に
なっています。移住者を受け入れないと集落は
存続できないとはっきりしていました。

　　そこで、分校を市役所から借りて、改修し、ボ
ランティアの拠点としました。地元の行政から
のお金はほとんどもらわず、
色々な仕組みを駆使して改修
しました。

　　 移 住 し て き た 若 者 は、 平
成 22 年に地域おこし協力隊
として家族3人で移住してき
た 方 が 第 1 号 で し た。 翌 年
に 23 歳、24 歳の若い独身の
女性が移住してきました。ボ
ランティアで通っていた方で
す。昨年、新規就農者研修住
宅を 1,600 万円かけて自前で
建てました。これを作ったこ
とで、29 歳の若い男性が1人、
移住してきました。職員とし

ての採用です。
　　また、去年1年間、インターンで来ていた若い

男性が地域おこし協力隊に任用されて、池谷集
落に住んでいます。今年、新たにインターン生
が愛知県から来ました。整体をやっていた方で
すが、彼は来て1か月もしないうちに「インター
ン後もここに住みたい、田んぼをやりながら、
整体の仕事もしてここに住みたい。」と言ってく
れました。最初に入ってきた家族に、その後第 2
子、第3子が生まれ、5人家族となっています。
その他に集落に田舎暮らしをしたいと入ってき
た若い女性が結婚し、子供さんがいます。小さ
い集落に 23 人中、子供が5人もいますので、子
供の割合が全国平均よりずっと高いです。80 歳
を過ぎたお年寄りたちが、体を壊し、私たちも
農作業を頼まれる状態です。ギリギリの状態ま
できていましたが、おかげさまで若い人材が揃っ
てきました。お年寄りもかなり安心している状
況です。

中島氏　まさに奇跡の集落ですね。
山本氏　ある大学の先生がそういう名前をつけてそ

のように呼び始めました。
中島氏　米の売り方が特徴的ですから、参考になる

と思います。
　　次は、恵那市坂折棚田保存会の代表の田口さん

です。
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事例紹介 B：NPO 法人 恵那市坂折棚田保存会（岐阜県恵那市）
田口氏　恵那市坂折棚田保存会の田口です。第9回

の棚田サミットは恵那市で開かれました。私は
平成 16 年から代表をやっています。20 年も経
つと色々と考えることがあります。

　　棚田は、条件は悪いですが、何百年と守られて
きたわけです。昔は手作業でしたが、今では小
さな機械を使って棚田を守っています。

　　私たちが子供の頃の景色を守るにはどうした
らよいかと考えると、大事なのは里山周辺に住
宅があることではないでしょうか。人が住んで
いないと、景色は守れない。石積みの棚田です。
たまたま手ごろな石が出るので、それを処理し
てつくられてきましたが、50 年も経つと崩壊す
るのです。昔の人はすぐ直したのですが、今は
やりません。壊れたらそのままです。
技術もないし、人もいないからです。
これをなんとかしないといけません。

　　サミットが契機になって、地元の
人たちの中に、「自分たちの棚田がよ
いところなのだ。」という認識が広が
り、知名度も上がりました。このこ
とは、そこに住みたいということに
つながるのです。実際、「お金がなく
てもゆとりのある生活がしたい。」と
何人か移住してきました。

　　棚田の周囲は、昔は柴を草刈り場として肥料に
したものです。これが何百年も続きましたが、最
近は化学肥料ができたのでその必要がなくなり
ました。草刈りが無くなると、荒れてくるのです。

「そこに住んでいる人だけでは棚田を守れない、
都市からの応援を得たい。」と考えています。

中島氏　都市の力を借りても大変だということでし
た。拠点がないとなかなか都市住民との交流は
上手くいかないようです。

　　それでは、3 番目が明日香の未来を創る会の濱
田さんです。実は濱田さんは地元の農家さんでは
なく、都市住民です。これがまた特徴があります。
明日香は歴史の古いオーナー制度を行っていま
す。よろしくお願いします。

事例紹介 C：NPO 法人 明日香の未来を創る会（奈良県高市郡明日香村）

濱田氏　ご紹介いただいたように、明日香の未来
を創る会の事務局長を担当しております、濱田
です。大阪市内に在住しています。明日香村は
南北に長い奈良県の北西部にあります。人口は
およそ 5,500 人、面積は 24㎢です。明日香村は
1972 年高松塚の古墳の壁画が発見されてから一
気にメジャーになりました。しかしながら埋蔵文
化財ですので、あまり関心を呼びません。観光
客は年間 50 万人ほどです。飛鳥川という川の河
岸段丘に作られた棚田があります。枚数は 315
枚ほど、面積は 10ha の小規模なものです。オー
ナー制度は 1996 年からスタートし 21 年目です。
棚田が荒れ始めた理由は皆さんの地域と同じと
思います。

　　当時の村長から特別にミッションを受けた役場
の職員が非常に熱心に村民を説得し、オーナー

制度開始にこぎつけました。これが棚田ルネッ
サンス実行委員会のスタートです。

　　全国で2番目だったので、オーナーさんがどん
どん集まりました。毎年拡大し、一時は 80 区画
となりました。年間4万円ですから、実行委員
会の収入は 320 万円。他にも畑オーナー制度も
ありましたので、500 ～ 600 万円の収入があり
ました。ところが、棚田オーナー制度が１つの
ビジネスモデルとして確立しますと、色々な地
域でオーナー制度が採用されるようになります。
ビジネスとして競争が激しくなり、近くに他の
地域があると、そこに人が集まっていきます。
日本の人口全体が増えませんから、当然オーナー
の数も減ってきます。当初は地元の皆さんだけ
で熱心にやっていましたが、このままでは継続
が難しいという状況になりました。NPO にした
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方がいいということで、6年前に NPO 化
しました。そのおかげで、我々が運営に
関わらせていただくようになりました。

　　ところが、20 年以上もやっていますと、
色々な所に制度のほころびが出てきます。
関わっている人もどんどん変わってきま
す。中にはリーダーとしてふさわしくな
い方が代表になることがあるわけですか
ら、停滞することもあります。「もっと頑
張って一緒にやろうよ。」ということで、
色々な取り組みをやっています。１つは
皆さんもやっていらっしゃると思います
が、田植えや、稲刈り体験などを、一般の方を
募集してやっています。こういった成果が実り
まして、大阪市内からの中学2年生が職場体験
学習で、200 人ぐらいが 2 年続けて来ています。

　　それから、我々の明日香の未来を創る会という
名前には、「オール明日香」、つまり明日香村全
体でやろうという願いがこめられています。今
は明日香村の商工会とコラボレーション事業を
やっております。インバウンドでたくさん来ら
れる外国人の方にオーナーになってもらおうと
いうことです。富裕層をターゲットにしていて、
普通のオーナーさんが4万円の所、7万円をい
ただこうと、来年は少し商工会と連携して、も
う一回栄光を取り戻そうと頑張っています。

　　一つの課題は、我々は村外の人間ですから、「あ

れをやりたい、これをやりたい。」と思っても、
地域の人たちと一緒に考えないことにはうまく
いきません。やはり地域の中から地域全体を引っ
張ってくれるようなリーダー、NPO の代表とし
ての資質を持ったリーダーが現れることを望む
わけです。これもただ待っているだけではしょう
がないですので、「棚田の保存を私たちと一緒に
やろうよ。」という呼びかける機会を作って発掘
し、次世代の人を巻き込んでいければよいと思っ
ています。とはいうものの、やはり百姓の作業
というのはマンパワーです。人がいないとどう
しようもありません。これからの人口減少社会
では、地域の自助努力だけではどうしようもな
いこともあります。ですから、我々も一生懸命、
命ある限りは尽くしていきたいと思っています。

グループ別 意見交換の要旨

＜ A グループ＞
・組織における後継者の不足、リーダーの育成が課

題である。
・運営資金の獲得方法を工夫するべき。
・棚田米販売についてはブランドの確立やＪＡ以外

の販売先の確保の努力を続ける必要がある。
・小口にするなど販売方法の工夫が必要である。

＜ B グループ＞
・管理の担い手がいない。若者だけよりも、退職後

のシニア世代をターゲットにするのが有効的で
はないか。

・取り組みではボランティア活動から脱却し、事業
化が重要である。

・オーナー制度のみではなく、独自に事業化を進め
ることが必要である。

＜ C グループ＞
・保存活動を広域化し支える人を集め易くする仕組

みづくりが重要である。
・人を集めることで観光や旅館への波及効果が発生

する。
・担い手の労力として学生の作業参加がきわめて有

効的である。
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◆テーマ

「自然共生社会の構築に向けて 
　　　　　　　　～外貨獲得と学校教育～」

座　長：千　賀　裕太郎 氏（棚田学会会長）

司会　佐渡市農林水産課の伊藤と申します。どうぞ
よろしくお願いいたします。それでは第 22 回全
国棚田（千枚田）サミット 首長会議を始めます。
テーマは「自然共生社会の構築に向けて ～外貨
獲得と学校教育～」で進めます。座長とアドバ
イザーを紹介させていただきます。座長は、棚
田学会会長 千賀裕太郎様、アドバイザーは農林
水産省農村振興局農村政策部地域振興課長　圓
山満久様（代理：島田課長補佐）にお願いして
おります。

　　それでは早速首長会議を進めていきたいと思い
ます。座長の千賀先生よろしくお願いいたしま
す。

千賀氏　それでは首長会議を始めます。それぞれ
の首長から自分の自治体での事例をお話しいた

だいて、参考にするというのは非常に大事です。
その中で疑問点や提案等が出てくれれば、ディ
スカッションする時間をとっていきたいと思い
ます。まずは、取り組みをご紹介いただきます。

　　では、山形県上山市からよろしくお願いいたし
ます。

山形県上山市　上山市の横戸でございます。一昨年、
上山市を会場にサミットを開催させていただき
ました。またその際は大変多くの方々にお越しい
ただきまして心から感謝申し上げます。今日の
テーマは「外貨獲得と学校教育」ということです
が、外貨獲得というと色々あると思います。我々
の棚田は比較的新しい棚田で、どちらかという
と中山間地域の標高が高いところにありますが、
そういう意味におきましても、本市では水稲栽培
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もありますが、温度差を利用しまして花
か

卉
き

栽培、
リンドウや啓

けい

翁
おう

桜といった花を栽培しておりま
す。外貨獲得といえるかどうか分かりませんが、
そういった色々な作物を混合して耕作し、総合的
に棚田を利用しているのがうちの特徴だと思い
ます。そして、どうしても棚田は耕作放棄地が
出るわけでございます。今うちには造り酒屋が
ないので、ワインに特化した事業を展開してお
りまして、その中でワイン特区の認定をいただ
きました。耕作放棄地にワイン用のブドウ栽培
をしていこうという形で、棚田とを含めた中山
間地の利用を今図っているところでございます。
ワイナリーも新しく１カ所できましたし、そう
いう形で進めてまいりたいと思います。

　　あと学校教育ですが、過去に市内の小学校が米
を作って市内で販売しました。あとは、自然学
習ということで、今市が進めております上山の
里山でのウォーキングとか、あるいは放課後授
業ということで、市内に武家屋敷が４軒あるの
ですが、そこで寺子屋授業を行っています。地
域の方々から地域にある伝統文化をはじめ、色々
なことを指導していただいております。地域の
方々と連携を図りながら、伝統を後世に伝えて
いく授業をやっています。

　　いずれにしましても、本市は盆地のような地形
でございまして、そのような地域資源を極力活
かしていこうと今取り組んでいるところでござ
います。

千賀氏　それでは次に新潟県十日町市、よろしくお
願いします。　　　

新潟県十日町市　新潟県十日町市の市長の関口で
す。平成 21 年に第 15 回全国棚田（千枚田）サ
ミットを本市において、開催させていただきま
した。当市の外縁部には里山が広がっておりま
して、松代地域の星峠の棚田や、儀

ぎみょう

明の棚田や、
蒲
か も う

生の棚田など、松之山地域の棚田にも非常に
たくさんの写真家の皆様が訪れています。

　　そうした中で、今日は棚田バンクの取り組みに
ついて、皆様にご紹介をさせていただきます。皆
様ももちろんこのような取り組みはされている
と思いますが、私どもの特徴といたしましては、
地元の農家の皆様と NPO 法人の越後妻

つ ま り

有里山協
働機構が、うまく連携する中で、約 16 年にわた
る取り組みを続けてきたということであります。
効果についてですが、2003 年から少しずつ耕
作放棄地を管理するようになりまして、今年は

5.4ha を管理し、最近は急速に管理面積が増えて
きています。そして棚田バンクに参加する方は、
主に都市生活者が多いのですけれども、収穫米の
配当をお支払いすると、それに対して出資をして
いただいて、田植えや草刈り、稲刈りの時に従
事していただくという仕組みになっております。

　　棚田バンクの加入数の推移ですが、2015 年に
おいては、小口加入は1万円の会費ですが、こ
の件数が 157 名で、標準会員は 35,000 円の出
資をしていただいて、それに応じたお米を得ら
れるといった方が 64 件で、徐々に出資の件数も
増えてきております。今年の田植えには 200 名
以上の方から参加いただき、その打ち上げが大
変盛り上がりました。市の中心部の住宅地に美
田が広がっているところで、魚沼コシヒカリの
産地がございますが、その辺りに住んでいる方
が棚田での耕作に魅力を感じて 1 万円を払って
棚田バンクに参加しており、このような市民な
ども増えてきているようです。

　　さらにこの NPO についてですが、私どものこ
のエリアでは「大地の芸術祭」というイベントを
３年に１度やらせていただいております。それを
サポートする意味でも NPO がこのような棚田バ
ンクという取り組みを行っており、今職員が 29
名おります。そのうち、Ｉターン者が 10 名、Ｕ
ターン者が９名で、若者が喜んでこの NPO に就
職して、そうした棚田を守る活動に一生懸命し
ているのが現状でございます。

千賀氏　質問は３市ぐらいまとめて質問の時間をと
りたいと思います。

　　それでは新潟県上越市、お願いします。
新潟県上越市　私は上越市副市長の野口でございま

す。
　　上越市の取り組みですが「ふるさと玉手箱事業」

を紹介させていただきます。私どもは、平成 17
年1月に 14 市町村が合併いたしまして、975㎢
と非常に大きな市となりました。人口は 19 万 8
千人でございますが、中山間地域も合併してい
ます。

　　玉手箱事業でございますが、昨年度に制度を作
りました。事業主体は地域のマネジメント組織
で、私どもの上越市には 12 組織ございます。こ
のマネジメント組織は、集落を越えて広域で農地
の保全、そして農地の利用調整や担い手の育成、
野菜の庭先集荷などを実施しており、将来的に
は、さらに福祉といったことまで事業を拡げる
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構想もございます。ここが主体となって、毎年
ダンボール箱に米や地元野菜、山菜、味噌など
を詰めて、1箱3千円ぐらいで、東京にある「ふ
るさと上越ネットワーク」などに配送して収入
を得ています。平成 27 年度で市内7組織が取り
組み、約１千万円の収入があり、今後につなが
る成果がみられました。この後も逐次改善しな
がら進めてまいりたいと考えております。

千賀氏　それでは、上山市、十日町市、上越市の3
地域につきましてご質問がありましたら、お願
いします。

静岡県　静岡県の佐藤と申します。静岡県は全国
47 都道府県の中で唯一、県として首長会議に参
加させていただいております。

　　十日町市の棚田バンクの取り組みついてご質問
させていただきたいと思います。通常、棚田オー
ナー制度はよく聞きますが、そのオーナー制度
との違いございましたら、教えていただければ
と思います。

新潟県十日町市　私どもの地域にいくつか昔から続
いている棚田オーナー制度がありますが、やは
り担い手不足で非常に存続が厳しい状況になっ
ています。その中で若い皆様が NPO に就職され
て、その人たちが担い手になり、どんどん活動
が活発になってきています。

　　また、学生が多いので、それぞれのいくつかの
大学の支所のような感じで横に広がったりして
いるようなこともございますし、また企業研修
などで棚田バンクの外側に、新たにそれに共感
して田植えなどの農作業に参加していただける
ような方なども増えてきている実態もあります。

静岡県　NPO の職員さんが 29 人もいらして、すご
いと思います。ただ、給料はどのように確保さ
れているのですか。

新潟県十日町市　そこは、棚田バンクだけで守って
いるのではなく、先ほど申し上げたように、私ど
もの方で取り組んでおります大地の芸術祭とい
う、現代アートを使った地域おこしの取り組み
があるのですけれども、その事業の一環として、
この棚田バンクをやっておりますので、その他
の仕事も含めてたくさんあるのです。

静岡県　地域おこし応援隊などとは関係ないです
か。

新潟県十日町市　そうですね。この町には地域おこ
し協力隊も当然たくさんおり、今も 18 名おりま
すし、今日も何人かこのサミットに参加してお

ります。
　　また、定着率も非常に高く、卒業生も 33 名お

りますが、73％ぐらいの定着率がありまして、
非常にありがたい状況になっております。彼ら
は彼らで、地域ごとで棚田バンクの取り組みと
は別のところでやっていただいており、今日は、
特に小口加入の加入金をいただく中で少しずつ
増えてきておるものですから、その中での棚田
バンクの取り組みを取り上げさせていただきま
した。

千賀氏　上越市の「ふるさと玉手箱事業」で「地域
マネジメント組織が集落を越えて」とあります
が、具体的にはいくつかの近い集落をまとめた
のか、それとは関係なく 12 の組織をまとめたの
か、教えてください。

新潟県上越市　「棚田地域の維持は難しい」そういっ
たことを解消するために、「個人でやるよりも集
落でやれば何とかなるのではないか、集落でダメ
だったら複数の集落で取り組んではどうか。」と
いう発想です。元々は、中山間地域等直接支払
交付金制度の事務が煩雑であったことから、個
人や集落だけでは難しく、マネジメント組織の
中に事務員を雇い、事務作業をやっていただき
ながら集落の共同作業を行うなど、そういうと
ころから動いて広げてきました。そのような中
で、さらに外貨を獲得するために「玉手箱事業」
や学校給食への供給などをやっています。この
マネジメント組織は市内に 12 組織あり、全ての
組織ではありませんが、職員が1～2人います。

千賀氏　そのようなことをやられている市町村は少
ないのかもしれません。

　　それでは次の新潟県佐渡市からお願いします。
新潟県佐渡市　佐渡市の三浦でございます。
　　佐渡市も棚田オーナー制度をやっておるのです

が、今日この場では観光に絡んだ外貨獲得とい
うことを紹介させていただきます。

　　佐渡の中の有名な棚田の一つで、岩
いわ

首
くび

の棚田と
いうのがあるのですが、海沿いの集落から標高
350m 以上のところに 460 枚ぐらいの棚田が張
りめぐらされているという地域で、棚田の近くに
きれいな滝もあり、佐渡観光の中では、比較的人
気のある地域にもなっています。またこの地区
は、廃校になった小学校を「岩首談義所」と名づ
け、地域のコミュニティの拠点施設として活用
し、維持・管理しております。棚田の研究など様々
な研修等で訪れた首都圏の学生を受け入れてい
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ることが口コミ等で広まり、岩首地区を訪れる
学生が年々増え、最近では観光客も含めて、年
間 1,000 名を越えるお客様が訪れています。

　　また、この岩首地区は世界農業遺産認定をきっ
かけとして、棚田散策ツアーを観光協会と連携し
実施しています。地元の方々がガイドを務めて、
お客様に散策しながら棚田の価値、魅力をお伝
えしています。散策者ですが平成 25 年は 504 名、
26 年は 800 名を越え、ガイド料金もわずかです
が新たな収入としていただいています。

　　ただ、その一方で、ツアーに参加いただいてい
るお客様とは別に、口コミ等々で広がって棚田
を見に来ようという一般の観光客も増えており、
通常入られたら困る棚田の畦に入り写真を撮っ
たりするなど、マナー的な問題も発生していま
すので、お客様に対するルール整備や、それに
伴う周知方法が課題になっております。

　　学校教育を通じた人材育成については、先ほど
アミューズメント佐渡で佐渡総合高校の生徒が
皆様に世界農業遺産を説明させていただきまし
た。この取り組みは能登地域の高校生とも連携し
ながら、実際に農家や関係者への取材や、生きも
の調査などを実体験しながら佐渡の農業遺産と
いうものを勉強していただいて、それを市民の
みならず、同じ県内の高校生などにも一生懸命
に広める活動をしており、その活動が評価され、
環境大臣賞など受賞させていただいております。
今後この活動を生かすために DVD を作成し、教
材として島内の教育機関に配布するなど、授業
の一環に使っていただこうということを進めて
おります。

千賀氏　次に長野県小谷村、よろしくお願いします。
長野県小谷村　私が就任する前の 10 年ぐらい前か

ら棚田オーナー制度というのを始めたと思うの
ですが、現在は年間で 40 組から 50 組ぐらいの
方がオーナーとして登録しております。基本的
にはオーナーになっていただくと、田植えと稲
刈りだけは来ていただきたいのですが、来なく
てもお米はとれた分は送る制度になっています。
またオーナーの皆様の希望に十分に応えること
ができないのですが、高齢化が進みましてなかな
か田んぼを管理する方がいなくなる悩みがござ
います。若い方の営農組織があるのですが、棚田
は労力に比べて収量が少ない課題がありまして、
なかなか尻込みをしていて手を出していただけ
ないという悩みがあります。本来は一番の産業

は観光でございますので、そちらの方と連携し
ながら、できるだけオーナー制度や、棚田自体
を増やしていければいいと思っています。

千賀氏　それでは次は静岡県、お願いします。
静岡県　まず外貨獲得でございますが、今回のテー

マに直接的に関する活動が県内でなかなかない
ので、その土壌づくりということで今日はご紹
介をさせていただきたいと思います。

　　多様な人・資源を呼び寄せるためのプラット
ホームづくりということで、この度「むらサポ」
という形で都会の皆様に農山村の魅力をたっぷ
りご紹介させていただいております。内容は農
産物の情報伝達、農業体験ということもありま
すし、あとは棚田のボランティア、こういった
情報を掲載するサイトを県で作りました。県の
色々な部局を横断して、それぞれ農山村で行わ
れるマルシェであるとか、お祭りとかの情報を
収集し一括してこれに登録をしていただいた県
民の皆様に情報発信をしています。今年の４月
１日から始めまして、だいたい１日で５、６件、
６月現在までに 520 件ぐらいの登録件数がござ
います。そういった登録をしていただいた方に
どのような形で発信をするかということですが、
１週間に１回、県内で行われる色々な情報を集
めて配信をしています。

　　我々のねらいは、とにかく情報を発信すること
で都会の皆様や市民に関心をもってもらい、イ
ベントなどに参加していただいくということで
す。また、村や地域の棚田について、ファンを増
やすことで色々な形で資源の結合といいますか、
そういったものが起きてきます。このような取
り組みが「一社一村しずおか運動」という取り
組みでございまして、企業の皆様が農山村の色々
な支援活動、いわゆる企業のＣＳＲ活動という
形でご協力をいただいています。特に、棚田で
は高齢化や人口減少で人手不足が起きておりま
すので、企業の皆様にＣＳＲという形で参加し
ていただいています。外貨に限らず、色々な農
山村で不足している資源について、情報を発信
あるいは受信することで、それを集約し地域に
ある資源を活用して、いずれは外貨を稼げるよ
うな仕組みを作っていきたいと思っております。
あわせて外貨の獲得だけではなくて、雇用の創
出につなげていければと、県を横断して情報発
信をしているところでございます。

千賀氏　ではこの今の３つの事例に対するご質問・
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ご意見があればどうぞご発言ください。
新潟県十日町市　佐渡市長にお聞きしたいのです

が、佐渡総合高校は素晴らしいパフォーマンス
だったと思います。総合高校というのは結構今
流行ですけど、元は農業高校だったそうですが、
農業の授業は実際にやられているのですか。

新潟県佐渡市　授業としてもやっています。昔は農
業専門の高校でしたが、今は高校の中に農業以
外のいくつかの専門分野もあります。昔は佐渡
島内の他の学校にも水産科があるなど、専門分
野がありましたが、今ではその専門学科が総合
高校に集約されています。

会場　ご説明いただきました岩首談義所が廃校利用
をされているということですが、その活用方法
や佐渡市でどのような支援をしているのか、も
う少し詳しく教えてください。

新潟県佐渡市　岩首地区の廃校になった旧小学校に
ついては、市から地元地域への無償貸与という
形になっております。今回のサミットにも参加
していただいている佐渡棚田協議会の大石会長
が中心になって、この談義所の維持・管理をやっ
ていただいています。例えば、早稲田大学等の
首都圏の大学のゼミ等が棚田の研究で談義所を
拠点として活動する際に、使用料をいただくと
ともに、談義所の掃除や、集落の竹林整備など

ボランティア活動もしていただいています。
　　また、佐渡の大きな酒蔵が、廃校になった小

学校を新たに「学校蔵」として利用している事
例がございます。そこを酒蔵として活用するだ
けでなく、地域活性化、島おこしの講義を、今
回のサミットの基調講演の講師である藻谷先生
にも協力してもらいながら行っています。また、
この学校蔵では、東京大学とも連携し、太陽光
パネルを設置し、お酒造りに必要なエネルギー
も佐渡産として、丸ごと佐渡の資源を活用した
お酒を造る取り組みを始めていただいています。
あとは別の棚田地域でも、太陽光パネルの下で
野菜を作る営農型ソーラーシェアリングの実験
を行うなどの取り組みを始めています。

長崎県長崎市　長崎市でございます。静岡県の事例
についてお聞きしたいのですが、「むらサポ」は
素晴らしいアイディアだと思いますが、この情
報発信ですが、これは県独自でされるのか、そ
れとも各団体から色々な情報をくださいという
ことで、県の方で集めていらっしゃるのかを聞
かせてください。また、これまでの実績で「一
社一村しずおか運動」というのがあるのですが、
例えば棚田等の場合、資源が同一であることが
多いと思うのですが、成果・効果がどのくらい
あるのかお聞きしたいと思います。
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静岡県　今、静岡県ではこの活動に合わせて、「ふ
じのくに美しく品格のある邑

むら

づくり」といった
地域づくりを行っています。地域で農村の資源を
守っていこうということで、多面的機能支払のよ
うにコミュニティができていますが、皆様の活
動組織としての母体でございます。元々、情報
発信を個々にやっていたのですが、それを集約
して皆様に情報提供していただいて、県から試
験的に情報発信しています。この活動を始めた
ことによって、元々あるコミュニティ以外の方
にも関心をもっていただいて、情報をどんどん
寄せてくださるようになってきました。いわゆ
るネットワークでつながることによって、どん
どん拡散して色々な情報が集まってくるという
ことを目指していきます。幸いに今のところそ
ういう形になりつつあります。あともう一つは、

「一社一村運動」のマンパワーの関係なのですが、
これは実績としては年間県内で 6,000 人ぐらい
のマンパワーの応援があると想定しています。

千賀氏　「クラウドファンディング」とはどういう
ことですか。

静岡県　これについては、ハードルも高いというこ
とが分かったので、今から、皆で勉強しながら、
進めようと考えているところです。

千賀氏　それでは次に静岡県松崎町からお願いしま
す。

静岡県松崎町　松崎町の高橋と申します。
　　私どもは「外貨獲得に向けた取り組み・ルール

作り」ということでお話をさせていただきたい
と思います。はじめに、松崎町は伊豆半島の西
海岸にあり駿河湾に位置し、静岡県で一番小さ
な町でございます。この松崎町の町内にある石
部地区に約4ha の棚田があるのですが、この棚
田は平成 12 年当時、耕作放棄地になっていまし
た。その棚田を地域住民の力で改良して現在の
棚田になりました。そして、自立した棚田の持
続可能な取り組みを図り、棚田を単なる生産の
場としてとらえるのではなく、都市住民との交
流などの多面的な機能を与えることを目的とし
て、平成 14 年から棚田のオーナー制度を始めま
した。会員はオーナー会員、トラスト会員という
ことでそれぞれオーナー制度を設けております。
現在は、オーナー制度開始から 15 年を迎えまし
た。この間、毎年 100 組程度のオーナー会員と
70 名のトラスト会員にご協力いただいています。
オーナー制度の収入としては年間約 400 万円と

書いてありますが、こちらは補助金に一切頼らな
いでオーナー収入で保全の費用をまかなってい
る状況です。オーナーは１年ごとの更新で、１年
経ったらまた新たなオーナーを募集しています。
毎年オーナーの７割がリピーターで、そのうち
６割の方が首都圏の方になってもらっている状
況です。

　　今後の課題でありますが、15 年も経つとマン
ネリ化が挙げられます。一方で、保全の費用に
オーナー制度は大事な制度ですので、棚田オー
ナー制度をさらに見直して新たな方を呼び込め
るように展開していきたいと思います。なお、
35,000 円をオーナーの方が払って田植えや稲刈
りに来ていただくと、地元に泊まって家族４人
で 10 万近くのお金が掛かるわけです。そのよう
な中でもなぜ棚田オーナーに申し込むのだろう
かということですが、「お金では換えられないも
のがこの棚田にはあるのだよ。」ということを私
どもの保存会長は強く言っております。今後と
もこのような取り組みをさらに発展させるよう
に頑張っていきたいと思っております。

千賀氏　それでは次に愛知県新城市、お願いします。
愛知県新城市　愛知県新城市の安形と申します。新

城市は旧鳳来町時代に第 11 回全国棚田（千枚田）
サミットを開催しております。

　　さて、私の方からは学校教育を通じた事例につ
いてご紹介させていただきます。新城市では地元
新城小学校でやっているＪＡ主体によるこども
農学校、市内農業高校による農業クラブ、豊橋
調理製菓専門学校による棚田での田植えから収
穫までの棚田体験を実施しております。子供た
ちが千枚田で農業体験をすることによりまして、
棚田の果たす役割や生物と共生した棚田に優し
い米作りを経験し、稲作の大変さを肌で感じ「食
の安全・安心」に、より一層の関心をもつこと
を目的に実施しております。効果としましては、
田植えから収穫までの生育調査や自然豊かな田
んぼの生物などをテーマに学習発表会・学園祭
などで成果を発表し、市民や父兄に好評を得て
いるということでございます。

　　また、田植え・田の草取り・稲刈り・脱穀など
稲作体験を通しまして米作りの大変さを実感し
ているようです。

　課題としましては、今後も引き続きこの稲作体験
を実施していくこととしていますが、四谷の千枚
田においても耕作者の老齢化が進んでおり、講
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師となる後継者の育成が必要となっております。
千賀氏　それでは引き続き、和歌山県有田川町から

お願いします。
和歌山県有田川町　有田川町副町長の山崎でござい

ます。私どもは 2013 年に棚田サミットを開催し
まして、みなさまにお越しいただきました。今回
にいたるまであまり棚田についての運営の効果
が上がっていないのですけど、農家の後継者も
高齢化しておりまして、それに加えて鳥獣害対
策が大変ひどいことにつまずいている状況です。

　　テーマの学校教育を通じた人材育成についてで
すが、やはり棚田保全については棚田の良さを皆
様に知っていただくことが大事です。まず地元の
小学生、中学生、高校生、和歌山大学観光部の学
生さんの皆様に、棚田における米作り、そしてま
た棚田ができた歴史、できたお米で地産地消のマ
ニュアルということを地元の方々と交流をしな
がらやらせていただいております。これから官・
学・民が一体となってより一層のこのような活
動を努力して継続することを目指しています。

千賀氏　それではただ今の松崎町、新城市、有田川
町のご報告に対するご質問・ご質問がありまし
たらお願いしたいと思いますが私からも１点質
問があります。

　　今、和歌山県有田川町で農業高校と小学校の
郷土学習の実習などの話が出ました。実は、私
は水に関する賞の審査委員長をしておりまして、
北海道の中標津農業高校の生徒が小学校に農業
体験を教えている事例を見て、「本当にいいもの
だな。」と思ったことがあります。小学校の子供
たちが「先生、先生。」と言って農業高校の生徒
に教えを請うている姿は、涙が出そうになりま
した。これからは特に農業高校は非常に注目さ
せるものだと思います。全国的に農業高校の卒
業生が地域で頑張っておられるというのも大事
なことです。また、若い農業高校の生徒たちを
励ますという意味でも、小学生に教えるような
機会を、農業で与えていけるといいかと思って、
有田川町からの話を聞いていました。

　　それでは次に進ませていただきます。山口県長
門市からです。

山口県長門市　山口県長門市の農林課長をしており
ます光井と申します。本日の総会におきまして、
平成 31 年に第 25 回の棚田サミットを開催の推
薦をいただきまして、市長の代わりにお礼申し
上げます。本市では平成 25 年度に「ながと成長

戦略行動計画」というものを作成しております。
その中で「自然栽培米の供給基地化」というも
の目指すということで、現在日本の棚田百選に
選ばれている湯谷東後畑地区というところを拠
点に作付けをしておるところです。委員の中に、
石川県羽咋市のスーパー公務員といわれるロー
マ法王に米を献上された高野さんがいらっしゃ
いまして、その方からアドバイスをいただき、取
り組みを進めています。

　　平成 26 年度から作付けを行っておりまして、
平成 28 年度については 250a の面積で取り組ん
でおります。耕作放棄地の復元をいたしまして、
その完全無農薬無肥料の栽培をやっているわけ
ですけれども、収量が反当たり５俵ということ
で、伸びていないのが課題であります。今後米
の品質等を向上させるということで、このよう
な品種は土壌の改良など研究・対策も一緒になっ
て研究しています。

　　できたお米につきましては、大都市圏との取引
の拠点ということで、行政と農協、漁協、養鶏
組合の４社で出資して作った「ながと物産合同
会社」という会社で、全量買い取っていただい
ています。１俵あたり最初は 30,000 円を目途に
やっていましたが、品質にちょっと問題があっ
たので 25,000 円としました。

　　あとは、今年５月下旬に県立大学の学生 22 名
と韓国の釜山の大学の教授１人、それから安倍昭
恵夫人をお招きし一緒に田植えをして、地元の農
業高校の生徒も一緒に手植えの田植えを実施し
ました。安倍昭恵さんの希望で自然栽培米を使っ
てみたいという思いもありまして、去年から引
き続き一緒に田植えをやって、秋には稲刈りを
一緒にやる計画をしているところでございます。

千賀氏　それでは次に徳島県上勝町です。
徳島県上勝町　外貨獲得についてはオーナー制度を

少しずつやっております。ただオーナー制度に
ついては民間が主導でやっておりまして、たぶ
ん私どものところが 100㎡あたりの単価が一番
高いのではないかと思っていますが、５万円を
いただいております。15,000 円は事務局の方で、
35,000 円は農家ということでいただいておりま
す。

　　学校教育に関しては、小学校・中学校の２コー
スがございまして、それぞれの学年でテーマを
毎回検討しており、棚田での米作り体験は５年
生が行っています。
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　　あとは上勝の面積の約９割が森林や山でありま
すので、畑作りとか、森林に関する学習ついて
も中学生、小学生の中で取り組ませていただい
ておるところです。

　　それともう１件、地方創生、我々のところでは
地域創生という名前ですけど、それもテーマを
絞らせていただいて、そのうちの一つが「上勝
町で子どもを育てる教育」というものに取り組
んでいます。

　　実は現状として、他市の普通高校へ入りたいと
いう理由で、中学校から他市に転出する子供が多
いという問題があります。なぜかと言いますと、
郡部の枠がございまして、他市の学校へ入ろうと
思ったら、かなり偏差値が高くないと、試験では
入れない。ただ中学校から他市の中学校へ行くと
ストレートにすっと入れる事例もございまして、
そういったところをねらっている保護者が多く
なっています。最近は子供が１人とか少人数に
なったからそういうことになって、昔は３人も
4人も子供がいたら長男だけは他市の学校に行
かせる、そういうことは考えられなかったです。
今は子どもが１人の時代になり、最善を尽くし
たいということで、親御さんもそれでいいとい
う事例ができつつあり、非常に危惧しています。
そのようなことから、平成 27 年度から中学校に
ついては、隣町へ行かないと塾がないので、学
力を上げるために公立塾というのを開設してい
ます。

　　国語と数学と英語ですけれども、月・水・金の
午後の放課後に塾をして１年生、２年生、３年生
と３科目をローテーションでいきます。これがか
なり好評です。公立塾で、町令でやっております。
講師については民間の私塾の先生をコンバート
しております。28 年度からはそれをさらに小学
校でも広げ、宿題をすることから始めて、勉強す
る機会を身につけることをテーマにしています。
お家に帰っても隣近所に子供がいない状況です
ので、やはり宿題ぐらいは皆と一緒に仕上げて、
そのあとは学童保育で時間を潰して、お家に帰っ
ていただいています。要は学習する気持ちを育
てるという面で公立の小学校でも今年度から取
り入れさせています。

千賀氏　次に佐賀県唐津市、お願いします。
佐賀県唐津市　佐賀県唐津市でございます。私ども

の方は日本の棚田百選に指定を受けております
相
おう

知
ち

町
ちょう

蕨野と肥前町の大浦の棚田の２つの事例

を挙げさせていただきます。
　　まず、相知町蕨野の棚田でございますが、ここ

は地元の佐賀大学と地域交流協定を締結いたし
まして、大学生によるボランティア活動、それ
から大学生の色々な試験等のフィールドとして
利用していただいています。まさしく住民と行
政と市民、大学の連携による棚田活動が進めら
れているところでございます。

　　次に学校教育を通じた人材育成についてです
が、地元の棚田実行委員会が棚田組合と地元の
小学生を対象に体験活動をされていまして、まさ
しく農業後継者となる地元の小学生の方々と手
作りの田植え・稲刈り等を実施している状況で
す。いずれも都市間交流といたしましては、棚
田ウォークや自然を生かしたコンサートといっ
たイベントが主流の棚田の活動でございます。

　　課題・展望は、私が地元と話をする中では、当
地から棚田をどうにかしていこうというグルー
プが集まり実行委員会が立ち上がってもう 10 数
年になるわけですが、農業後継者不足とあわせ、
実行委員会の世代交代もないので、実行委員会
も大分くたびれたということをお聞きしており
ます。イベントにも疲れてきていることが課題
になっております。そのような改善策を地元と
ともに行政としても話し合いを続けていきたい
と思っているところです。

千賀氏　それではただ今の長門市、上勝町、唐津市
の３つの地区に対するご質問・ご意見のある方
はどうぞ。

会場　上勝町の塾の先生について、どのような方が
塾の先生になっておられるのですか。

徳島県上勝町　１人は教師の免許を持っている地域
おこし協力隊の方に、テーマは子供たちの学習
ということでやっていただいています。講師の
中でもずっとしゃべっている先生と、本当に子
供に教えるのが好きな先生がいるので、大勢の
前でただしゃべってあげるのではなくて、一人
一人の伸びる力をつけることが大切です。ごく
わずかのお金で、先生方には協力をしていただ
いておるところです。

千賀氏　どうしても塾というと私塾を利用しがちで
すが、農村地域でもそういう力のある人を探し
て塾をやってもらうことは、大変ですが非常に
意義深いことと思いました。

長野県小谷村　ちなみにその塾は無料なのですか。
徳島県上勝町　受けるのは無料なのですが、参加
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するのも自由にしています。ですから、中学生
の８割ぐらいが参加しています。あとの２割は、
野球クラブなどの民間のクラブへ入っていて塾
へ来れない人です。小学生の方も、やはり少年
野球とかの合間にしているのですけど、声掛け
をしてみますと８割ぐらいの方が参加していた
だいています。

会場　つまり何人ぐらいがその塾に参加しているの
ですか。

徳島県上勝町　中学校は１クラス 15 人ぐらいです
から、30 人のうち 26 人が参加しています。

千賀氏　今までに聞いたことがないような取り組み
です。

会場　長門市にお聞きしたいのですが、有機肥料栽
培米が 250a ということですが、これは増えてい
る状態なのか、それとも停滞している状態なの
か教えてください。

山口県長門市　最初の平成 26 年度は 60a、それか
ら 27 年度の2年目が 130a、3年目は 250a と
いうことで、年々増加はしているということで
す。農家も自然栽培研究会というのを作ってお
りまして、今後も増えていくというところでご
ざいます。

千賀氏　それでは次に、佐賀県玄海町からお願いし
ます。

佐賀県玄海町　昨年お話をした時にクラウドファン
ディングの話をさせていただいて、私ども玄海町
の「音

ね

音
おん

」というお酒は、実はクラウドファンディ
ングで作ったお酒です。500 万円で募集して、
実はすぐ集まりました。ですから、クラウドファ
ンディングというのはやはり「ふるさと納税」の
おかげかと思っております。ですから今度はこの

「音音」をもっと販売をしていくような努力をし
ていきたいと思っています。

　　それから、棚田で作っているお米は棚田米コシ
ヒカリとして「ふるさと納税」の返礼品で 300
件以上の注文をいただき、18,860kg の発送をい
たしました。これは米を作って頑張っておられ
る農家にとっては大変助かることです。玄海町
が買い取って、現金を農家の方にお渡しして私
どもが送らせていただいています。ところが「ふ
るさと納税」の返礼品をうちは６割地元から取っ
ていますから、４割から5割ほどしかキックバッ
クしません。ですから一部の農家以外はそのよう
な仕組みを維持していきたいと思っております。
幸い 12 俵～ 13 俵のうちの規模でもまだ大丈夫

なので、これを維持していきたいと思っており
ます。

　　それから、学校については、私ども去年から小
中一貫校にして、玄海町内に学校が１校しかござ
いません。保育園は２園ありますが、保育園にも
小学校の先生に行ってもらい学校に上がりやす
いように担当者をつけてもらって、保育園児が
１年生で戸惑わないように、フォローはさせて
いただいています。ですから、小学校では田植
えや稲刈りはさせておりませんが保育園の年長・
年中さんで田植えと稲刈りをさせている状況で
す。４歳・５歳・６歳というのは人間として培
われた能力を出してくれる一番の年代だと思っ
ています。保育園も我々としては大事に考えて
いきたいということで、今そういうことをさせ
ていただいています。

　　先ほど上勝町の花本町長がおっしゃったよう
に、これが少し時間をかけて、小学校・中学校
で少し事務的なことを私どももやっているので
すが、なかなかこれがうまくいかないので、小
学校でも勉強ができるように考えていきたいと
思っています。浜野浦の棚田を私どもは未来へ
残したいと思っていますので、今後もさらなる
努力をしていきたいと思っております。

千賀氏　それでは次に長崎県長崎市、お願いします。
長崎県長崎市　長崎市です。まず外資獲得に向けた

取り組みですが、長崎市の棚田は大中尾棚田と
いって面積が8ha、そして 450 枚、農家数が 45
軒、他と比べると小さい棚田でございます。その
ほとんどが自己消費型なものですから、あまりお
米を売るという気持ちは少ないという状況です。
ただし、今言ったように農家の方の高齢化と遊
休地化するのが心配ということで、「棚田のオー
ナー制度」ができました。

　　それと「棚田トラスト制度」ということで、応
援の部隊を作りたいと考えていたわけですが、今
現在のところ会員はゼロで、学生の方は現在 97
名の方が参加をしていらっしゃいます。労力支
援というところでは非常に活動されている状況
でございます。

　　また、効果についてですが、トヨタの環境保全
活動「アクアソーシャルフェス」ということで、
このような企業の方も一緒になって棚田保全に
協力していただいておるという状況でございま
す。

　　それから、学校教育はほとんど皆様と一緒です
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がグリーンツーリズム活動に対しての支援をし
ている状況で、大中尾棚田関係では平成 27 年度
は４校、263 名の子供たちに来てもらっている
状況でございます。

　　課題としましては、市街地から棚田まで 40km
ほどあるので、子供たちや学生を送迎する車代
に非常に苦しんでいらっしゃる状況で、この辺
が一つの課題でございます。

千賀氏　それでは次に長崎県雲仙市、お願いします。
長崎県雲仙市　長崎県雲仙市でございます。３点ほ

どご紹介します。
　　雲仙市の岳地区ですけど、美味しいお米がとれ

るところです。
　　まず棚田オーナーについては平成 25 年度から

スタートしまして、これまで毎年７口、８口、５
口という数で、今後に期待したいと思っており
ます。

　　それから体験学習ということで、平成 20 年度
の全国棚田（千枚田）サミットを機会に長崎の
調理学校と地元の千

ち

々
ぢ

石
わ

青年農業者が一緒に田
植えなどの農作業をすることで非常に地元にイ
ンパクトを与えております。

　　それから学校教育については第二小学校という
生徒数 15 名の非常に小さい学校ですが、田植え・

稲刈り等を行って、できたものを使って三世代
で親子餅つき大会をしており、行政の方で PR し
支援しているということでございます。

　　課題を申し上げますと、美味しい米ですが、販
売には苦労しております。しかし、棚田米という
ことで変な安売りはしてはいけないと値段だけ
は安くならないようにして、この地区はがんばっ
ておられます。私個人的に思うのですが、よく
米袋に棚田米という表示があるけれど、「何が棚
田米なのか、棚田米はなぜ美味しいのか。」とい
う部分の PR があまりないので、棚田米は「苦労
して作ったお米であり、おむすびだけでも美味
しいですよ。」という PR が必要であるのかと思っ
ております。

千賀氏　それでは、ただ今の３地区についてご質問・
ご意見などがありましたらどうぞ。

会場　雲仙市に質問ですが、棚田米が安くならない
ようにというお話しですが、値段はいくらです
か。

長崎県雲仙市　値段は 30kg、１万２千円で頑張っ
ております。この地域は千々石というところです
が、一番上流が１万２千円で、その下の地域は
１万円にするか９千円にするか８千円にするか
と検討しています。少なくともこの千々石の棚
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田米は他の地域よりも若干高く売れております。
千賀氏　それでは次に長崎県波佐見町、よろしくお

願いします。
長崎県波佐見町　波佐見町は日本の棚田百選に選ば

れる以前の平成５年から鬼木地区の農産物加工
センターが稼動しており、棚田百選に選ばれてか
らは案

か

山
か

子
し

コンテストで人を呼び込み、３週間
で２万人の皆様がおいでになります。また、待っ
ているだけでは売れないので、町内に行われるた
くさんのイベントにどんどん出店・販売をして、
年間１千５百万円以上の売り上げがあります。加
工センターはその地区の全戸が出資してやって
おりますので、それなりに自立している状況で
はないかと思っています。

　　今日初めてこの会議に出席させていただきまし
て、オーナー制度は今後うちの町でも大変大事
じゃないかと強く感じました。

千賀氏　それでは次に熊本県山都町、お願いします。
熊本県山都町　地震の救援にお礼申し上げていない

市町村もあるかと思いますが、もう一回お礼を
申し上げたいと思います。４月の熊本地震では
この協議会の会員の皆様方をはじめ、全国から
本当に大きな支援をいただきました。この場を
お借りしてお礼を申し上げます。いち早く人を
入れていただいたこともあります。本当にあり
がとうございました。今後皆様方からのご厚情
に応えるためにも１日も早い復旧・復興を行っ
ていきたいと思います。今後ともご厚情賜りま
すようによろしくお願いいたします。

　　地震の際、私どもが一番感じたことを言わせて
いただきますと、「避難所は公のところがかなり
危ない。」ということです。特に小さい公民館等
は危ないので、しっかりと見直していく必要が

あると思いました。もう一つは、自衛隊の皆様
にはお礼を言っても言い尽くせないほど助けて
いただきました。

　　事例については、今年は自然観察会を含めた公
設の「山都塾」、実はあさって開校するはこびの

「ふるさと学」・「未来学」というものがあります。
この「ふるさと学」の方で自然観察会を、歴史・
文化を知る会、それから「未来学」の方では農業・
林業、特に特徴的な事業を展開していらっしゃる
方を紹介しながら、この町は何もないのではな
くて、「何でもある、資源を活かした町創りを子
供たちにしっかりと伝える」そういう教育をやっ
ていきたいと考えております。

千賀氏　ただ今の波佐見町、山都町に何かご質問・
ご意見はありましたらお願いします。

新潟県佐渡市　案山子コンテスト、ものすごい訪問
者数ですね。だいだいどの辺りの地域から来て
入るのか、またあとこのイベントの PR はどのよ
うにされているか教えてください。

長崎県波佐見町　まず、祭りを継続していると地元
の新聞が取り上げ、シーズンになると必ずテレビ
でも取り上げていただいております。特別な PR
は行っておらず、口コミやリピーターで年々盛ん
になっている状況でございます。棚田の周辺は
狭くて駐車場もないため、別に大きな駐車場を
確保し、そこからシャトルバスを出しています。
参加者は県内以外にも、佐賀県や福岡県からお
いでになります。車でおいでになる方がほとん
どです。

千賀氏　これで首長会議を終わりにしたいと思いま
す。
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◆テーマ

「棚田の未来を具体化する 
　　　～夢のある企画を考え実行しよう！～」

座 　 長：高桑　智雄 氏（NPO法人 棚田ネットワーク 事務局長）

コメンテーター：藻谷　浩介 氏（㈱日本総合研究所　主席研究員）

高桑氏　第 22 回棚田サミットの U30 棚田サミッ
トを始めます。私は NPO 法人棚田ネットワーク
の事務局長をやっている高桑智雄と申します。

　　この U30 の趣旨を皆さんにお伝えしておきま
す。

　　棚田サミットは今回 22 回目ですが、この U30
棚田サミットは今回が初めての企画です。なぜ
この企画が開催されることになったかと言うと、
大石さんという岩首の方が、棚田サミットを佐渡
でやりたいと言ったときに、「棚田サミットはい
つも棚田の未来をどうしようか、未来の棚田をど
うこうしていこうと言っているわりには、未来を
背負う若者の参加者が少ない。それでどうすれば
未来に棚田を残していく議論ができるのか。」と
いう思いがあり、また若い人に来てもらいたい
という熱意がありまして、U30 を、サッカーの
U20 のような意味で名付けました。ただ U30 と
言っても、基本的には 20 代から 40 代ぐらいの
人たちを対象としています。もちろん、気持ち
が 30 代とかは大歓迎で、そういった若さをもっ

ている人たちに集まっていただいたと思ってい
ます。ただ限られた時間しかないので、これで
何かを作ろうというのもなかなか難しいですが、
ざっくばらんに始めていきたいです。

　　その前に、皆さん「アイスブレイク」って知っ
ていますか。ちょっと堅苦しい席でリラックス
してもらうことを目的に行う、アイスブレイク
というのが最近流行りなので、それを佐渡の地
域おこし協力隊の岩﨑さんにこの場でやってい
ただきます。

岩﨑氏　（アイスブレイクに「ライスブレイク」と
かけて 1 口大のおにぎりを参加者に配布）

　　このおにぎりは、佐渡の北片辺とういう地域の
お米で、明日現地視察のコースに入っています。

高桑氏　まずはこのお米をちょっと味わってくださ
い。実はライスブレイクとは、冗談での企画です
が、みなさん「和」って知っていますよね、調和
の和です。和というのは禾（のぎへん）に口（くち）
と書きます。禾というのは、禾

か

本
ほん

科
か

、つまりイ
ネ科を示しますので、お米を口にするというの
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が「和」の元々の意味です。お米を口にすると調
和が生まれるというのが、日本の昔からのスタ
イルでもあると思うので、お米を噛むことによっ
て皆さんがここで、仮に激論になって殴り合い
のケンカになったとしても、お米を噛んで味わっ
ていただければ、良い調和が生まれるという快
いコンセプトなのです。皆さん、それぞれ自分
のところの棚田米が一番美味しいと思っている
と思うのですが、自分のところのお米よりちょっ
と美味しいのではないかと思う人、（参加者から
手が挙がる）結構いますね。自分のところのお
米の方が美味しいよという人は、（参加者から手
が挙がる）。このおにぎりは佐渡の海洋深層水を
使って炊いたおにぎりです。

　　では始めたいと思います。今日のテーマは「棚
田の未来予想図を描こう」という形で、限られた
時間で皆に話してもらうのは無理だと思うので、
知らない方もいるかもしれませんが、Facebook
上でメンバーの方たちに、「こんな棚田がいいん
じゃないか、こんな棚田の場所があるんじゃない
か。」ということを、自己紹介と一緒に出しても
らっています。当初は未来予想図を皆さんに出
してもらって、ナンバーワンを決めて、それを
棚田サミットの宣言に載せようという趣旨だっ
たのですが、あまりにもいっぱい出過ぎて選ぶ
ことも難しく、また選んでいいものなのか、と
いうこともあります。例えば、棚田にロリータ
を呼びたいとか、棚田で双六をしたいというの
がありますが、そのようなことを棚田の明日の
宣言に出すと、似つかわしくないのではという

こともあります。30 人程からいただいた意見を
分類するとおもしろいことが分かってきて、皆
さんの企画が３つぐらいに分類されてきます。

　　一番多いのが「イベント交流」でした。棚田の
資源や棚田の空間とか、棚田のとても素敵な空
間を利用して、色々なイベントとか交流の場所
にしたいという意見がほとんどでした。

　　次に多いのが、棚田の伝統、棚田の技術とか、
そのようなものも全て含めて「学ぶ場所」とい
う意見が出てきました。人材育成ということも
含めて、このような学びの場所として棚田を活
かしていこうということです。

　　少数派ですが、もう一つすごく大事な視点があ
りまして、実は棚田は日常の空間、日常の場所
でお米を作る場所ですよ。これが大切だという
人たちもいらっしゃいます。

　日常に比重を置いている人たちもいて、イベント
交流に比重を置いている人もいる。学びの空間だ
と比重を置いている人もいる。だいたいこの３
分類に分かれました。ただこれらは単体である
わけではなく、日常とイベント、例えば日常空
間を大事にしながら、小さなイベントをやって
いこうという人もいるし、イベントと学びを合
わせて、イベントで色々なことを学ぶことをし
ていきたいという人たちもいるし、この学びの企
画をすることによって、日常の棚田を保存して
いく人たちを育てていこうという人たちもいる。
色々な地域ごとに、色々なマッピングができる
のではと思っています。

　　これらをバランス良くできる棚田もあります
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が、地域おこし協力隊の人たちは、棚田はイベ
ント交流の場であるという視点をお持ちかと思
います。やはりそれがミッションで、棚田を活
かしていくことを一つの仕事としていますので、
イベント交流というところに目が行きます。た
だ、地域おこし協力隊の人たちでも、2、3年経っ
てくると、学びという視点も持ってくるのです。
最初は、棚田でイベントをやらなくてはいけな
いと色々活動しながら地域の学びをしていくと、
棚田の日常が見えてくるという、このような循
環が起きてくるわけです。日常の棚田にはイベン
トをやっても「地域の人たちが疲弊しちゃうよ
ね。」と色々見えたり、この状況を見ていくと我々
若い人たちが棚田に入ったときに、この３つの
どこを欠いても今の棚田は保全できないと思う
のです。その地域ごとに色々なバランスがある
し、その人ごとに色々なバランスがある。これを
一つのモデルとして、皆さんに意見としてもらっ
たこのモデルを U30 の宣言として、盛り込んで
いきたいと思っています。

　　モデルを継承するために今日は皆さんに色々
と自分たちは今このような場所で棚田の保全を
やっていて、うちはここをやらなくてはいけな
いという意見を出してもらいたいと思います。

　まず佐藤さん。自分たちのこのモデルに照らして
今 Facebook で言われたことで、こういうところ
に比重を置いてやっていきたいということを話
してください。

佐藤氏　山形県朝日町の椹
くぬぎ

平
だいら

の棚田の保全管理をし
ております佐藤恒平と申します。僕は 2010 年
から地域おこし協力隊で朝日町に移住しまして、
３年後独立して、今は町の中で地域おこしの会
社を起業しております。今日は僕と現役の地域
おこし協力隊の青木君と保全会の仲間たち数人
と一緒に U30 サミットに参加させていただきま
した。僕は３年前から棚田の一部の田んぼを貸
していただいて米作りも行っています。そんな
中で、U30 サミットで何か発表しなくてはいけ
ないということで、Facebook に何を投稿しよう
かと、棚田の皆と話し合う時間を先々週に設け
ました。７、８人ほど集まってもらったのですが、
それはもう本当にお葬式のような状態でして、棚
田の未来を思い描くとはいうものの、あまり意
見が出なく、「どうしたらいいのかね。」みたい
な話になりました。どうしてこのように思って
いるのかということを話してみたら、僕たちの

提案は、みんな忙しくて、あまり考える時間が
無いということだったのです。これを棚田に「あ
まり余裕がない問題」と話したのです。

　　それともう一つ、僕は高桑さんの話だと日常的
なところの提案が多かったのですが、もう１個問
題があり、観光のお客様にたくさん来ていただ
いて、写真を撮ったり、棚田を見ていただくの
はすごくありがたいのですが、棚田を保全して
いる方たちは農家が本業なので、農業に集中し
たいのだけど、来ていただいているから愛想を
ふりまかなきゃいけなくて、その辺のバランス
が難しいことが「観光客に気を使っちゃう問題」。
この２つが大きく上げられました。ですので、こ
のような棚田だといいかという提案に対しては、
この２つの問題をどう乗り越えていくかが大事
かと思っています。

　　一つ目の「あまり余裕がない問題」に関しては、
皆さんは棚田をやっているのですが、果樹とか
もやっていて、リンゴを作っていたりサクラン
ボを作ったりしておられるので、時間がどんど
ん割かれて忙しいのです。そのような中で棚田
もやらなくてはいけなくて、棚田は普通の田ん
ぼよりも草刈り等の時間もかかりますので、そ
のような部分をもっと楽にするためには、何か
しらで草刈りを自動化するとか、肥料や農薬を
撒くのを自動化するとか、そのようなものが必
要かと思いました。

　　そこで、最初は「自動化で作業は楽な棚田」と
いうのを提案しようと思ったのですが、そこで
完全自動化するともう１個問題が起きることが
分かったのです。それは、完全自動化して暇そ
うになると、なぜか上からもっとこのようなこ
とをやれとミッションが降ってくるのです。つ
まり全自動化してはいけないのです。半自動化
するのです。リモコンを持つなどして「私は作
業をしていますよ。」という雰囲気を出しながら
自動化していかないと、仕事をしているように
見えないのですよ。仕事をしているように見せ
ながら楽することをして、考える時間をとるこ
とが一つ大事なところかと思いました。「半自動
化の作業の楽な棚田」というのが提案１です。

　　そしてもう一つ、「観光客に気を使っちゃう問
題」なのですが、やはり気を使うのは、お客様
を大事にしたいのですが、お客様を大事にした
いと思えるぐらいまで我々のテンションがあま
り上がらないというのがあり、それはなぜかと
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いうと、棚田は写真を撮って見るだけで、あま
りお金が落ちないからです。あとは、来ていた
だいてコミュニケーションをとるのですが、来
た方は一期一会なのでお話とか楽しいのですが、
聞かれることはほとんど同じだったりして、特
段こちらに利益が還元される知識が増えるわけ
でもないので、なかなか観光客が来ることにテ
ンションが上がらない。一番分かりやすいのは、
観光客が来たら分かりやすくお金が落ちるよう
になっていれば、１人の観光客が上から歩いてき
たら、「500 円が降りてきたな。」となってくれ
たら、「10 人降りてきたら５千円か、今日は１万
円か嬉しいな。」と思えるようになるのかと思い
ます。

　　または若い女性しか来ないような棚田にして、
若い子だけ来ればテンションが上がるとか、テ
ンションの上げ方は自由だと思うのです。そのよ
うな感じで観光客が来たら農業をやっている人
のテンションが上がる、そのような棚田にして
いくことによって、この「観光客に気を使っちゃ
う問題」をいい意味でポジティブに好転できる
のではないかと考えました。

高桑氏　今のモデルの中では、「日常」を大切にし
ながら、イベントはそれなりにやっていかなく
てはいけないというわけです。

佐藤氏　高桑さんがおっしゃった通り、入りはイベ
ント交流から僕らも入ったのです。そこから学
び、日常にいったのですが、そこから、イベン
トに戻るサイクルの部分につなげられないとい
うことです。

高桑氏　続きまして、稲
いな

倉
ぐら

棚田の石井さん、よろし
くお願いします。

石井氏　信州上田の稲倉の棚田から参りました地域
おこし協力隊の、年代的には問題があるかと思う
のですが石井と申します。私は去年の８月に委
嘱されまして、まだ１年経つ前で、やはりイベ
ント交流を学びにしようという問題を抱えてい
ると思っていました。今まで地域おこし協力隊
が入ったこともなく、普通の棚田で、なんと驚
いたことに JA に普通にお米を卸しており、ちょっ
とまずいというところからスタートしたのです。
まず人を呼びたい、注目を浴びたいというところ
からスタートしているのが現実です。そのような
中で色々努力することで、ご協力をいただきなが
ら少しずつ発信力とか、実際にものを売る力を蓄
えているところです。やはり今はイベントとか、

現状を分かってもらうところに注力しています。
ただおっしゃる通り、だんだん別のところにシ
フトしていかなければいけない、まず初歩的な
段階だろうと思っています。これはどこも抱え
るサイクル、順番なのかという気がします。

高桑氏　もう一つの視点で、「学び」の場であると
いうことをおっしゃっている方がいまして、NPO
法人英

あい

田
だ

上
うえ

山
やま

棚田団さん、その視点からお願い
します。

水柿氏　岡山県の美作市の上山というところから来
ました。僕はもともと 2010 年から 2012 年まで
３年間、地域おこし協力隊でした。出身は東京
だったのですけど、協力隊が終わってもそのまま
引き続き上山に住んでいて６年になります。今
月結婚します。僕らは都会から移住した人とか、
大阪の方が月２回ぐらい通ってくる形で棚田の
再生などを、移住したメンバーと他所者を中心に
進めているのですが、やはり最初はイベント交
流を色々やりました。本当に色々やって、空い
ている棚田にヘリを飛ばしたこともありますし、
棚田で結婚式をもちろんやりましたし、映画祭
といって巨大なスクリーンを軽トラに単管で括
りつけて、幕張りの白シートに映写して棚田の
映画祭をするとか、棚田で 1000 人のタップダン
スをするとか、色々なことをしました。しかし、
結構疲弊するのです。僕らは棚田 15ha ぐらい再
生しているのですが、そもそも管理だけでも疲
弊して、イベントもするので、かなり辛くなっ
てきています。

　　やはり住んでくると日常とか学びの部分、普段
どう使っていくかというところにどんどん考え
がシフトしています。今は学びの部分で振ってい
ただいているのですが、特に日常の学びのところ
を強く言いたいと思っていて、日常のところで
言いたいのが、お金が落ちないところです。来
て写真だけ撮られて、棚田の畦を踏まれて、せっ
かく作った畦が崩されて、そのようなところが日
常的な課題と捉えています。見に来られるだけで
なく、どう地域に還元するかというところです。
僕らは今トヨタさんから２億円ほどいただいて
一緒に農業、観光、あとは住民の生活支援をやっ
ています。そこで大事にしたいのが、中東の油
を使ってお金を払っている話もありますけど、
今小型 EV に乗ってもらった静かな地域の観光を
ガイド付きでするとか、お金を落としてもらえ
る仕組みというのをするようにしています。企
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画を練っているところなのですが、勝手に車を
乗り付けてきて、道の真ん中に置いて写真を撮っ
ているとか、人によっては、人の庭にまで行っ
て玄関先にまで入って、「ここの方が景色がいい
から。」と言って、観光客が勝手に入ってくると
か、そのような防犯上とか、あまり良くない問題
も棚田地域にはあると思うのです。勝手に自分
の敷地に入られる、そのようなことを解消して
お金を落としてもらうのをきちんとやらなくて
はいけないというのが、まさにその通りだと思っ
ています。

　　学びの場として「いいのじゃないかな。」とい
うのは、この上の世代、昭和１桁代の世代が必
死に守ってきて、なんとかそこの地域をどう守っ
ていくか、どうつないでいくかというのをせっ
かく蓄積してきているのに、その下の世代の人
たちに全く引き継がれていないまま、今にきて
いるというのを現状として感じています。皆土
地の守り方も知らなければ、守ろうというプラ
イドも正直無いのです。なので、協力隊が終わっ
た後に僕は爺ちゃん・婆ちゃんの困りごとを解
決する「孫プロジェクト」というのをしていて、
爺ちゃん・婆ちゃんの孫になりに行くという仕事
をしています。話を聞いていると、今の 70 代後
半と 80 歳過ぎぐらいになると、自分の家の周り
だけでなく、離れた農地もお金を払ってでも草を
刈ってもらう状況になっています。その下の世代
になってくると、もう家の周りだけきれいになっ
たらいいかと、土地を守る意識が格段に変わって
くることをすごく感じていて、そこの間の世代
は、皆さん都会へ出られた方とか、意識として土
地を守っていかなければならないことを教育と
して教わってこなかった方々が多いと思います。
その下の世代、もう１個飛ばした世代に学びの
環境、農村の環境をきちんと体験してもらって、
原体験としてそのような農村で爺ちゃん・婆ちゃ
んと一緒に暮らしながら土地を守ることを経験
するとか、そのようなことを身に付けた人材を農
村から育てないと、地方の現状の視点を持った
人が育たないまま、若者は大学とかで出てしま
うので、都会にばかり人が集まってしまいます。
そこをもっと、企業に送り込む人材も地方の視
点も得たうえで送り込むとか、そこの地域に残っ
て地域を守っていくとか、そのようなことを棚
田地域・農村地域はしっかりやっていかなけれ
ばいけないかと思っています。

　　もう一つ思うのは、それをまた企業とか都会の
方に売り込むことで、今まで景観保全でお金を
支援で出してきた企業さんとかも、やはり人材
育成にもお金を出してくれるという流れにする
ことです。今までは景観保全だけに払っていた
のが、きちんと農村にお金を出せば、そのよう
な地方の視点を持った人材が返ってくるのです。
これからの企業の新しいビジョンとして、地方に
向けた視点を持った人材をきちんと得られるよ
うになると、体力が無くなってきている企業も、
景観保全でも農村にお金を出す意味が出てくる
のかと思います。景観保全だけではない寄付を
きちんといただく理由を、農村側も作っていか
ないといけないかと思っています。

高桑氏　日常で、実際棚田で日常をやっていくには、
農家さんだったらできるのですが、我々外から
入った若い人たちが、このような棚田の日常で実
際はどうなのだというところを、松崎町の有馬さ
ん、棚田で稼げる場所が良いということですが、
どうでしょうか。

有馬氏　静岡県の伊豆にある松崎町から来ました有
馬と申します。石

いし

部
ぶ

という棚田で保全をやって
います。今、地域おこし協力隊３年目で、今年
度３月末で任期が終わるのですが、私は協力隊
としては一番悪いパターンで、棚田保全はしっ
かりやってきました。一方でこれから食べてい
くにはどうしたらよいかを疎かにしてしまって、
どのように生きていこうかと考えています。家
も見つかると思っていたのですが、空き家はあっ
ても借りるのはなかなか難しい。今住んでいる
ところも次の隊員が入ってくるため、空けなく
てはいけないと思いつつも、まだ次に住む家が
見つかっていないのが現状です。

高桑氏　棚田をどのように活かしていきたいと考え
ていますか。

有馬氏　棚田には可能性があると思います。そもそ
も協力隊になったのも、都会から出て黙々と土い
じりしたいという思いがありましたので棚田の
保全は本当に一生懸命にやってきました。最近
ヤギも飼い出して翻弄されているのですが、食っ
ていく術が、棚田の仕事とヤギの世話など、そ
のようなことで手一杯で、なかなか考える時間
も無いのです。

高桑氏　もう一人ぐらい農家さんはいらっしゃいま
すか。農家さんの立場、伊藤さんはいらっしゃ
いますか。個人農家の立場として棚田保全をど
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う考えますか。
伊藤氏　去年から佐渡に引っ越して米作りを始め

ました伊藤竜太郎と申します。ひたすらこの日
常のお米づくりをずっと続けていれば、棚田は
守れると単純な考えでいます。それしかなくて、
捻りがないです。イベントは、まず情報発信を
していくことはやった方がいいと思います。

高桑氏　棚田にロリータファッションの女の子を呼
びたいというのは君ですね。私も同じことを考え
たことがあって、棚田で女の子を呼んで写真撮
影をして、ちょっと泥が付いたりして、棚田の「泥
ドル企画」一緒にやりましょう。傾斜角度から
見上げて撮るのがいいかと色々盛り上げるもの
があるかもしれないです。

伊藤氏　去年は見習いで農家さんのお手伝いに来
て、１年だけ仮移住しようかと思っていたのです
が、いきなり「田んぼを４枚貸してやるからやっ
てみろ。」と言われました。ただ、来年やる分の
農地とか、これからの家はなかなか借りられず
じまいなところはあります。ただ続けていくし
かないのです。「田んぼをしっかり続けていくと、
周りの人もやって欲しいと言ってくれるように
なるよ。」と言われるので、ひたすら泥まみれに
なりながらやっているだけなのです。

高桑氏　佐渡で棚田の泥ドル企画をしましょう。
　　NPO 法人棚田 LOVER’s さん、都市と農村をつ

なげるという意味で、我々と同じような団体か
と思いますがその視点からお話をお願いします。

井上氏　棚田 LOVER’s の井上と申します。今回、
10 年間棚田 LOVER’s をやっている代表が来られ
なくなってしまって、まだ１ヶ月しか経ってい
ない私ですが、「今どうしよう」と思っています。
都会から人を呼ぶのは難しくて、代表はイベント
大好き人間で、このようなことを皆さんの前で
言っていいかわからないですが、イベントだけ
はひたすら１ヶ月に８回ぐらいやったりしてい
ますが、１ヶ月いて思うのは、あまりお客様は
いないということです。「皆さんはどのように人
を呼んでいらっしゃるのだろう、どうやってイ
ベントを成り立たせているのだろう。」というの
を学びたくて来たので、実際成功しているとは
言えないです。ひたすら都会のカフェとかにチ
ラシを置いていただいて、見た人が来てくださっ
ているか、来てくださっていないかと分析もきち
んとできないまま、イベントばかりたくさんやっ
ている状態なので、今は反省点ばかりという状

況です。
佐藤氏　棚田 LOVER’s さんは今の話だとどうやっ

て生活しているのか、よく分からないですが。
井上氏　１ヶ月しかいない私が言うのもなんです

が、食べていけているのはやはり補助金です。補
助金しかないと私は今思っています。補助金が
尽きたとき、「どのようにしてこれから生活して
いくのだろう。」とずっと思いながらやっていて、
そのような知恵も皆さんに今日お伺いしたいと
思っています。

高桑氏　次に学びは色々な意味もあると思うのです
が、学生とかはこの学びから入ってくることが
多いと思いますが、学生さんが１人いたと思う
のですがいかがでしょうか。

江龍田氏　和歌山大学観光学部地域再生学科３年の
江
え

龍
りゅう

田
でん

と申します。僕自身は孫ターンで、今大
学の授業に行かずに半年間佐渡に住んでいます。
僕は先の話だと、家とか農地は元々爺ちゃん・婆
ちゃんが持っていて、一軒家があって、今田ん
ぼは人にやってもらっている状態です。その学
びの視点ですが、僕は和歌山で棚田ファームと
いう団体の活動をしていて、棚田ファームは和
歌山県が全国棚田（千枚田）サミットをやった
ときに作られました。僕自身は直接絡んでいな
かったのですが、僕が入学してからもずっとそ
の棚田ファームの活動は続いていて、最初はイ
ベントとか、棚田サミットがあるから作られた
ので、若い大学生を呼ぼうという趣旨から始まっ
たと思います。年々先輩方が卒業していく中で、
何が足りないかと考えたときに、学びまで行け
ていないと、行って体験して終わりという、そ
れだけで良いと地域が思っているのならそれで
いいと思うのですが。僕自身地域に入っていく
上で、もっと学んでいけば気付くことはたくさ
んあるというのを実感しました。今、前期の代
表は別の人にやってもらっていますが、10 月に
また大学に帰ったら、大学でも出来る資料とか
を見て学べることと実際に地域の人に話を聞い
たりしてそこから学べるものがあると思うので、

「体験」から「学び」までどのように落としてい
くか考えています。学生自身も最初のきっかけ
は、例えば単位を取りたいから棚田に来ている人
もいるし、元々棚田に興味があって来ている人
もいて、学生の中にもばらつきがあります。そ
こら辺のバランスをどのようにとっていくか考
えて、そこに楽しさも加わったらいいのかと思っ
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ています。10 月にまた大学に帰ってから実際やっ
てみるのですが、残りの佐渡の期間で色々考え
ていけると思っています。

高桑氏　もう一つの視点があるかと思うのですが役
所の視点から棚田をどう活かしていきたいかを
お願いします。

熊懐氏　福岡県うきは市の熊
くま

懐
だき

と申します。私は
市の職員ですが、ここのような格好でいつもい
るので地域おこし協力隊とよく間違えられます。
私１人で棚田の担当としてやっているのですが、
ずっと関わっていて裏も表も知っています。20
年前ぐらいからイベント交流を市（町のときに）
が仕掛けて、棚田サミットを呼んできたときぐ
らいから棚田オーナー制度をやっています。た
だ、棚田オーナー制度をやっていても完成棚田
オーナーです。100 組ぐらい毎年常連さんが来
てくれるのですが、市役所の職員が告知して、「こ
のようなおじちゃん達が頑張っているからどう
ですか。」ということをやっています。どうにか
100 組から 120 組ぐらいが来るのですが、おじ
ちゃん達はあまり関心がなく、普通に米を作って
います。だから喋りも普通のおじちゃんぐらい
のところで止まっているのです。私達としては、
その人達が、「よし、俺が喋ったらこれだけ来る
ぞ。」と感じて欲しいですが、興味がないのです。
うきは市は福岡市まで１時間ぐらいで行けるの
で、子供さん達もそっちに行ってしまいます。「そ
こそこ幸せだけど、子供には良いところだ。」と
言わないのです。九州大学等の大学も近いので、
学生は「棚田を学びたい。」と感激をして、「学び
たい。」と来てくれます。10 人、20 人連れて来
てくれるのですが、「地元の人は勝手にやってろ
よ。」みたいな感じで、掴まったおじちゃんが「教
えてください。」と請われる感じなのを間を取っ
ているのです。棚田米を作れば売れる、そこそこ
の値段で売って終わっている状態です。20 年経っ
た今後継者がいないという状況になっています。
色々な主体を市役所としては間を取って呼びた
いので、九州大学のお世話もするし、どこでも
お世話もするとなってしまっています。そして、
そこそこ幸せのまま多分棚田が続いていかない
のではないか懸念を持っています。

　　私としては、マウンテンバイクという切り口で、
たまたま私が個人的な付き合いで知り合った人
が、「熊本まで行っているのだけど地震で行けな
いんだ。」とか、遊ぶのに２時間、３時間かかっ

ているので、「じゃあ、うちに来ればいいじゃな
いですか。」と言って紹介したら、「この坂がすご
い。」とか変な興味を持っていただいたので、「坂
で遊びましょうよ。」ということから、入ってく
れる人が増えたと思うのです。入ってくれる人
を増やしていくことをそれぞれがやっていけば、
何かおもしろい活動になっていかないかと思っ
ております。

高桑氏　続きまして、新潟県三条市の山田さん、よ
ろしくお願いします。

山田氏　私は新潟県にある三条市から来ました、三
条市・営業戦略室の山田と申します。三条市は
全国的には金属加工業の街として知られていま
すが、福島県と接して市の東部は、豊かな自然
に恵まれています。三条市には北

きた

五
い

百
も

川
がわ

集落に
棚田がありまして、そちらは佐野誠五さんとい
う 60 代後半の方が管理しています。三条市とし
ましては、そちらを地域固有の財産として市内
外の方に広く PR しています。

　　本日 U30 サミットに参加の若い世代の皆さん
へ、佐野さんからメッセージを預かっています。
この場をお借りし、私が代読させていただきま
す。

　　私は三条市に住む佐野誠五と言います。67 歳
です。私の棚田は北五百川の棚田と言いまして、
日本の棚田百選に選ばれた棚田です。その棚田は
約 400 年続いていると言われています。しかし
その棚田も私の代で終わりです。私には娘夫婦・
孫もおりますので後継ぎはいます。でも、子供た
ちには、「俺が死んだら棚田は絶対やるな。」と
言っています。それはなぜかというと、簡単です。
棚田を作っていたのでは生活ができないからで
す。私の棚田は 75a です。そこで採れるお米は
50 俵です。自家用米に 13 俵残し、販売できる
のは 37 俵です。その収入は 90 万円です。しか
し農機具に 850 万円掛かっています。つまり 90
万円の収入を上げるために 850 万円を投資して
いるわけです。その他に苗代、肥料代、農薬代、
農機具の修理代、諸々を入れると手元には 30 万
円程度です。農機具も 10 年から 15 年で更新で
す。そんなことを考えると子供たちに棚田を守
れ、なんて言えません。しかし、私の子供も棚
田が無くなってもいいとは考えていません。で
はどうすればよいか。

　　これは国の問題でもあります。棚田を米の生
産現場としか見るのではなく様々な省庁の視点
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から見てはどうでしょうか。棚田の特殊性から
みる生物の多様性、棚田が荒れることによって
環境に与える影響等々です。また、棚田には強
い保水能力、水害や土砂崩れを防ぐ防災の面か
らも必要です。そして棚田は日本の米作りの始
まりだと思います。つまり、米作りの原点です。
今でこそ土地改良の灌漑によってどこでもお米
は作れますが、昔は田んぼに水を入れるだけで
も大変でした。昔は、山の湧水を利用した棚田
がでないと作れなかったわけです。

　　ですから棚田は日本の米作りの原点です。その
歴史が無くなろうとしています。これから棚田を
守っていくのは農家の皆さんだけでは無理です。
ぜひ皆さんの力を貸してください。このままで
はあと数年、長くてもあと 10 数年で確実に棚田
が無くなることを心配して発言をさせていただ
きました。ありがとうございます。」

　　以上が佐野さんのメッセージです。
　　佐野さんは、自分の土地である棚田を三条市の

観光資源として積極的に活用してほしいと、い
つも快くお話ししてくださいます。今回、「私の
代で終わりにしたい。」と聞き、三条市としても、
これからどうやって棚田を守っていこうか考え
るきっかけになりました。本日、皆さんのお話を
聞いて、地域おこし協力隊の方々をはじめ、様々
な角度から、ヒントをいただくことができまし
た。

高桑氏　今日は行政の人あり、学生あり、地域おこ
し協力隊あり、農家さんあり、色々な視点の中
から、どの辺から棚田に入っていくのかがよく
分かると思います。

　　さて、次は「双六」についてお願いします。
玉崎氏　全然 U30 ではないのですが、NPO 法人棚

田ネットワークで活動させてもらっています玉
崎と申します。Facebook の書き込みで「みんな
堅いな。」と思ったので、「もっと前向きに楽しい、
気分が上がるものを書き込んでいこう。」と思っ
て、いくつか日常から離れた部分で書き込みを
させてもらいました。

　　よく等身大の将棋とかをやっている場所があり
ます。「双六」というのは、棚田を見ていると双
六のマス目に見えてきて、そこで同じノリで双六
もやれるのではないかと思いました。棚田の１
枚ずつを進んでいく、そのマス目に入ってくる
と色々課題が書いてあって、例えばそこの田ん
ぼの米を全部刈り取るとか、そのような無茶な

指示とかを経験しながら、棚田全体を楽しむと
いうのがおもしろいと考えました。基本的にイ
ベントが、田植えとか稲刈りなどの時期ではな
いときに棚田を活用するのがおもしろいと思い、
考えました。双六も田植え前の水を張っただけ
の状態のときとかに泥まみれになりながら遊ぶ
のがおもしろいのではと思いました。

　　今、日常の部分で大変という話が出ていて、僕
も実際棚田ではオーナー制度でやっているぐら
いで、実際のことは分からないのですが、他にも
大変な仕事はたくさんあると思うのです。知り合
いにプログラマーとかがいたり、休みは不定期
だし全然寝れてない人もいたり、でも仕事をやっ
ている。何が違うのかと言ったら、やはりやっ
ていた仕事なり、ものに対しての成果なり、反
応なりが見えるからやっていて、そこに満足感
を得ることが出来るからやっていると思うので
す。棚田で米を作っているというのを、JA に卸
しているだけだったら満足感は全く無いし、多
分そのような結果が見えない作業が、結局人間
のモチベーションを下げていくと思っています。
だから自分は何をやっているのかが、誰に対し
てという部分も含めて成果が見えたり、モチベー
ションが上がったりする作業でなくてはならな
いと思っています。それは人とお金だったり、も
しくは交流だったりとかですが、イベントはイ
ベントでそこがきっかけになればいいのかとい
う思いもあります。

高桑氏　私も都会で育って都会に生きている人間で
すが、実際にイベント交流が無いと、我々は絶対
に日常や学びには入っていけないです。いきな
り日常に入れないし、いきなりこのような学び
の場に入ることもできないです。だから我々に
とっては大変という情報は分かっています。け
れどもイベント交流から入るしかないという都
市住民の気持ちもあると思います。玉崎さんも
多分同じ立場だと思うのですが、色々な人が棚
田に入っていくきっかけ、実際に入れば、私も
インターネットの世界に生きている人間ですし、
玉崎さんはインテリアデザイナーだし、実際に
そのような人たちが色々なところで協力できる。
そのようなきっかけにもなるということです。

　　次に協力隊の視点から佐渡の岩﨑さんお話をお
願いします。

岩﨑氏　U30 サミットの Facebook ページを作った
り、準備運営を高桑さんと共に進めてきた佐渡
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市地域おこし協力隊の岩﨑貴大と申します。僕
は今、協力隊自体は３年目で、この７月が最後
の月となります。僕は生まれがこの佐和田地区
で、佐和田の中でも窪田という市街地に近いと
ころに生まれました。この辺もよく遊んでいた
場所だし、どうして棚田の話をしているのか不
思議だと思います。幼馴染みの友人が旅館をやっ
ていまして、協力隊期間が終わった８月からは旅
館の仕事の中で棚田とつなげられたらいいと今
考えています。佐渡の棚田に関わっている地域
おこし協力隊は、みんな佐渡棚田協議会のサポー
トという形で活動をしてきました。

　　僕や他の隊員も休日を利用してお世話になって
いる人の田んぼを借りて少しお米を作るだけで、
お米作りの大変さは、本当の意味では分かって
ないと痛感しています。

　　そのような中で、佐渡棚田協議会の事業で地域
おこし協力隊が何かできないかと、先週「棚田
で遊ぼうどろんこバレー」というイベントを開
催しました。今年で３回目になりました。イベ
ント交流で、まず棚田に関わっていない若い人
たちに棚田に来てもらって「景色がきれいだな。」
とか、それだけを思ってもらうのではなく、「お
米はどういう場所で作られているのか、棚田って
おもしろい、もう１回行こうかな。」と棚田を全
身で感じてもらいたいと思って「棚田で遊ぼう　
どろんこバレー」を企画しました。最初は続く
のかと不安があったのですが、３回目になって、
常連の人たちも増えたりして、意外と何回も続
いてくると、学びにシフトしてきている感じも
します。どろんこバレーが終わった後に色々つ
ながりも増えて、そのあとに「何々の棚田へ行っ
てみてもいいですか。」となってきて、そこで各
自が棚田を案内したりしています。さらにそこに
いる人に結び付けられるように、イベントを玄関
口にし、日常まで、「どろんこバレー」を一つの
きっかけにしてつなげていけているのではない
かと思います。協力隊はイベントなどが玄関口
になっていくかもしれないですが、日常までいっ
たらまた一周し始めるのではないかと思います。
農家の人たちは日常の部分が強いと思うのです
が、協力隊は、全てを行き来できる存在だと思
うので、自分の中に日常を大切にしていかなけ
ればいけない部分、学びの部分が大事だという、
それぞれ自分が大事にすることは必要かもしれ
ないです。全体的に見ながら、地域のことを考え

て、日常の部分を人に伝えようとか、学びの部
分はこの人を引っ張っていこうとか、中心的な
存在になって３年間で段階を踏んで学んでいけ
たら協力隊はいいのではないかと思います。だ
からこのサイクルは今後も活用できるのではな
いかと思います。

高桑氏　続きまして、棚田ネットワークの阿久澤さ
ん、お願いします。

阿久澤氏　棚田ネットワークの阿久澤と申します。
年齢的には明らかに U30 ではないのですが、棚
田好きで色々なところの棚田を見に行ったり、新
潟の十日町に結構通っています。今棚田の採算
性の話が出たのですが、聞いて思ったのですが、
色々な棚田に行った中で、先月に長野の天城の棚
田に初めて行って衝撃を受けたのです。駐車場が
有料だったのです。ゲートは無いです。きちん
と言葉が書いてあって、「この棚田を維持するた
めには、こんなに大変で時間がかかっています。」
という内容です。「500 円でも 1,000 円でも入れ
てください。」と書いてあって、自分はその時は
写真を撮りに行ったのですが、当然お金を入れま
した。500 円は考えてみたら安いと思いました。
他のところの棚田も見晴台を市が作ってくれて
いて、立派な駐車場もありますが、皆無料なの
です。水と空気と棚田の写真は無料だという雰
囲気が当たり前のようにあるのですが、写真を
撮っている人は、中には仕事としている人もい
るのですから、やはりそこの景色を生活の糧に
しているのであれば、何かしらの形でお金を払っ
てくださいというのは当たり前の話ではないか
と思います。

　　ちなみにここにいらっしゃる棚田の方で、駐車
場でお金をもらっている棚田はありますか。

熊懐氏　うちはイベント期間中だけ協力金という形
でもらっています。

阿久澤氏　お金をもらうのは本当に考えてもいいと
思います。

　　例えば、星峠の棚田にはいつ行っても 10 人ぐ
らいカメラマンがいます。毎日カメラマンが 10
人来て、年間で 365 日、1 人 1 回 500 円でももらっ
たらものすごい数の駐車場収入が入ると思いま
す。それは正当な対価として考えるべきことで
はないかと、この間天城の棚田に行って感じま
した。

久保田氏　岐阜県恵那市の坂
さか

折
おり

棚田から来ました協
力隊の久保田と申します。質問なのですが、そ
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の駐車場の管理はどうなっていますか。無人で
箱に入れるのですか。

阿久澤氏　無人の箱で、そこはゲートも無いので、
基本的には良心に頼る。ただ、そこに言葉が書
いてあって、それを読むと決して払わずに通り
過ぎることが良心としてできない、まさに善意
で入れてくださいという形です。なので当然皆
さん周りを見てわずかでもお金を入れています。

久保田氏　棚田の入り口に駐車場がある感じです
か。それを設けることによって気になるのは、路
上駐車をする人が出るのではないかというのが
ありますがいかがでしょうか。

阿久澤氏　それが無くても皆道路脇に止めるのでは
ないかと思います。実際のところ、駐車場があっ
ても無くても写真を撮りたい人はどこでも車を
止めて、写真を撮ると思うのです。

久保田氏　棚田の道路は１本でしたか。
阿久澤氏　1 本だったかどうかまでは覚えていませ

ん。そこがいわゆる入口で、そこに車を止めて、
その中には歩いてカメラを持って皆行って写真
を撮るというような形です。

高桑氏　どのように書いているのか気になります。
阿久澤氏　結構ジーンと来ることを書いてありま

す。覚えていなくてすみません。後で調べてみ
ます。

高桑氏　どちらにしてもお金をどこに落とすかで、
棚田って単体でお金を得ることはできないです。
日常だけでは棚田は経済効率が悪いわけですし、
イベントをやっていても学びの世界だけでも、
色々問題が出てきます。やはり複合的に色々な
ところでお金を落としていく一つの棚田のビジ
ネスモデルみたいなものをこれから作っていか
なくてはいけないのだと今の話を聞いて感じま
した。

岩村氏　富山県の氷見市にある棚田で協力隊として
この４月から活動をしています岩村と申します。
僕はまだ１年目というのもあるのですが、あまり
イベント交流に現在は手を付けていなくて、一
農家として耕作放棄地を再生しつつ、地元の農
家さんたちが作った米を少しでも高く売るよう
な、僕らの棚田でも基本的に JA に卸している状
況なので、少しでも高く売れる仕組みや販路を今
拡大しようとしているところです。地元の爺ちゃ
ん・婆ちゃんたちの収入を少しでも上げたい思
いはなくはないのですが、棚田が将来的に継続
していくためには、新しく農業をしたいという

人がきちんと収入を得られるような基盤づくり
が何よりも必要なのではないかと思っています。
棚田で作られた米を少しでも高くというのと、あ
とは空き家であるとか、農機具とかも、余った
ら僕らにぜひくださいという呼びかけを地道に
しているような状況です。

　　ただ、一方で棚田の米を買ってくれるファンづ
くりをする意味でも、イベント交流などは必要
になってくると思っているので、それはまた今
年の秋以降にイベントを少しずつしていきたい
と思っています。まず一番大事にしたいと思っ
ているのは、地元の爺ちゃんたちが作った米の
販売、経済的なところを今は大事にしたいと思っ
て活動しています。

高桑氏　日常を大切にしたいといっても、実際日常
が無い棚田もあります。例えば、松崎町の石部棚
田というのは農家さんがもういないです。あそ
こは保存会が農家さんから全ての土地を借りて
保存会で耕作しているので、ある意味、石部棚
田は実際棚田公園みたいなものです。そうする
と実際日常が無くて、学び・イベント交流だけ
でなんとか棚田を継続していかなくてはいけな
い状況であったりします。日常を大切にし、実
際に実働的にお米が作れるのは、それを売るこ
とができるというところなのです。

　　地域ごとに、このモデルの中でどこに比重を置
けているかは、地域ごとの環境とか棚田の現状
とか、そういったところで変わってくるのです
が、皆さんに聞きたいのは、この３つとも大切だ、
これはバランスをとってやっていかなくてはい
けないと思います。それが多分今の棚田の現状
なのかということです。

　　「M
ま い す

ICE」について教えてください。
山田氏　うまく説明できる自信はないのですが、

英 語 の 頭 文 字 を 取 っ て い て、 マ イ ス の M が
Meeting、I が Incentive tour、C が Conference、
E が Exhibition ですが、国際的な会議や企業の
ミーティングや学会など、今回の棚田サミットも
そうなのですが、大量に色々な人を広域的に呼
んで、地域には大量にお金が落ちるので日本中
の色々な地域がそのようなマイスを開催しよう
と誘致をしているところが多いです。その国際
会議ほど大々的なものでなくても、小規模なミー
ティングをあえて棚田で行って、そこから環境
問題や食についてのテーマなどを考えるのがお
もしろいかと思いました。そこでマイスを開催
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することで、その後リピーターの獲得にもつな
がると思うので、そのような取り組みがあると
いいかと思って、役所の中で出た案を今日は皆
さんにご紹介しました。

高桑氏　続きまして、「みんなの心のふるさと」に
ついて教えてください。

友松氏　広島県安芸太田町の井
い

仁
に

の棚田から来まし
た友松と申します。何で「みんなの心のふるさと」
なのか考えたかというと、僕は１年協力隊をやっ
て、ちょうど６月で２年目になったのですが、僕
もやはり最初の６月の田植え体験会のイベント
から協力隊の活動が始まって、そこから学びとか
日常を学んでいこうとしていました。皆さんが
思われるように観光客をただ呼んでも、歓迎さ
れるかといったら、そうでもありませんでした。
自分はイベントを、外向きのイベントではなく
て地域の人にとって良いと思えるようなイベン
トをやりたいと思って、元々開催されていた「棚
田サロン」という茶話会をもっと盛り上げようと
思いました。井仁の棚田に来てくれている学生や
棚田オーナーさんとか、森の幼稚園というよう
な活動母体と一緒に地域の人と小さなイベント、
行事、お楽しみ会などを開くのがいいのかと思っ
て、それを自分が１年間やって一巡した結果、そ
こに行き着いて、全部学びとか日常に結び付く
かと思ってやっています。

　　地域の人にとっても、ただ地域の人が教えるだ
けではなく、地域外の人から野草に詳しい人が
いたら井仁の棚田に来て、井仁の棚田にある野
草を教えてくれるのです。地域の人はただの雑
草と思っていた野草にすごく関心を持ってくれ

て、「絶対食べない。」と言ったのに、天ぷらに
した雑草を美味しそうに食べてくれました。そ
ういう外の人だけの学びでなくて、中の人にとっ
ての学びにもなるような、そこに暮している地
域の人が「ここで死ねて良かった。」と思えるよ
うにしたいと自治会長も言っています。外の人・
観光客は色々なレベルがあると思っていて、一番
浅いレベルは見に来る人、次のレベルがその体験
会とかで少し体験した人で、一番上にくる人は、
学生とか森の幼稚園みたいな、自分で自主的に活
動に来てくれて、かつ地域の人に自分の名前を
売り込みたい、地域の人のことも知りたいと言っ
てくれるような人をもっと増やしたいと思って
います。広く・浅くではなくて、狭く・深くやっ
ていきたいということで、そのような既存の棚
田サロンを少し深めていっています。

　　そういう意味で、皆も佐渡の人だけでなく、外
の人も自分のふるさとなのだと思えるような場
所になってくれればいいと思っています。

高桑氏　最後のスピーカーとしてものすごくまとま
りました。棚田という日常はあるのですが、今
まで我々の棚田保全はおもいきり大きな三角形
の中でやっていたのが、今のお話を聞くと、日
常を大切にしながら学びもあってイベントもあ
り、無理のない持続可能な小さな三角形は、棚
田地域それぞれ現状にすごく合っているのかも
しれません。でも、日常だけでは絶対に無理で
す。これだけだと棚田はもう保全できていけな
い。かと言って、あまり大きなことをやり過ぎ
るととても皆疲弊して、色々な問題が出てくる。
そこでの三角形の大きさが我々若い人たちが棚
田に入ったときに、どのように視点を持ってやっ
ていけるかがすごく大切になると思いますので、
この辺を U30 の宣言に盛り込みたいと思います。

　　U30 は今回初めての試みですし、最初から結
果は出ると思っていませんので、ここに集まっ
た方たちが新たにネットワークとか関係が結び
付いていただいて、これから新しい流れが出来
ていけばいいかと思っています。

　　今回で U30、第１回目です。皆さん１回目に
出るのはすごいことなのです。ぜひ次回の棚田
サミットでもこのような機会が持てればと思っ
ていますのでよろしくお願いします。これをもっ
て終了します。
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■コメンテーターの藻谷浩介氏から、次のような提言・コメントがありました。
・棚田地域にどのようにお金を還元するかという問

題は、世界遺産地域やエコツーリズムの実施地
域を参考に、棚田の価値を理解し、同調し協力
金を払ってくれた人だけが入れるような仕組み
づくりを行うと良いのではないか。

・棚田は先祖から子孫まで引き継がれていくもので
あるという観点から考えると、必ずしもイベン
トばかりを一生懸命やったり、毎日根を詰めて
世話したりするのがベストではない。ある程度
の収入が得られ、他の仕事と組み合わせて生活
することで、継続できて、後を継ぐ人も出てく
るのではないか。

・棚田を持っている生活というのは、プールやヨッ
トを持っている生活と同じで、ワンランク上の豊
かな暮らしと言えるのではないか。いつか、棚田
を持っていない都会の人間が、棚田を持つ人間を

うらやむような時代が訪れることを期待したい。
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　第一分科会　棚田には米がある（報告）
座長　板　垣　　　徹 氏（㈱ＪＡファーム佐渡代表取締役）

棚田米は、その苦労に見合うだけの価値があるの
か、それはどんな価値なのか、その価値は、米を食
べる側である消費者に果たしてつながっているのか、
また、どう伝えるのがいいのか、というのが私たちに
与えられた課題でした。

米穀店を経営しお米マイスターとして活躍の金子さ
ん、料理研究家で人気ブロガーの西山さん、能登の
里山で地域おこし協力隊員として活躍する山本さん、
地元佐渡の海岸地帯で生産組織を立ち上げた坂本さ
んという多彩なパネリストの皆さんに語っていただき、
コメンテーターとして佐渡トキの田んぼを守る会代表
の齋藤さんには、ご自分の実践を踏まえて議論の整
理をお願いしました。フロアからも、棚田米の美味し
さについてやオーナー制度の現状など積極的に発言
いただき、地元ＪＡからは棚田米販売について報告い
ただきました。

それらの論議を通して確認したことは、次のような
ことでした。
①棚田の風景や棚田米には、今日の日本社会にとって

失ってはならないかけがえの
ない価値があること

②その価値を消費者に伝えるために積極的な情報発
信が必要であること、特にネットで、動画も含めて、
生き生きとした情報を継続的に発信し続けることが
効果的であること、リーフレットはきちんと更新す
ること

③消費者、特に子どもに来てもらい、現場に立って風
景を見てもらうことでファンをつくる取り組みが重
要であること

④棚田支援の強力なツールであるオーナー制度を含
めて、消費者との結びつきを強めること

⑤プロ農業者として、食味・品質の確保は大事。棚田
米は文句なく美味しいのですが、その条件をきち
んと管理すること。リピーターを獲得するには、「棚
田」だけではなく、「うまい」も必要なのです。
このような、棚田米のリピーターが棚田の風景を支

える仕組みを、各地で構築していくことを確認した分
科会でした。

　第二分科会　棚田には命がある（報告）
座長　豊　田　光　世 氏 

（新潟大学　研究推進機構 朱鷺・自然再生学研究センター　准教授）

「命」というテーマを掲げていた第二分科会では、
子どもから大人まで、棚田を舞台に人々が成長し生
きることについて、四名のパネリストとともに考え
た。子供たちに「お米は美味しい」という原体験を
もって欲しいという大野広幸氏は、栄養士や職員も
巻き込みながら、棚田の価値を体感する機会を作っ
ている。竹田和夫氏は、大学生の教育を通して、棚
田地域の発展の手がかりを考える。多様な専攻の大
学生とともに、棚田を生かす方法を様々な視点から
提案し、現場に赴いて可能性を検討する。

棚田の保全は、国外でも大きなチャレンジだ。中
村浩二氏は、能登地域で展開した里山マイスター養

成の経験を生かして、フィリピン・イフガオの棚田
地域で人材育成に取り組む。地域の人々が自ら目標
を立てることを支えていくことが重要だという。

棚田での耕作は、容易ではない。だからこそ、目
的意識が必要であるし、何かを達成した時の喜びも
大きい。本間太郎氏は「百姓は目標をもって挑戦し
続ける存在だ」と語る。夢をもち、挑戦し続ける、
そんな背中を見て欲しいと話す。食の安全性への徹
底的なこだわりのもと、米作りに夢中になって取り
組む姿は、人びとの共感を呼び起こすに違いない。
棚田で描く夢を通して、人々がつながることができ
たら、きっと大きな可能性が生まれるだろう。
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　第三分科会　�棚田には温
ぬくもり

がある（報告）
座長　森　山　明　能 氏（㈱御祓川 シニアコーディネーター）

第 3 分科会では、棚田の米でも生物多様性でも
ない「第 3 の価値」に焦点を当てた。最終的にサミッ
ト共同宣言の一文として、「私たちは、過去から受
け継いできた棚田地域の環境とコミュニティを次世
代につなぐため、外部との交流を通じて、自分たち
が誇りと楽しみを持てる地域資源の発掘・発信に努
めます」という内容をまとめるに至った。今後棚田
地域で意識すべき①目的、②方法論、③努力行動指
針を示したわけだが、この一文に至るまでの議論を
少し紹介したい。

まず、どんな地域にも資源はある。ましてや棚
田には豊富にある。問題は資源を、活用できる資源
＝地域資源に変えていけるかだ。地域資源として発
掘するためには、外部との交流を積極的に図り、そ
れ自体を楽しみとしながら継続していくことが重要
であるとされた。

さらに、その外部交流のプロセスの中で、「文化
的誇り」や「楽しさ」が棚田地域の子供達に伝えら
れていることも報告された。棚田地域の環境資本と

社会関係資本（コミュニティ）
を次の時代に繋げるきっかけも外部交流に起因する
ことを示唆している。勿論その際、経済的な資本も
必要であるが、先ずはしっかり地域の「光」を育む
こと。それがしっかりできれば「光を観に来る」と
いう本来的な地域への「観光」も活発化していき、
経済的資本も蓄積されるという議論であった。

最後に、今回の分科会の本質は齋藤氏が指摘し
てくれた気がしている。彼女は自分が幼い頃、棚田
は遊び場で家族と友達のいる楽しい場所だったと言
う。だからこそ、その楽しさを自分の子供たちにも
感じてもらい故郷・岩首を好きになってもらいたい
ということである。

この「楽しいから好きになる」っていう単純な
一言にこそ、地域づくりの大事な部分が集約されて
いると感じた。「楽しいから好きになる」が時間（世
代）と空間（集落内だけでなく外部の人も）を超
えて行く時、本物の光がそこに生まれ、棚田の第 3
の価値が最大化すると思うからである。

　棚田のまもりびとミーティング（報告）
座長　中　島　峰　広 氏（NPO 法人棚田ネットワーク代表）

恒例となった保存会の意見交換会は、本年度ま
もりびとミーティングの名で開催された。今回は、
東日本（東北・関東・信越・東海）を中心にした保
存会 28 団体に呼び掛け 17 団体の参加を得た。こ
れを棚田オーナー制の実施状況や地域的バランスな
どを考慮し A、B、C の 3 つのグループに分け議論
を進めることにした。

まず、グループでの議論を進める前に、各組から
NPO 法人である 1 団体を選び話題提供をしてもら
うことにした。A 組の新潟県十日町市地域おこし実
行委員会からは絶滅集落になるのは時間の問題とい
われた池谷集落が国際 NPO の JEN との交流、地域
おこし協力隊員や新しい I ターン者の定着などによ
り奇跡の集落といわれるほどに変貌を遂げたこと。
B 組の岐阜県恵那市坂折棚田保存会からは棚田オー
ナー制を基盤とした取り組みを発展させ、取り組み
の多様化と事業化を目指していること。C 組の奈良
県明日香の未来を創る会からは、高知県檮原町に次

ぐ歴史を持つ棚田オーナー制
がマンネリ化して沈滞したため、活動の範囲を飛鳥
川流域全体に広げ新たな活動を模索していることな
どが報告された。

その後のグループでの議論では、A 組が組織にお
けるリーダーの育成、運営資金の獲得方法、棚田米
販売については安定的な販売先の確保、ブランドの
確立、小口にするなど販売方法の工夫の必要性など
が論じられた。B 組では、取り組みの担い手として
は若者よりも退職後のシニア世代をターゲットにす
るのが有効的であること、取り組みではボランティ
ア活動から脱却し、事業化が必要なことが論じられ
た。C 組では、保存活動を広域化し支える人を集め
易くすること、担い手の労力として石川県輪島市白
米での北陸地区国公立大学8校、静岡県菊川市せん
がまちでの静岡大学棚田同好会などの活動にみられ
るような学生の作業参加がきわめて有効的であるこ
となどが議論された。
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  分科会まとめ  

　首長会議（報告）
座長　千　賀　裕太郎 氏（棚田学会会長）

首長会議は、農林水産省地域振興課の島田篤行課
長補佐、中村弘志係長のご臨席を得て、1 県・16
市町村の首長らから「外貨獲得に向けた取り組み・
ルールづくり」、「学校教育を通じた人材育成」の２
テーマに関する報告を受け、質疑が活発に行われた。
「外資獲得」に関する報告からは、棚田等の里山

景観や棚田米を始めとした身近な安全・安心の農作
物に好意を持ち、「お金を払ってでも棚田地域を支
援したい」と「オーナー」制度や「棚田バンク」制
度に積極的に参加する都市民の増加がうかがわれ、
大地の芸術祭、案山子コンテスト、地元酒造会社と
組んで「廃校」で酒造を行う例、韓国からの来訪者

と高校生が田植交流を楽しむ
例など、参加者からの興味深い「外貨獲得」に向け
た事例報告が相次いだ。

また、棚田地域で高齢化が進行する中「学校教育
を通じた人材育成」の取り組みも進んでおり、小学
校内で児童が米の栽培をしている例、小学校児童の
農業高校生の指導による棚田での体験学習、JA 主
催による「こども農学校」での体験学習などが紹介
された。とりわけ、保育園児など早い段階からの農
業体験は、地域への愛着と農業への理解を深める上
でとても大切、との意見が共感を集めた。

　U30 棚田サミット（報告）
座長　高　桑　智　雄 氏（NPO 法人 棚田ネットワーク事務局長）

棚田サミット 22 回の歴史の中で、初めての若
手部会として開催された「U30 棚田サミット」は、
主催者である佐渡の棚田関係者の「棚田の未来を語
る上で若者が集まるサミットにしたい」という思い
が実現したものでした。

名称は「U30」ですが、20 歳～ 40 歳くらいま
での全国の若手農家、地域おこし協力隊の棚田班、
自治体担当者、保全団体のメンバーなどが対象で、
全員参加型の討論会で「棚田の夢を語り合いたい」
というコンセプトで募集を開始し、事前に 30 名程
度の申し込みがありました。若手の会議らしくあら
かじめ Facebook 上でグループを作り、自己紹介と

「棚田がこんな場所であってもいいと思う」をテー
マに提案を書き込んでもらい、当日の討論の時間を
有効に使うための工夫なども試みました。

当日は、さらに参加者や見学者が増え、会場は満

員。基調講演を終えたばかり
の藻谷浩介さんもコメンテーターとして駆けつけ、
賑やかな雰囲気の中スタートしました。Facebook
上で貰ったさまざまな意見をもとに座長が「日常の
場」「学びの場」「イベント交流の場」という 3 つ
のカテゴリーを提案し、参加者にマッピングしても
らいながら、若者が棚田で活動する上で、地域の特
性を踏まえた 3 つのバランスが大切であるとの結
論を導き出し、共同宣言に提案することを合意しま
した。

すべてが初めての試みで課題もたくさん残りま
したが、棚田の未来を盛り上げて行く上では画期的
な出来事となったのではないでしょうか。形や名称
が変わっても、棚田に関わる若者が集まって繋がれ
る場が、次のサミットにも引き継がれることを切に
願います。
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只今ご紹介いただきました次期開催地、長崎県
波佐見町長の一瀬でございます。まずは、第 22 回
全国棚田（千枚田）サミットが多くの成果を得て、
盛会のうちに終了されますことを心からお祝い申し
上げますとともに、関係皆様方のご尽力に対しまし
て、心からお礼を申し上げます。

波佐見町からは、実行委員や鬼木棚田協議会の
皆さんとともに、総勢 37 名が参加させていただき
ましたが、佐渡市の皆様方には心温まるおもてなし
をいただき、また、全国から参加された皆様方との
交流など、貴重な経験をさせていただきましたこと
に重ねてお礼を申し上げます。

さて、わが波佐見町は、長崎県のほぼ中央部で、
佐賀県との県境に位置しており、佐賀県嬉野市や有
田町に接している町でございます。海洋県、長崎県
の中で、唯一、海に面していない町でございます。
人口は 15,000 人、面積は 56㎢、うち 62％が山林で、
町全体が森林に囲まれた地形をなしています。

400 年の歴史と伝統を誇る全国屈指の「やきも
のの町」として、また、「近代的農業の町」として、
繁栄と進歩を遂げて参りました波佐見町は、今年で
町制施行60周年の節目を迎えたところであります。

窯業、農業を取り巻く環境は、依然として厳し
い状況でございますが、波佐見町では、平成 26 年
に「観光立町元年」を宣言し、年間交流人口 100
万人を目標とする「来なっせ 100 万人」（わが町の
方言で「おいでください」という意味です。）を掲
げ、観光交流人口の拡大に努めておりまして、現在
93 万６千人を数え、いよいよ 100 万人達成も現実
味を帯びて参りました。

その要因としては、若い女性をターゲットとし
た波佐見焼の人気上昇や宿泊施設、温泉施設の開
設、体験型観光事業の推進、波佐見町のＰＲ活動な

どを展開しており、波佐見町は、今「元気な町」と
して全国的に知名度が高まっているところでござい
ます。

波佐見町では、来年度の開催に向けて、実行委
員会や運営委員会を組織し、準備を進めているとこ
ろでございますが、皆様方に喜んでいただくために、
全国棚田サミットの構築に万全を期す決意で取り組
んで参りますとともに、皆様方のご参加を心からお
待ち申し上げておりますので、よろしくお願いいた
します。

結びになりますが、今後とも、このような大会を
通じて、棚田を愛する心が芽生え、関係皆様方の連
帯意識が高まり、引いては、地域の元気づくりや活
性化に繋がりますよう期待申し上げますとともに、
来年９月 28 日、29 日の両日、波佐見町で再会で
きますことを心からお祈り申し上げまして、次期開
催地からのメッセージとさせていただきます。

本日は、本当にありがとうございました。

次期開催地 
あいさつ

長崎県波佐見町長

一　瀬　政　太 氏
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皆様、今回は離島で初の開催となるサミットになり
ましたが、全国各地から遠路はるばる佐渡まで 500
名もの方々にお越しいただき大変ありがとうございま
した。

今回のサミットの藻谷浩介さんの基調講演では、里
山や棚田が日本の価値観を変えるチカラをもっている
ことを再認識することが出来ました。

また、分科会では、棚田の米のブランド化や資源
を活かす方法、物質に頼らない心の豊かさなど、ラ
イフスタイルの価値観や生き方を考えたり、棚田のぬ
くもりを活かした交流促進をテーマにし、参加者全員
で議論を深める事が出来たのではないかと思います。

更に、棚田サミット初めての取組みとして、より多
くの若者から参加いただき、ともに棚田の夢を描き、
実現するためのＵ 30 棚田サミットを実施することが
出来ました。

このように講師の藻谷さんをはじめ、各分科会の座

長、コメンテーター、パネリスト、そして議論に参加
いただいた多くの参加者、そして何よりこのサミットを
支えてくれた多くのスタッフのおかげを持ち、非常に
内容の濃く有意義なサミットになりました。大変ありが
とうございました。

先ほど、世界農業遺産をともに日本で初めて認定
された佐渡と能登の若者が発信した共同宣言につい
ては、皆様が議論したことが凝縮されており、皆様が
それぞれの地域に帰ってからの活動に対する指針とな
るだけではなく、これから日本全体で共有し、新しい
価値観を広め、自然資本の持続性を高めていくことの
きっかけとなることを期待したいと思います。

最後になりますが、このサミット期間中では佐渡の
全てをお見せすることは出来なかったと思いますの
で、また、改めて佐度にお越しいただくことを島民一
同、心よりお待ちしています。

大変ありがとうございました。

只今、ご紹介いただいた第２２回全国棚田（千枚
田）サミット佐渡市実行委員会副会長を務めさせてい
ただいております大石と申します。

皆様、今回は離島で初めてとなる佐渡での棚田サ
ミットに遠路はるばるたくさんの方々からご参加いた
だき大変ありがとうございました。

今回のサミットではこれから未来を担っていく若者
に棚田に深く関わって欲しいという思いから１つの分
科会として「U30 棚田サミット」を開催させていただ
きました。開催にあたり多大なるご協力をいただいた
関係者の皆様に厚くお礼を申し上げます。

この「U30 棚田サミット」で出された若者の思い
が棚田を取り巻く環境に明るい光を射す取り組みにな
ることを期待して、来年のサミット開催地である長崎
県波佐見町へこの思いを繋ぎたいと思います。

最後になりますが、皆様、離島で交通事情が不便
な佐渡へたくさんの方がご来島いただき本当にありが
とうございました。

以上を持ちまして、第22回全国棚田（千枚田）サミッ
トを閉会します。

ありがとうございました。

   閉│会│式   

閉会宣言
第 22 回全国棚田（千枚田）サミット

佐渡市実行委員会 
副会長（佐渡棚田協議会会長）

大　石　惣一郎
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伊　藤　　　光



全国棚田（千枚田）連絡協議会　理事会
平成 28 年 7 月 13 日㈬　午後 5 時から、浦島において『全国棚田（千枚田）連絡協議会理事会』

が開催されました。
出席者は、19 名（内代理出席 9 名）及び委任 5 名の計 24 名です。

最初に、熊本県山都町長工藤秀一氏より震災支援お礼のあいさつがあり、全国棚田（千枚田）連
絡協議会会長  岸本英雄（佐賀県玄海町長）、第 22 回全国棚田（千枚田）サミット佐渡市実行委員
会会長  三浦基裕（新潟県佐渡市長）あいさつの後、議事に入りました。

議案は次のとおりです。

議案第 1 号　平成 27 年度事業報告及び歳入歳出決算の承認について
議案第 2 号　平成 28 年度事業計画（案）及び歳入歳出予算（案）について
議案第 3 号　第 22 回全国棚田（千枚田）サミット共同宣言（案）について
議案第 4 号　次期サミットの開催地について
議案第 5 号　役員改選（案）について
議案第 6 号　中山間地域に対する各種法制度等の要望骨子（案）について

議事終了後、会員の入退会について、中山間地域に対する各種法制度等の要望について、棚田学
会による官公庁事業への公募についての報告が行われ、閉会しました。
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全国棚田（千枚田）連絡協議会　総会
平成 28 年 7 月 14 日㈭　午前 11 時から、アミューズメント佐渡大ホールにおいて『全国棚田（千

枚田）連絡協議会総会』が開催されました。
出席者は、39 名（内代理出席 12 名）及び委任 52 名の計 91 名です。

最初に、熊本県山都町長工藤秀一氏より震災支援お礼のあいさつがあり、全国棚田（千枚田）連
絡協議会会長  岸本英雄（佐賀県玄海町長）、第 22 回全国棚田（千枚田）サミット佐渡市実行委員
会会長  三浦基裕（新潟県佐渡市長）あいさつの後、議事に入りました。

議案は次のとおりです。

議案第 1 号　平成 27 年度事業報告及び歳入歳出決算の承認について
議案第 2 号　平成 28 年度事業計画（案）及び歳入歳出予算（案）について
議案第 3 号　第 22 回全国棚田（千枚田）サミット共同宣言（案）について
議案第 4 号　次期サミットの開催地について
議案第 5 号　役員改選（案）について

議事終了後、会員の入退会について、中山間地域に対する各種法制度等の要望について、棚田学
会による官公庁事業への公募についての報告が行われ、閉会しました。
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   資│料   

区分 人数

７月１４日㈭ 分科会

第１分科会 240

637

第２分科会 158
第３分科会 142
棚田まもりびとミーティング 28
首長会議 31
Ｕ３０棚田サミット 38

全体交流会 500

７月１５日㈮ 棚田現地視察

岩首棚田コース 80

455北片辺棚田コース 83
小倉千枚田コース 103
バスで巡る佐渡の里山里海コース 189

７月１５日㈮
７月１６日㈯ 交流プログラム

相川中学校ガイドと佐渡金山近代化遺産 12

86
尖閣湾見学と民話語り 26
行谷小学校トキガイドとトキ野生復帰 29
高千中学校文弥人形と天然杉ハイキング 3
名物！漁師町姫津のイカイカ祭り見学 16

★都府県別参加者数（※一般参加、来賓等、講師・座長・コメンテーター・パネリスト含む）

★行事別参加者数（スタッフ等は除く）

★区分別参加者数 ★宿泊者数

都府県名 人数
東 北 宮 城 県 1 36山 形 県 35

関 東

茨 城 県 4

88
埼 玉 県 7
千 葉 県 36
東 京 都 37
神 奈 川 県 4

中 部

新 潟 県 260

389

富 山 県 1
石 川 県 40
長 野 県 52
岐 阜 県 10
静 岡 県 15
愛 知 県 11

近 畿
京 都 府 1

30兵 庫 県 3
奈 良 県 12
和 歌 山 県 14

区　分 人数
一般参加者 666
来賓等 11
講師等 23
小学生　オープニング：佐渡市立金井小学校 135
高校生　�オープニング：新潟県立羽茂高等学校 

事 例 発 表：新潟県立佐渡総合高等学校 40

スタッフ（実行委員会所属団体） 337
地元スタッフ 155

月日 施設数 宿泊者数
７月１３日㈬ 8 116
７月１４日㈭ 17 348
７月１５日㈮ 5 39

都府県名 人数
中 国 岡 山 県 3 4山 口 県 1

四 国
徳 島 県 14

19香 川 県 2
愛 媛 県 2
高 知 県 1

九 州

福 岡 県 25

134

佐 賀 県 36
長 崎 県 65
大 分 県 1
熊 本 県 1
宮 崎 県 2
鹿 児 島 県 4

計 700
※新潟県内参加者内訳　佐渡市内１９３人　市外６７人

105



佐渡棚田協議会 
サポーター・会員募集中！！

★佐渡棚田サポーターになる！
　佐渡棚田協議会では、佐渡の棚田の保全を一緒に考え、活動していく佐渡棚田サポーターを募
集しています。佐渡の棚田保全にご興味のある方、一緒に保全活動をしていただける方など大歓
迎です！！

【会員特典】
　棚田米2㎏をプレゼント、会報誌やイベント案内のお届けのほか、佐渡棚田協議会が主催するイ
ベントへ優先的にご参加いただけます。

【年会費】
個人会員　3,000円
家族会員　5,000円/法人会員　5,000円

★佐渡棚田協議会会員になる！
　佐渡は、中山間地域の棚田等の景観や伝統文化、農法が認められ、平成23年に「世界農業遺
産（ＧＩＡＨＳ：ジアス）」へ登録されました。このかけがえのない財産を次世代へ継承するため、平
成24年に佐渡棚田協議会が設立され、佐渡の棚田地域が気持ちを一つにしながら生産活動を行
い、棚田保全に努める取り組みが始まりました。
　佐渡の棚田保全活動や発信活動、地域間の連携交流活動など、協議会会員として相互に協力
し活動いただける個人・団体会員様を随時募集しております。

【年会費】
団体会員　3,000円/個人会員　1,000円
賛助会員　1口　1,000円

サポーター・協議会会員に関する、お申込み・お問合わせは

佐渡棚田協議会事務局へ（佐渡市農林水産課内）
ＴＥＬ：0259-63-5117　　ＷＥＢサイト http://sadotanada.com

※年会費、会員特典等は変更になる場合があります。詳しくは事務局へお問合わせください。

第22回全国棚田（千枚田）サミットへ
ご参加いただき大変ありがとうございました。

次回は、みんなで長崎県波佐見町へ行きましょう！！
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平成29年9月28日㈭・29日㈮
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第 22 回 全国棚田（千枚田）サミット佐渡市実行委員会事務局
〒 952-1292　新潟県佐渡市千種 232 番地（佐渡市農林水産課内）
電話 0259-63-5117　℻ 0259-63-5127　e-mail:info@sadotanada.com

新潟県　佐渡市

棚
田
に
は
夢
が
あ
る
！
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全国棚田 サミット
第22回

千枚田

平成28年 7月14日㈭～16日㈯

開催地：新潟県佐渡市

│報│告│書│

佐渡棚田フォトコンテスト入選作品「朝日に脈打つ」川口　昌紀（岩首棚田）


